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は じ め に 

 

 

建設業における労働災害については、中長期的には減少傾向にあるものの、依然として

全産業に占める割合は多く、休業４日以上の労働災害では全産業の１割弱、死亡災害で約

３分の１を占めている。死亡災害を事故の型別にみると、墜落・転落災害によるものが最

も多く、建設業における死亡者数の約４割を占めており、このうち、木造家屋建築工事に

おける墜落・転落災害の死亡災害は、依然として高い割合となっている。 

 これまで、木造家屋等低層住宅工事における墜落・転落災害の防止対策については、墜

落・転落災害が多数発生している建方作業時の安全化を図るために、「平成８年に「足場

先行工法に関するスライドライン」が策定され、これに基づく、足場先行工法の普及が図

られるとともに、関係業界による自主的な安全管理水準向上のための取り組みが行われて

きたところである。これらの結果、足場先行工法の普及が進み、木造家屋建築工事におけ

る墜落・転落による死亡災害は、ここ 20年の間に大きく減少したが、今もなお、墜落・

転落による死亡災害の占める割合が大きい状況にある。 

 このため、「木造家屋等建築工事安全対策委員会」では、平成 29年度から「軸組作業時

における墜落・転落災害防止対策専門部会」（座長 日野 泰道）を設置し、一部、民間

企業等で行われている墜落・転落災害防止対策を基に一般的に活用できる墜落・転落災害

防止対策を確立すべく検討してきたところである。 

 本年度では、昨年度の検討結果を踏まえ、「軸組作業時における墜落・転落災害防止対

策専門部会」において、安全性の検証等の確認のため、実物大のモデル足場による検証実

験を行い、その結果とモデル足場での作業手順について、木造家屋等建築工事安全対策委

員会へ報告し、承認を得て報告書に取りまとめた。 

 本報告書の取りまとめるにあたり、小林委員長をはじめとする委員各位並びに専門部会

日野座長及び委員各位、検証実験に多大なるご協力をいただいた藤井電工株式会社、株式

会社東京ＢＫ足場の方々に対し、深甚なる感謝の意を表する次第である。 
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木造家屋等建築工事安全対策委員会 

１．これまでの経緯 

１）設置目的等 

労働省の通達、昭和 53年 2月 10日付け基発第 86号「木造家屋建築工事等小規模建築工事

における労働災害の防止について」により労働災害防止対策の強化について示し、同通達のな

かで建災防に対し、自主的労働災害防止活動の促進と関係者の労働災害の防止に関する意識の

高揚に努めるよう指示があった。 

当協会では、これを受けて、建災防都道府県支部に安全対策委員会(又は協議会)を設置し、

地域事情に即した安全作業指針の検討、工事現場の安全パトロールの実施等を指導し、昭和 54

年 10月には本部においても建災防都道府県支部に設置している、「木造家屋等建築工事安全対

策委員会（協議会）」の活動の活性化等を目的として、本委員会を設置し、木造家屋等建築工

事における安全対策について検討を実施してきた。 

２）委員構成 

      学識経験者、木造家屋等低層住宅建築工事関係団体からの推薦があった者を委員とする。 

なお、平成３０年度の名簿は「２．委員名簿」に示すとおりである。 

３）活動概要 

昭和 54年 10月 木造家屋等建築工事安全対策委員会の設置 

昭和 55年 7月 木造家屋等建築工事に作業主任者制度の導入を図ること等の当面の安全対策につ

いて検討し、労働省へ報告した。 

昭和 56年 3月 木造家屋建築工事における労働災害状況の分析、報告書(第 1報)作成 

昭和 57年 3月 木造家屋建築工事における労働災害状況の分析、報告書(第 2報)作成 

昭和 58年 木造建築工事関係の安全パトロールを行う場合の指針として、安全パトロール指

導要領作成 

昭和 59年 3月 木造家屋建築工事における労働災害状況の分析、報告書(第 3報)作成 

昭和 62年 7月 木造家屋解体工事安全施工指針の作成 

昭和 63年 3月 木造家屋等建築工事における墜落・転落災害防止対策及び木造建築物解体工事の

安全について検討、報告書作成 

昭和 64 年～ 

平成 7年 

活動を一時休止 

平成 9年～11年  昭和 55年に作成した木造家屋等建築工事の作業主任者教育用教材の改定が必要な

ことから、「木造家屋等建築工事安全対策委員会」を再編成し、教材の改正を行っ

た。 

平成 15年度 木造家屋等建築工事における安全作業について検討し、上等作業の問題点と改善

について報告書を取りまとめた。 

平成 16年度 平成 16年度木造家屋等低層住宅建築工事安全対策推進モデル事業の一環として作

成した職長及び作業員を対象とする墜落災害防止のための教育用テキスト「木建

工事における墜落災害防止のポイント (建方・屋根・外装工事編)」の概要並びに

教育用テキストを研修会等で活用する際指導者の参考となる、最新の災害発 生状

況の分析結果、木建工事における安全対策の今後の方向等を検討、報告書作成  
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平成 17年度 作業部会を設置し、木造家屋の࢛ࣜࣇー࣒工事におけるຠ果的な安全対策につい

て検討 

平成 19年度 支部における協議会の活動と実施している木建安全パトロールをよりຠ果的に推

進するのに必要な実情をᢕᥱする目的で支部に対し、࢔ンࢣートㄪᰝを実施し、

報告書作成 

平成 21年度 「墜落・転落」による災害に対しては、ἲᩚഛ、新ᢏ⾡・新工ἲの㛤発等によ

り、ྛ✀災害防止対策が図られているが、「こすれ（すりࡴき、ษれ）」について

は、災害防止対策上のㄢ題もあり、「こすれ（すりࡴき、ษれ）」による災害事౛

をㄪᰝ・分析し、≉に「動ຊ工ල㸭୸のこ」の㐺ษな౑用方ἲ、作業者への安全

教育の実施等について検討、報告書作成 

平成 22年度 災害事౛及び「୸のこ等取ᢅい作業ᚑ事者教育」ㅮᖌ㣴成ㅮᗙ受ㅮ者への࢔ンࢣ

ートㄪᰝ結果等においてぢられる「安全装置の安᫆な↓ຠ化」等による災害が後

を⤯たないことから、このような状況をྵめ、検討 

平成 23年度 木造家屋建築工事における墜落・転落災害の防止対策を検討するための╔目点、

施工業者が参考となるල体的な安全対策実施事౛の検討 

平成 24年度 

 

㟈災᚟⯆工事に関㐃する災害発生状況及び災害事౛から考࠼られる問題点と今後

の対ᛂについて検討 

平成 25年度～ 

平成 26年度 

㊊場の設置がᅔ㞴な高ᡤ作業での墜落防止対策のᬑ及事業について及び木造家屋

建築工事における墜落防止対策等の検討 

平成 27年度 ㊊場の設置がᅔ㞴な高ᡤ作業での墜落防止対策のᬑ及事業について及び低層住宅

建築工事における労働災害防止に関するㄢ題について検討 

平成 28年度 木造建築工事災害発生状況及び低層住宅建築工事における労働災害防止に関する

ㄢ題について検討 

平成 29年度 ㍈⤌作業時における墜落・転落災害がከいことから実ຠ性のある墜落・転落災害

防止対策を検討するため「㍈⤌作業時における墜落・転落災害防止対策ᑓ㛛部

会」を設置 
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２．委員ྡ⡙ 

（㡰୙同 ᩗ⛠␎） 

委 員 長 小 ᯘ ㅬ ஧ 

委 員 ୕ ᾆ ᘏ ᜤ 

ኴ ࠌ ⏣ ᫂ 
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ࠌ ᐀ ീ ♸  ྖ
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⸩ ࠌ ஭ ⚞ ኵ 

⏣ ࠌ ᡤ Ⰻ Ύ 

ᒸ ࠌ 本 ၨ ᚿ 

బ ࠌ ⸨ ᱇ ኴ 

㺓 㺪 㺼 㺙 㺼 㺎 㺨 㺼 㺎 日 㔝 Ὀ 道 

ᰩ ࠌ ᒣ Ṋ ⸝ 

ఢ ࠌ 修 

ཌ 生 労 働 省 ᮾ ዲ ᐉ 

๓ ᢸ 当 者 Ώ ㎶ ㄔ 

職業⬟ຊ㛤発ᶵᵓ▷ᮇ኱学  ᰯ ᮾி建築ࢪࢵࣞ࢝ 学ᰯ長 

ᅜኈ⯓኱学 名㄃教ᤵ 

一⯡♫団ἲே 全ᅜ建ල⤌合㐃合会 ๪⌮事長 

一⯡♫団ἲே日本ሬ装工業会 

㹙ᰴᘧ会♫ࣛࢡ࢝ࢧ㹛 

全ᅜ⟶工事業協同⤌合㐃合会 ⌮事・経Ⴀ部長 

㹙和⏣工業ᰴᘧ会♫㹛 

全ᅜ建設労働⤌合⥲㐃合 労働対策部長 

බ┈♫団ἲேᮾி୰小建築業協会 事ົᒁ長 

一⯡♫団ἲே日本木造住宅⏘業協会 生⏘ᢏ⾡部長 

一⯡♫団ἲேᮾி建設職⬟⤌合㐃合会 会長 

全ᅜ低層住宅労ົ安全協議会 名㄃会長 

一⯡♫団ἲே௬設工業会 ᑓົ⌮事 

一⯡♫団ἲே全日本⎰工事業㐃┕ ⌮事 ⥲ົ๪委員長 

一⯡♫団ἲே日本ᕥᐁ業⤌合㐃合会 

一⯡♫団ἲே日本㬇工業㐃合会 ᖖົ⌮事 

一⯡♫団ἲே全ᅜ୰小建築工事業団体㐃合会 事ົᒁ長 

⊂❧行ᨻἲே労働者೺ᗣ安全ᶵ  ɔ 労働安全⾨生⥲合研✲ᡤ 

建設安全研✲ࢢルーࣉ 上ᖍ研✲員 

一⯡♫団ἲே全ᅜ低層住宅㊊場ࣜース協会 会長 

一⯡♫団ἲே全ᅜ低層住宅㊊場ࣜース協会 ᑓົ⌮事ව事ົᒁ長 

労働基‽ᒁ 安全⾨生部 安全ㄢ 

建設安全対策ᐊ ᢏ⾡ᑂᰝᐁ 

一⯡♫団ἲே日本木造住宅⏘業協会 生⏘ᢏ⾡部長 
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３．ᮏ㢟࡟㛵᳨ࡿࡍウ経緯 

 

  １）ᖹ成29ᖺᗘ 

  「木造家屋等建築工事安全対策委員会」及び第㸯ᅇᑓ㛛部会 合同委員会 

日時 平成29年㸵月1㸯日（ⅆ） 15時 

場ᡤ ➲ᕝグᛕ会㤋㸲㝵 第㸯・２会議ᐊ 

議事 

㸯）今年度のㄪᰝ研✲テー࣐について（事ົᒁ） 

２）議ㄽの方向性について 

（㸯）木造家屋等低層住宅工事における労働災害について 

（２）㍈⤌作業のあり方について 

（３）㍈⤌作業時における墜落・転落災害防止対策のዲ事౛及びඛ進事౛について 

３）ᑓ㛛部会の設置について 

㸲）ᑓ㛛部会の進め方について 

㸳）ࡑの௚ 

 㓄付㈨ᩱ ە

㈨ᩱθ㸯㸫㸯  木造家屋等建築工事安全対策委員会 委員名簿 

㈨ᩱθ㸯㸫２  労働災害⤫ィ 

㈨ᩱθ㸯㸫３  ㍈⤌工ἲの建方行⛬（౛）及びࡑの対策の現状 

㈨ᩱθ㸯㸫㸲  スࣛイࢻᘧ安全ࣈロࣇ ࢡࢵルࣁーࢿスᆺ安全ᖏ 

㈨ᩱθ㸯㸫㸳  職ே基本ἲ㸤基本ィ⏬ 

㈨ᩱθ㸯㸫㸴  ᑓ㛛部会設置要⥘（᱌） 

㈨ᩱθ㸯㸫㸵  ᑓ㛛部会名簿（᱌） 

㈨ᩱθ㸯㸫㸶  スࣗࢪࢣール（᱌） 

 参考㈨ᩱ ە

参考㈨ᩱ – 1  ㊊場ඛ行工ἲに関するスࣛイࣛࢻインのあらまし 

参考㈨ᩱ – 2   ᡭすりඛ行工ἲ及び働きࡸすい安ᚰឤのある㊊場 

参考㈨ᩱ – 3    ከ発するᱱ・ẕ屋等からの墜落災害をなࡑࡃう㸟 

参考㈨ᩱ – 4    ከ発する㛤ཱྀ部等からの墜落災害をなࡑࡃう㸟 

参考㈨ᩱ – 5    ከ発する屋根・スࣞート等からの墜落災害をなࡑࡃう㸟 

参考㈨ᩱ – 6    「墜落防止用のಶே用ಖㆤලに関する規制のあり方に関する検討会」報告書

概要（ཌ生労働省） 

参考㈨ᩱ – 7    ಶே用ಖㆤࢩステ࣒の分㢮౛（ཌ生労働省） 

主な検討ෆᐜ 

・ᑓ㛛部会の設置について 

木造家屋等低層住宅工事における労働災害⤫ィから㍈⤌作業時における墜落・転落災害がከࡃ

発生していること及び㍈⤌作業時における墜落・転落災害防止対策のዲ事౛及びඛ進事౛がある

ことから木造家屋等建築工事安全対策委員会のୗにᑓ㛛部会を設置し、㍈⤌作業時における墜

落・転落災害防止対策を検討することとした。 

 

 

 

5 
 

２）平成30年度 

第㸯ᅇ「木造家屋等建築工事安全対策委員会」合同委員会 

日時 平成30年㸴月1３日（Ỉ） 15時 

場ᡤ ࣙࢪࣅンࢭンࢱー⏣⏫ 406会議ᐊ 

議事 

㸯）木造家屋等建築工事の取りᕳࡃ状況について 

２）平成29年度 ᑓ㛛部会 検討結果報告 

３）平成30年度の検討ෆᐜ等（᱌） 

㸲）ࡑの௚ 

 㓄ᕸ㈨ᩱ ە

㈨ᩱθ㸯㸫㸯  木造家屋等建築工事安全対策委員会及び㍈⤌ᑓ㛛部会 委員名簿 

㈨ᩱθ㸯㸫２  労働災害⤫ィ 

㈨ᩱθ㸯㸫３  平成29年度 ᑓ㛛部会 検討結果報告 

㈨ᩱθ㸯㸫㸲  平成30年度の検討ෆᐜ等（᱌） 

参考㈨ᩱ一ᘧ 

主な検討ෆᐜ 

・平成29年度 ᑓ㛛部会 検討結果報告について 

 ᫖年度の検討結果（ูῧ㸯）を報告し、ᢎㄆࡉれた。 

・平成30年度の検討ෆᐜ等（᱌）について 

墜落・転落防止対策の安全性の検ド等のため、検ド実験を行うことについてᢎㄆࡉれた。 

墜落・転落防止対策の検討にあたっては、上Ჷ作業に㝈定ࡎࡏ౑用できる対策とできるよう検討を

進めることとした。 

 

 

第２ᅇ「木造家屋等建築工事安全対策委員会」合同委員会 

日時 平成31年３月25日（月）㸯３時 

  場ᡤ TKP⏣⏫࢝ンࣞ࢓ࣇンスࢭンࢱー２㝵 ࣍ール２B 

  議事 

㸯）平成30年度 ㍈⤌作業時における墜落・転落災害防止対策ᑓ㛛部会 検討結果報告について 

２）平成30年度 木造家屋等建築工事安全対策委員会 報告書について 

  ３）平成31年度の検討ෆᐜ等について 

   ձ 屋根・屋上等の➃・㛤ཱྀ部からの墜落災害防止対策について 

   ղ 木造家屋建築工事における⥲合的墜落災害防止対策について 

㸲）ࡑの௚ 

 㓄ᕸ㈨ᩱ ە

㈨ᩱθ２㸫㸯  第1ᅇ木建合同委員会議事要᪨（᱌）及び第２ᅇᑓ㛛部会議事要᪨（᱌）について 

㈨ᩱθ２㸫２  平成30年度 木造家屋等建築工事安全対策委員会 報告書 

㈨ᩱθ２㸫３  建設業における墜落・転落防止対策の඘実強化に関する実ົ 者会合࠙ ཌ生労働省㈨ࠚᩱ  

㈨ᩱθ２㸫㸲  木造家屋建築工事における⥲合的墜落災害防止対策について 

主な検討ෆᐜ 

・平成30年度 木造家屋等建築工事安全対策委員会 検討結果報告について 
   ㍈⤌作業時における墜落・転落災害防止対策ᑓ㛛部会検討結果（ูῧ２）を報告し、ᢎㄆࡉれた。 
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３．ᮏ㢟࡟㛵᳨ࡿࡍウ経緯

１）ᖹ成29ᖺᗘ

「木造家屋等建築工事安全対策委員会」及び第㸯ᅇᑓ㛛部会 合同委員会

日時 平成29年㸵月1㸯日（ⅆ） 15時

場ᡤ ➲ᕝグᛕ会㤋㸲㝵 第㸯・２会議ᐊ

議事

㸯）今年度のㄪᰝ研✲テー࣐について（事ົᒁ）

２）議ㄽの方向性について

（㸯）木造家屋等低層住宅工事における労働災害について

（２）㍈⤌作業のあり方について

（３）㍈⤌作業時における墜落・転落災害防止対策のዲ事౛及びඛ進事౛について

３）ᑓ㛛部会の設置について

㸲）ᑓ㛛部会の進め方について

㸳）ࡑの௚

ە 㓄付㈨ᩱ

㈨ᩱθ㸯㸫㸯 木造家屋等建築工事安全対策委員会 委員名簿

㈨ᩱθ㸯㸫２ 労働災害⤫ィ

㈨ᩱθ㸯㸫３ ㍈⤌工ἲの建方行⛬（౛）及びࡑの対策の現状

㈨ᩱθ㸯㸫㸲 スࣛイࢻᘧ安全ࣈロࢡࢵ スᆺ安全ᖏࢿーࣁルࣇ

㈨ᩱθ㸯㸫㸳 職ே基本ἲ㸤基本ィ⏬

㈨ᩱθ㸯㸫㸴 ᑓ㛛部会設置要⥘（᱌）

㈨ᩱθ㸯㸫㸵 ᑓ㛛部会名簿（᱌）

㈨ᩱθ㸯㸫㸶 スࣗࢪࢣール（᱌）

ە 参考㈨ᩱ

参考㈨ᩱ – 1 ㊊場ඛ行工ἲに関するスࣛイࣛࢻインのあらまし

参考㈨ᩱ – 2 ᡭすりඛ行工ἲ及び働きࡸすい安ᚰឤのある㊊場

参考㈨ᩱ – 3 ከ発するᱱ・ẕ屋等からの墜落災害をなࡑࡃう㸟

参考㈨ᩱ – 4 ከ発する㛤ཱྀ部等からの墜落災害をなࡑࡃう㸟

参考㈨ᩱ – 5 ከ発する屋根・スࣞート等からの墜落災害をなࡑࡃう㸟

参考㈨ᩱ – 6 「墜落防止用のಶே用ಖㆤලに関する規制のあり方に関する検討会」報告書

概要（ཌ生労働省）

参考㈨ᩱ – 7 ಶே用ಖㆤࢩステ࣒の分㢮౛（ཌ生労働省）

主な検討ෆᐜ

・ᑓ㛛部会の設置について

木造家屋等低層住宅工事における労働災害⤫ィから㍈⤌作業時における墜落・転落災害がከࡃ

発生していること及び㍈⤌作業時における墜落・転落災害防止対策のዲ事౛及びඛ進事౛がある

ことから木造家屋等建築工事安全対策委員会のୗにᑓ㛛部会を設置し、㍈⤌作業時における墜

落・転落災害防止対策を検討することとした。

5

２）平成30年度 

第㸯ᅇ「木造家屋等建築工事安全対策委員会」合同委員会 

日時 平成30年㸴月1３日（Ỉ） 15時 

場ᡤ ࣙࢪࣅンࢭンࢱー⏣⏫ 406会議ᐊ 

議事 

㸯）木造家屋等建築工事の取りᕳࡃ状況について 

２）平成29年度 ᑓ㛛部会 検討結果報告 

３）平成30年度の検討ෆᐜ等（᱌） 

㸲）ࡑの௚ 

ە 㓄ᕸ㈨ᩱ

㈨ᩱθ㸯㸫㸯  木造家屋等建築工事安全対策委員会及び㍈⤌ᑓ㛛部会 委員名簿 

㈨ᩱθ㸯㸫２  労働災害⤫ィ 

㈨ᩱθ㸯㸫３  平成29年度 ᑓ㛛部会 検討結果報告 

㈨ᩱθ㸯㸫㸲  平成30年度の検討ෆᐜ等（᱌） 

参考㈨ᩱ一ᘧ 

主な検討ෆᐜ 

・平成29年度 ᑓ㛛部会 検討結果報告について

᫖年度の検討結果（ูῧ㸯）を報告し、ᢎㄆࡉれた。

・平成30年度の検討ෆᐜ等（᱌）について

墜落・転落防止対策の安全性の検ド等のため、検ド実験を行うことについてᢎㄆࡉれた。

墜落・転落防止対策の検討にあたっては、上Ჷ作業に㝈定ࡎࡏ౑用できる対策とできるよう検討を

進めることとした。 

第２ᅇ「木造家屋等建築工事安全対策委員会」合同委員会 

日時 平成31年３月25日（月）㸯３時 

  場ᡤ TKP⏣⏫࢝ンࣞ࢓ࣇンスࢭンࢱー２㝵 ࣍ール２B 

  議事 

㸯）平成30年度 ㍈⤌作業時における墜落・転落災害防止対策ᑓ㛛部会 検討結果報告について 

２）平成30年度 木造家屋等建築工事安全対策委員会 報告書について 

  ３）平成31年度の検討ෆᐜ等について 

ձ 屋根・屋上等の➃・㛤ཱྀ部からの墜落災害防止対策について

ղ 木造家屋建築工事における⥲合的墜落災害防止対策について

㸲）ࡑの௚ 

ە 㓄ᕸ㈨ᩱ

㈨ᩱθ２㸫㸯  第1ᅇ木建合同委員会議事要᪨（᱌）及び第２ᅇᑓ㛛部会議事要᪨（᱌）について 

㈨ᩱθ２㸫２  平成30年度 木造家屋等建築工事安全対策委員会 報告書 

㈨ᩱθ２㸫３  建設業における墜落・転落防止対策の඘実強化に関する実ົ 者会合࠙ ཌ生労働省㈨ࠚᩱ  

㈨ᩱθ２㸫㸲  木造家屋建築工事における⥲合的墜落災害防止対策について 

主な検討ෆᐜ 

・平成30 年度 木造家屋等建築工事安全対策委員会 検討結果報告について 
㍈⤌作業時における墜落・転落災害防止対策ᑓ㛛部会検討結果（ูῧ２）を報告し、ᢎㄆࡉれた。
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・平成31 年度の検討ෆᐜ等について 
屋根・屋上等の➃・㛤ཱྀ部からの墜落災害防止対策等について検討することとした。

7

「㍈⤌作業時における墜落・転落災害防止対策ᑓ㛛部会」

平成 29年度 検討結果報告

平成 30年３月

建設業労働災害防止協会

ูῧ㸯



6

・平成31年度の検討内容等について

屋根・屋上等の端・開口部からの墜落災害防止対策等について検討することとした。

7

「軸組作業時における墜落・転落災害防止対策専門部会」 

平成 29年度 検討結果報告 

平成 30年３月 

建設業労働災害防止協会

別添１



目次

１．専門部会の設置 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 1

１）設置要綱 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11

２）委員名簿 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12

３）検討経緯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13

２．実態調査 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16

１）実態調査の実施 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16

２）実態調査の内容 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16

３．今後の検討事項等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20

参考資料１ 軸組作業時における墜落防止装置の落下試験について（報告） ・・・21

参考資料２ 軸組作業時における墜落防止装置の落下試験について（報告） ・・・25

参考資料３ 木造家屋等低層住宅工事における労働災害統計 ・・・・・・・・・2 9



目次

１．専門部会の設置  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 1

１）設置要綱 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11

２）委員名簿 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12

３）検討経緯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13

２．実態調査 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16 

１）実態調査の実施 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16

２）実態調査の内容 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16

３．今後の検討事項等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20

参考資料１ 軸組作業時における墜落防止装置の落下試験について（報告） ・・・21

参考資料２ 軸組作業時における墜落防止装置の落下試験について（報告） ・・・25

参考資料３ 木造家屋等低層住宅工事における労働災害統計 ・・・・・・・・・2 9



11

１．専門部会の設置

１）設置要綱

木造家屋等建築工事安全対策委員会

軸組作業時における墜落・転落災害防止対策専門部会

設置要綱

１ 目的

建設業における労働災害は長期的には減少傾向にあり、木造家屋等低層住宅建築工事においても同様な

傾向であったが、平成27年には増加へと転じ、死亡労働災害は44件にも上がった。

特に「墜落・転落災害」は、木造家屋建築工事全体の死亡災害の７割前後を毎年占めている状況が継続

しており、平成23年から平成27年における墜落・転落災害による死亡災害を作業の種類別に見ると屋根

工事（42件）に続いて躯体工事（35件）での死亡災害が多数を占めている。

また、躯体工事の「墜落・転落災害」の墜落・転落箇所を見ると梁、母屋等からによるものが最も多く、

軸組作業時に発生している。

これまで、木造家屋等低層住宅建築工事における労働災害防止については、「足場先行工法のスライド

ライン」及び「屋根上作業での墜落防止のための安全設備設置の作業標準マニュアル」等により墜落防止

対策を図ってきたところであるが、足場等が設置できない躯体内部での軸組作業時における墜落・転落災

害防止対策については、防網の設置等の措置以外、具体的な対策が示されていない状況である。

一方、一部民間企業においてはスライド式安全ブロック及びフルハーネスを活用した工法等が開発され

軸組作業時における墜落・転落災害の防止に一定の効果を上げている状況が認められる。

こうした事例を踏まえ、軸組作業時における墜落・転落災害の防止を図るため、現場の実態を調査し、

実効性のある具体的な対策を提案すべく、常設委員会である木造家屋等建築工事安全対策委員会の下に専

門部会を設置し、検討を行うこととする。

２ 調査研究の内容等

1) 木造家屋等低層住宅建築工事における軸組作業時の墜落・転落災害の現状調査と分析

2) 軸組作業時の墜落・転落災害防止対策の好事例及び先進事例の調査

3) 軸組作業時の具体的な墜落・転落災害防止対策の提示

4) 1)～3)についての検討結果の本委員会への報告

5) その他

３ 実施期間

平成29年7月～平成30年3月

４ 委員会開催

4回程度

５ 実施主体

建設業労働災害防止協会
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１．ᑓ㛛㒊会の設置 

１）設置要⥘ 

木造家屋等建築工事安全対策委員会 

㍈⤌作業時における墜落・転落災害防止対策ᑓ㛛部会 

設置要⥘ 

㸯 目的 

 建設業における労働災害は長ᮇ的にはῶᑡഴ向にあり、木造家屋等低層住宅建築工事においても同ᵝな

ഴ向であったが、平成27年にはቑຍへと転ࡌ、Ṛஸ労働災害は44௳にも上がった。 

 ≉に「墜落・転落災害」は、木造家屋建築工事全体のṚஸ災害の㸵๭๓後をẖ年༨めている状況が⥅⥆

しており、平成23年から平成27年における墜落・転落災害によるṚஸ災害を作業の✀㢮ูにぢると屋根

工事（42௳）に⥆いて㌣体工事（35௳）でのṚஸ災害がከᩘを༨めている。 

また、㌣体工事の「墜落・転落災害」の墜落・転落⟠ᡤをぢるとᱱ、ẕ屋等からによるものが最もከࡃ、

㍈⤌作業時に発生している。 

 これまで、木造家屋等低層住宅建築工事における労働災害防止については、「㊊場ඛ行工ἲのスࣛイࢻ

ࣛイン」及び「屋根上作業での墜落防止のための安全設ഛ設置の作業ᶆ‽࢔ࣗࢽ࣐ル」等により墜落防止

対策を図ってきたとこࢁであるが、㊊場等が設置できない㌣体ෆ部での㍈⤌作業時における墜落・転落災

害防止対策については、防⥙の設置等のᥐ置௨外、ල体的な対策が示ࡉれていない状況である。 

 一方、一部Ẹ㛫௻業においてはスࣛイࢻᘧ安全ࣈロࢡࢵ及びࣇルࣁーࢿスを活用した工ἲ等が㛤発ࡉれ

㍈⤌作業時における墜落・転落災害の防止に一定のຠ果を上ࡆている状況がㄆめられる。 

 こうした事౛を㋃ま࠼、㍈⤌作業時における墜落・転落災害の防止を図るため、現場の実ែをㄪᰝし、

実ຠ性のあるල体的な対策をᥦ᱌すࡃ࡭、ᖖ設委員会である木造家屋等建築工事安全対策委員会のୗにᑓ

㛛部会を設置し、検討を行うこととする。 

２ ㄪᰝ研✲のෆᐜ等 

1) 木造家屋等低層住宅建築工事における㍈⤌作業時の墜落・転落災害の現状ㄪᰝと分析

2) ㍈⤌作業時の墜落・転落災害防止対策のዲ事౛及びඛ進事౛のㄪᰝ

3) ㍈⤌作業時のල体的な墜落・転落災害防止対策のᥦ示

4) 1)～3)についての検討結果の本委員会への報告

5) の௚ࡑ

３ 実施ᮇ㛫 

  平成29年7月～平成30年3月 

㸲 委員会㛤ദ 

  4ᅇ⛬度 

㸳 実施主体 

建設業労働災害防止協会 
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２）委員ྡ⡙ 

委 員 名 簿 

ᗙ 長 日㔝 Ὀ道  ⊂❧行ᨻἲே労働者೺ᗣ安全ᶵ  ɔ 労働安全⾨生⥲合研✲ᡤ 

建設安全研✲ࢢルーࣉ 上ᖍ研✲員 

委 員 ㈅℩ ᗣ༤  一⯡♫団ἲே日本木造住宅⏘業協会 生⏘ᢏ⾡部長 

♸ ീ᐀  ࠌ  ྖ  全ᅜ低層住宅労ົ安全協議会 会長 

 ᇼ஭ ᐉᖾ  一⯡♫団ἲே௬設工業会 ᑓົ⌮事 ࠌ

 ᰩᒣ Ṋ⸝  一⯡♫団ἲே全ᅜ低層住宅㊊場ࣜース協会 会長  ࠌ

 本 正ே  住཭ᯘ業ᰴᘧ会♫   住宅事業本部 ရ㉁ಖド部 ๪部長⛅ ࠌ

 ஭上 ᆒ  日本安全ᖏ研✲会 ᢏ⾡委員長（⸨஭㟁工ᰴᘧ会♫） ࠌ

ཌ生労働省  ᮾ ዲᐉ  労働基‽ᒁ 安全⾨生部 安全ㄢ 建設安全対策ᐊ ᢏ⾡ᑂᰝᐁ 

㺓㺪㺼㺙㺼㺎㺨㺼㺎    ఢ 修  一⯡♫団ἲே全ᅜ低層住宅㊊場ࣜース協会 ᑓົ⌮事ව事ົᒁ長 

 ᰩᒣ ᣑே   ᰴᘧ会♫ᮾிBK㊊場 ᖖົ取⥾ᙺ ࠌ

（一⯡♫団ἲே全ᅜ低層住宅㊊場ࣜース協会） 

（㡰୙同 ᩗ⛠␎） 
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３）᳨ウ経緯

「木造家屋等建築工事安全対策委員会」及び第㸯ᅇᑓ㛛部会 合同委員会

日時 平成２㸷年㸵月1㸯日（ⅆ） 1㸳時

場ᡤ ➲ᕝグᛕ会㤋㸲㝵 第㸯・２会議ᐊ

議事

㸯）今年度のㄪᰝ研✲テー࣐について（事ົᒁ）

２）議ㄽの方向性について

（㸯）木造家屋等低層住宅工事における労働災害について

（２）㍈⤌作業のあり方について

（３）㍈⤌作業時における墜落・転落災害防止対策のዲ事౛及びඛ進事౛について

３）ᑓ㛛部会の設置について

㸲）ᑓ㛛部会の進め方について

㸳）ࡑの௚

ە 㓄付㈨ᩱ

㈨ᩱθ㸯㸫㸯 木造家屋等建築工事安全対策委員会 委員名簿

㈨ᩱθ㸯㸫２ 労働災害⤫ィ

㈨ᩱθ㸯㸫３ ㍈⤌工ἲの建方行⛬（౛）及びࡑの対策の現状

㈨ᩱθ㸯㸫㸲 スࣛイࢻᘧ安全ࣈロࢡࢵ スᆺ安全ᖏࢿーࣁルࣇ

㈨ᩱθ㸯㸫㸳 職ே基本ἲ㸤基本ィ⏬

㈨ᩱθ㸯㸫㸴 ᑓ㛛部会設置要⥘（᱌）

㈨ᩱθ㸯㸫㸵 ᑓ㛛部会名簿（᱌）

㈨ᩱθ㸯㸫㸶 スࣗࢪࢣール（᱌）

ە 参考㈨ᩱ

参考㈨ᩱ – 1 ㊊場ඛ行工ἲに関するスࣛイࣛࢻインのあらまし

参考㈨ᩱ – 2 ᡭすりඛ行工ἲ及び働きࡸすい安ᚰឤのある㊊場

参考㈨ᩱ – 3 ከ発するᱱ・ẕ屋等からの墜落災害をなࡑࡃう㸟

参考㈨ᩱ – 4 ከ発する㛤ཱྀ部等からの墜落災害をなࡑࡃう㸟

参考㈨ᩱ – 5 ከ発する屋根・スࣞート等からの墜落災害をなࡑࡃう㸟

参考㈨ᩱ – 6 「墜落防止用のಶே用ಖㆤලに関する規制のあり方に関する検討会」報告書概要

（ཌ生労働省）

参考㈨ᩱ – 7 ಶே用ಖㆤࢩステ࣒の分㢮౛（ཌ生労働省）

主な検討ෆᐜ

・ᑓ㛛部会の設置について

木造家屋等低層住宅工事における労働災害⤫ィから㍈⤌作業時における墜落・転落災害がከࡃ発

生していること及び㍈⤌作業時における墜落・転落災害防止対策のዲ事౛及びඛ進事౛があること

から木造家屋等建築工事安全対策委員会のୗにᑓ㛛部会を設置し、㍈⤌作業時における墜落・転落

災害防止対策を検討することとした。
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２）委員ྡ⡙

委 員 名 簿

ᗙ 長 日㔝 Ὀ道 ⊂❧行ᨻἲே労働者೺ᗣ安全ᶵᵓ 労働安全⾨生⥲合研✲ᡤ

建設安全研✲ࢢルーࣉ 上ᖍ研✲員

委 員 ㈅℩ ᗣ༤ 一⯡♫団ἲே日本木造住宅⏘業協会 生⏘ᢏ⾡部長

ࠌ ᐀ീ ♸ྖ 全ᅜ低層住宅労ົ安全協議会 会長

ࠌ ᇼ஭ ᐉᖾ 一⯡♫団ἲே௬設工業会 ᑓົ⌮事

ࠌ ᰩᒣ Ṋ⸝ 一⯡♫団ἲே全ᅜ低層住宅㊊場ࣜース協会 会長

ࠌ ⛅本 正ே 住཭ᯘ業ᰴᘧ会♫ 住宅事業本部 ရ㉁ಖド部 ๪部長

ࠌ ஭上 ᆒ 日本安全ᖏ研✲会 ᢏ⾡委員長（⸨஭㟁工ᰴᘧ会♫）

ཌ生労働省 ᮾ ዲᐉ 労働基‽ᒁ 安全⾨生部 安全ㄢ 建設安全対策ᐊ ᢏ⾡ᑂᰝᐁ

㺓㺪㺼㺙㺼㺎㺨㺼㺎 ఢ 修 一⯡♫団ἲே全ᅜ低層住宅㊊場ࣜース協会 ᑓົ⌮事ව事ົᒁ長

ࠌ ᰩᒣ ᣑே ᰴᘧ会♫ᮾிBK㊊場 ᖖົ取⥾ᙺ

（一⯡♫団ἲே全ᅜ低層住宅㊊場ࣜース協会）

（㡰୙同 ᩗ⛠␎）
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３）᳨ウ経緯 

「木造家屋等建築工事安全対策委員会」及び第㸯ᅇᑓ㛛部会 合同委員会 

日時 平成２㸷年㸵月1㸯日（ⅆ） 1㸳時 

場ᡤ ➲ᕝグᛕ会㤋㸲㝵 第㸯・２会議ᐊ 

議事 

㸯）今年度のㄪᰝ研✲テー࣐について（事ົᒁ） 

２）議ㄽの方向性について 

（㸯）木造家屋等低層住宅工事における労働災害について 

（２）㍈⤌作業のあり方について 

（３）㍈⤌作業時における墜落・転落災害防止対策のዲ事౛及びඛ進事౛について 

３）ᑓ㛛部会の設置について 

㸲）ᑓ㛛部会の進め方について 

㸳）ࡑの௚ 

ە 㓄付㈨ᩱ

㈨ᩱθ㸯㸫㸯  木造家屋等建築工事安全対策委員会 委員名簿 

㈨ᩱθ㸯㸫２  労働災害⤫ィ 

㈨ᩱθ㸯㸫３  ㍈⤌工ἲの建方行⛬（౛）及びࡑの対策の現状 

㈨ᩱθ㸯㸫㸲  スࣛイࢻᘧ安全ࣈロࣇ ࢡࢵルࣁーࢿスᆺ安全ᖏ 

㈨ᩱθ㸯㸫㸳  職ே基本ἲ㸤基本ィ⏬ 

㈨ᩱθ㸯㸫㸴  ᑓ㛛部会設置要⥘（᱌） 

㈨ᩱθ㸯㸫㸵  ᑓ㛛部会名簿（᱌） 

㈨ᩱθ㸯㸫㸶  スࣗࢪࢣール（᱌） 

ە 参考㈨ᩱ

参考㈨ᩱ – 1  ㊊場ඛ行工ἲに関するスࣛイࣛࢻインのあらまし 

参考㈨ᩱ – 2  ᡭすりඛ行工ἲ及び働きࡸすい安ᚰឤのある㊊場 

参考㈨ᩱ – 3    ከ発するᱱ・ẕ屋等からの墜落災害をなࡑࡃう㸟 

参考㈨ᩱ – 4   ከ発する㛤ཱྀ部等からの墜落災害をなࡑࡃう㸟 

参考㈨ᩱ – 5    ከ発する屋根・スࣞート等からの墜落災害をなࡑࡃう㸟 

参考㈨ᩱ – 6    「墜落防止用のಶே用ಖㆤලに関する規制のあり方に関する検討会」報告書概要

（ཌ生労働省） 

参考㈨ᩱ – 7    ಶே用ಖㆤࢩステ࣒の分㢮౛（ཌ生労働省） 

主な検討ෆᐜ 

・ᑓ㛛部会の設置について

木造家屋等低層住宅工事における労働災害⤫ィから㍈⤌作業時における墜落・転落災害がከࡃ発

生していること及び㍈⤌作業時における墜落・転落災害防止対策のዲ事౛及びඛ進事౛があること

から木造家屋等建築工事安全対策委員会のୗにᑓ㛛部会を設置し、㍈⤌作業時における墜落・転落

災害防止対策を検討することとした。 
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第２ᅇᑓ㛛部会 

日時 平成29年㸶月22日（ⅆ） 14時 

場ᡤ ➲ᕝグᛕ会㤋㸲㝵 第㸳会議ᐊ 

議事 

㸯）ᑓ㛛部会の㊃᪨ㄝ᫂（事ົᒁ） 

２）ᑓ㛛部会の進め方について 

（㸯）ㄪᰝ対象とする㍈⤌作業時の墜落・転落災害防止対策のዲ事౛及びඛ進事౛について 

（２）実ຠ性のある墜落防止対策の検討に当たってのᢏ⾡的事㡯について 

（３）今後のスࣗࢪࢣールについて 

（㸲）ࡑの௚ 

ە 㓄付㈨ᩱ

㈨ᩱθ２㸫㸯  ᑓ㛛部会設置要⥘ 

㈨ᩱθ２㸫２  ᑓ㛛部会名簿 

㈨ᩱθ２㸫３  ᢏ⾡的検討事㡯（᱌） 

㈨ᩱθ２㸫㸲  スࣗࢪࢣール 

ە 参考㈨ᩱ

㍈⤌行⛬の建方行⛬（౛）及びࡑの対策の現状（๓ᅇ㓄ᕸ）

  主な検討ෆᐜ 

・検討する㍈⤌作業時の墜落・転落災害防止対策について

安全ࣈロࢡࢵの設置について、安全ࣈロࢡࢵを２ಶ౑用する方ἲ、࢞ーࢱーࣞࢡーンのようなもの

に設置する方ἲ、࣡イࣖーローࣉを活用する方ἲがᥦ᱌ࡉれた。

・実ែㄪᰝの必要性について

㍈⤌作業時における墜落・転落災害防止対策のල体的な検討に入る๓に現場の実ែをᢕᥱするた

め実ែㄪᰝを実施することとした。 

スᆺ安全ᖏに関するᑓ㛛の委員㏣ຍについてࢿーࣁルࣇ・

本ᑓ㛛部会において検討している墜落・転落災害防止対策では、ࣇルࣁーࢿスᆺ安全ᖏを౑用す

ることからࣇルࣁーࢿスᆺ安全ᖏに関するᑓ㛛の委員を㏣ຍすることとした。 

第３ᅇᑓ㛛部会 

日時 平成30年㸯月29日（月）14時 

場ᡤ TKP⏣⏫ ࢝ンࣞ࢓ࣇンスルー２࣒A 

議事 

㸯）実ែㄪᰝについて 

２）報告書（᱌）について 

ە 㓄ᕸ㈨ᩱ

㈨ᩱθ３㸫㸯  ᑓ㛛部会委員名簿 

㈨ᩱθ３㸫２  議事要᪨（᱌） 

㈨ᩱθ３㸫３  実ែㄪᰝ報告 

㈨ᩱθ３㸫㸲  トࣜࣛ  ーᘧ墜落防止ჾලを2 ಶ౑用した墜落防止装置の落ୗヨ験結果ࢱࢡ

㈨ᩱθ３㸫㸳  報告書（᱌） 
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主な検討ෆᐜ

・実ែㄪᰝについて

実ែㄪᰝについて報告し、ྛ委員から意ぢ等について議ㄽした。また、実ែㄪᰝで☜ㄆした墜

落・転落防止対策について、安全ࣈロࢡࢵの౑用方ἲが〇造࣓ー࢝ーで᝿定ࡉれていないものであ

ったことからヨ験を行ったෆᐜの報告が委員からあった。᮶年度はල体的なヨ験ィ⏬を作成後、ヨ

験を行うこととした。

・報告書について

本年度報告書として取り⧳めるにあたってグ㍕するෆᐜ等について議ㄽした。

第㸲ᅇᑓ㛛部会

日時 平成30年３月14日（木）14時

場ᡤ TKP⏣⏫ ２A࣒ンスルーࣞ࢓ࣇン࢝

議事

㸯）報告書（᱌）について

２）今後のᒎ㛤について（᱌）

の௚ࡑ（３

ە 㓄付㈨ᩱ

㈨ᩱθ㸲㸫㸯 議事要᪨（᱌）

㈨ᩱθ㸲㸫２ ࣜトࣛࢱࢡーᘧ墜落防止ჾලを2ಶ౑用した墜落防止装置の落ୗヨ験結果

㈨ᩱθ㸲㸫３ 報告書（᱌）

㈨ᩱθ㸲㸫㸲 今後のᒎ㛤について（᱌）

主な検討ෆᐜ

・報告書について

事ົᒁにて作成した報告書（᱌）のෆᐜについて☜ㄆし、一部修正した後取り⧳めることとした。

・今後のᒎ㛤について

事ົᒁにて作成した今後のᒎ㛤について（᱌）について議ㄽした。᮶年度୰に全ての現場に対ᛂࡉ

の現場において実ࡑ、る墜落・転落防止対策を検討することはᅔ㞴なため、現場のモデルを作成しࡏ

施した墜落・転落防止対策について検ドを行い、取り⧳めることとした。
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第２ᅇᑓ㛛部会

日時 平成29年㸶月22日（ⅆ） 14時

場ᡤ ➲ᕝグᛕ会㤋㸲㝵 第㸳会議ᐊ

議事

㸯）ᑓ㛛部会の㊃᪨ㄝ᫂（事ົᒁ）

２）ᑓ㛛部会の進め方について

（㸯）ㄪᰝ対象とする㍈⤌作業時の墜落・転落災害防止対策のዲ事౛及びඛ進事౛について

（２）実ຠ性のある墜落防止対策の検討に当たってのᢏ⾡的事㡯について

（３）今後のスࣗࢪࢣールについて

（㸲）ࡑの௚

ە 㓄付㈨ᩱ

㈨ᩱθ２㸫㸯 ᑓ㛛部会設置要⥘

㈨ᩱθ２㸫２ ᑓ㛛部会名簿

㈨ᩱθ２㸫３ ᢏ⾡的検討事㡯（᱌）

㈨ᩱθ２㸫㸲 スࣗࢪࢣール

ە 参考㈨ᩱ

㍈⤌行⛬の建方行⛬（౛）及びࡑの対策の現状（๓ᅇ㓄ᕸ）

主な検討ෆᐜ

・検討する㍈⤌作業時の墜落・転落災害防止対策について

安全ࣈロࢡࢵの設置について、安全ࣈロࢡࢵを２ಶ౑用する方ἲ、࢞ーࢱーࣞࢡーンのようなもの

に設置する方ἲ、࣡イࣖーローࣉを活用する方ἲがᥦ᱌ࡉれた。

・実ែㄪᰝの必要性について

㍈⤌作業時における墜落・転落災害防止対策のල体的な検討に入る๓に現場の実ែをᢕᥱするた

め実ែㄪᰝを実施することとした。

スᆺ安全ᖏに関するᑓ㛛の委員㏣ຍについてࢿーࣁルࣇ・

本ᑓ㛛部会において検討している墜落・転落災害防止対策では、ࣇルࣁーࢿスᆺ安全ᖏを౑用す

ることからࣇルࣁーࢿスᆺ安全ᖏに関するᑓ㛛の委員を㏣ຍすることとした。

第３ᅇᑓ㛛部会

日時 平成30年㸯月29日（月）14時

場ᡤ TKP⏣⏫ ２A࣒ンスルーࣞ࢓ࣇン࢝

議事

㸯）実ែㄪᰝについて

２）報告書（᱌）について

ە 㓄ᕸ㈨ᩱ

㈨ᩱθ３㸫㸯 ᑓ㛛部会委員名簿

㈨ᩱθ３㸫２ 議事要᪨（᱌）

㈨ᩱθ３㸫３ 実ែㄪᰝ報告

㈨ᩱθ３㸫㸲 トࣜࣛ ーᘧ墜落防止ჾලを2 ಶ౑用した墜落防止装置の落ୗヨ験結果ࢱࢡ

㈨ᩱθ３㸫㸳 報告書（᱌）
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  主な検討ෆᐜ 

・実ែㄪᰝについて

実ែㄪᰝについて報告し、ྛ委員から意ぢ等について議ㄽした。また、実ែㄪᰝで☜ㄆした墜

落・転落防止対策について、安全ࣈロࢡࢵの౑用方ἲが〇造࣓ー࢝ーで᝿定ࡉれていないものであ

ったことからヨ験を行ったෆᐜの報告が委員からあった。᮶年度はල体的なヨ験ィ⏬を作成後、ヨ

験を行うこととした。 

・報告書について

本年度報告書として取り⧳めるにあたってグ㍕するෆᐜ等について議ㄽした。

第㸲ᅇᑓ㛛部会 

日時 平成30年３月14日（木）14時 

場ᡤ TKP⏣⏫ ࢝ンࣞ࢓ࣇンスルー２࣒A 

議事 

㸯）報告書（᱌）について 

２）今後のᒎ㛤について（᱌） 

 の௚ࡑ（３

ە 㓄付㈨ᩱ

㈨ᩱθ㸲㸫㸯  議事要᪨（᱌） 

㈨ᩱθ㸲㸫２  ࣜトࣛࢱࢡーᘧ墜落防止ჾලを2ಶ౑用した墜落防止装置の落ୗヨ験結果 

㈨ᩱθ㸲㸫３  報告書（᱌） 

㈨ᩱθ㸲㸫㸲  今後のᒎ㛤について（᱌） 

  主な検討ෆᐜ 

・報告書について

事ົᒁにて作成した報告書（᱌）のෆᐜについて☜ㄆし、一部修正した後取り⧳めることとした。

・今後のᒎ㛤について

事ົᒁにて作成した今後のᒎ㛤について（᱌）について議ㄽした。᮶年度୰に全ての現場に対ᛂࡉ

の現場において実ࡑ、る墜落・転落防止対策を検討することはᅔ㞴なため、現場のモデルを作成しࡏ

施した墜落・転落防止対策について検ドを行い、取り⧳めることとした。 
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２．ᐇែㄪᰝ 

㸯）実ែㄪᰝの実施 

第２ᅇ委員会において、㍈⤌作業時における墜落防止対策のල体的な検討に入る๓に現場の実ែㄪ

ᰝを行う必要性がฟてきたため、実ែㄪᰝを行うこととした。 

実ែㄪᰝの現場㑅定については、一⯡♫団ἲே全ᅜ低層住宅㊊場ࣜース協会に౫㢗することとし

た。 

２）実ែㄪᰝのෆᐜ 

実 施 日㸸平成29年10月20日（㔠） 

場 ᡤ㸸༓ⴥ県ᕷᕝᕷෆ 

用 ㏵㸸新築ᡞ建て住宅 

工 ἲ㸸木造ᅾ᮶工ἲ 

作業員ᩘ㸸上Ჷ作業３名、ࣞࢡーンࣞ࣌࢜ーࢱ㸯名 

ᩜ地状況㸸໭ᮾഃに道㊰、໭す・༡すഃには住宅、༡ᮾഃにはトࣛࢡࢵ✚㍕ᆺྍ⯡ᘧࣞࢡーンを設

置できるᩜ地があった。 

㊊場状況㸸㊊場ඛ行工ἲによる㊊場（本㊊場及び一ഃ㊊場（⊃㝼地部分）によるᵓ成）が設置ࡉれ

道㊰ഃには㊊場部材によるㄪᰝ用ᵓྎを設置してあった。（෗┿２㸫㸯） 

෗┿２㸫㸯 実ែㄪᰝ現場 
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（㸯）ㄪᰝした墜落・転落防止対策について

㊊場の上層部にスࣛイࢻᘧࣞール及び安全ࣈロࢡࢵを設置し、ࣇルࣁーࢿスᆺ安全ᖏを╔用した

作業員がࣇルࣁーࢿスᆺ安全ᖏのD環と安全ࣈロࢡࢵを㐃結ࡉれることによって墜落・転落防止対

策をㅮࡌるものであった（෗┿２㸫２）。

෗┿２㸫２ 墜落・転落防止対策をㅮࡌ

た作業状況

作業୰に安全ࣈロࢡࢵをࣈࢲルで౑用し

ている状況。

෗┿２㸫３ 小ᱱのᡴ㎸ࡳ状況

㊊ඖが୙安定な状況での小ᱱのᡴ㎸ࡳ。

෗┿２㸫㸲 作業員の⛣動

ᱱ上⛣動୰、安全ࣈロࢡࢵのᛴなロࢡࢵ

に対ᛂするため、∦ᡭで安全ࣈロࢡࢵの

。状ែで⛣動していたࡔࢇルトをᥗ࣋
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２．ᐇែㄪᰝ

㸯）実ែㄪᰝの実施

第２ᅇ委員会において、㍈⤌作業時における墜落防止対策のල体的な検討に入る๓に現場の実ែㄪ

ᰝを行う必要性がฟてきたため、実ែㄪᰝを行うこととした。

実ែㄪᰝの現場㑅定については、一⯡♫団ἲே全ᅜ低層住宅㊊場ࣜース協会に౫㢗することとし

た。

２）実ែㄪᰝのෆᐜ

実 施 日㸸平成29年10月20日（㔠）

場 ᡤ㸸༓ⴥ県ᕷᕝᕷෆ

用 ㏵㸸新築ᡞ建て住宅

工 ἲ㸸木造ᅾ᮶工ἲ

作業員ᩘ㸸上Ჷ作業３名、ࣞࢡーンࣞ࣌࢜ーࢱ㸯名

ᩜ地状況㸸໭ᮾഃに道㊰、໭す・༡すഃには住宅、༡ᮾഃにはトࣛࢡࢵ✚㍕ᆺྍ⯡ᘧࣞࢡーンを設

置できるᩜ地があった。

㊊場状況㸸㊊場ඛ行工ἲによる㊊場（本㊊場及び一ഃ㊊場（⊃㝼地部分）によるᵓ成）が設置ࡉれ

道㊰ഃには㊊場部材によるㄪᰝ用ᵓྎを設置してあった。（෗┿２㸫㸯）

෗┿２㸫㸯 実ែㄪᰝ現場
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（㸯）ㄪᰝした墜落・転落防止対策について 

 ㊊場の上層部にスࣛイࢻᘧࣞール及び安全ࣈロࢡࢵを設置し、ࣇルࣁーࢿスᆺ安全ᖏを╔用した

作業員がࣇルࣁーࢿスᆺ安全ᖏのD環と安全ࣈロࢡࢵを㐃結ࡉれることによって墜落・転落防止対

策をㅮࡌるものであった（෗┿２㸫２）。 

෗┿２㸫２ 墜落・転落防止対策をㅮࡌ

た作業状況 

作業୰に安全ࣈロࢡࢵをࣈࢲルで౑用し

ている状況。 

෗┿２㸫３ 小ᱱのᡴ㎸ࡳ状況 

㊊ඖが୙安定な状況での小ᱱのᡴ㎸ࡳ。 

෗┿２㸫㸲 作業員の⛣動 

ᱱ上⛣動୰、安全ࣈロࢡࢵのᛴなロࢡࢵ

に対ᛂするため、∦ᡭで安全ࣈロࢡࢵの

 。状ែで⛣動していたࡔࢇルトをᥗ࣋
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（２）౑用ࡉれていた部材等について 

ձ⿵強方ἲ 

今ᅇの現場では、㊊場の上層部にスࣛイࢻᘧࣞールを設置することから、全てのࢵࣕࢪキᆺ࣋ー

ス㔠ලに根入れᮺをᡴࡕ（෗┿２㸫㸳）、スࣛイࢻᘧࣞールを設置しない一ഃ㊊場についても２本⤌

れたものࡉ墜落・転落時の⾪ᧁⲴ㔜で、㊊場がಽቯしないよう⿵強、࡝とするな（෗┿２㸫㸴）ࡳ

であった。 

 ෗┿２㸫㸳 根入れᮺ   ෗┿２㸫㸴 一ഃ㊊場（２本⤌ࡳ） 

ղ安全ࣈロࢡࢵの取付方ἲ 

スࣛイࢻᘧࣞール（ࣞール（෗┿２㸫㸵）及び⁥㌴（෗┿２㸫㸶）によるもの。）をࡉࡃび⥭結ᘧ

㊊場の⥭結部（ポࢵࢣト㔠物）に設置し、⁥㌴を௓して安全ࣈロࢡࢵを設置するもので、今ᅇの現

場においては໭す、༡ᮾഃの㊊場の上層部に設置ࡉれていた。 

安全ࣈロࢡࢵは、⁥㌴により自⏤にỈ平✌働するものであり、作業のጉࡆになるような⁥㌴の

ᘬっかかり等はぢ受けられなかった。（෗┿２㸫9） 

෗┿２㸫㸵 ࣞール   ෗┿２㸫㸶 ⁥㌴ 
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෗┿２㸫㸷 スࣛイࢻᘧࣞール及び安全ࣈロࢡࢵの設置状況

（３）意ぢ等について

実ែㄪᰝに参ຍした委員から௨ୗのような意ぢ等があった。

ձ㊊場の上層部にスࣛイࢻᘧࣞールを設置することからࢵࣕࢪキᆺ࣋ース㔠ලに根入れᮺをᡴࡕ、

スࣛイࢻᘧࣞールを設置しない一ഃ㊊場についても２本⤌ࡳするな࡝の⿵強がࡉれ、工ኵがなࡉ

れている状況であった。ㄪᰝした状ែの⿵強で㊊場が⪏࠼られるのか、また、ྛ౑用部材はኚᙧ

しないのか等について検ドをする必要がある。

ղ検討している墜落・転落防止対策で同時に౑用ྍ⬟なேᩘ等について、検ドを行う必要がある。

ճ安全ࣈロࢡࢵは、ᆶ┤落ୗを᝿定したᵓ造となっている。今ᅇのようなゅ度を付けた࣋ルトのᙇ

りฟしࡸ安全ࣈロࢡࢵのࣈࢲル౑用に対して安全ࣈロࢡࢵのロࢡࢵが正ᖖに作動するのか等の検

ドが必要である。

մᕥྑに設置ࡉれたスࣛイࢻᘧࣞールを活用し、安全ࣈロࢡࢵを設置している。㊊場の୰ኸに࣡イ

ࣖを設置し安全ࣈロࢡࢵを設置するな࡝、ᵝࠎな安全ࣈロࢡࢵの設置方ἲを検討しては࡝うか。

յ౑用しているスࣛイࢻᘧࣞールは、ࡉࡃび⥭結ᘧ㊊場の⥭結部（ポࢵࢣト㔠物）に設置するもの

であった。ࢵࢣࣛࣈト一ഃ㊊場、༢⟶㊊場な࡝でもスࣛイࢻᘧࣞールを設置できるよう検討して

は࡝うか。

ն㊊場ඛ行工ἲにより㊊場が設置ࡉれた状ែから上Ჷ作業のㄪᰝを行ったが、検討している墜落・

転落防止対策では㊊場の⤌❧についても㔜要な部分であることから㊊場の⤌❧から上Ჷ作業を行

う一㐃の作業をㄪᰝしたい。
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（２）౑用ࡉれていた部材等について

ձ⿵強方ἲ

今ᅇの現場では、㊊場の上層部にスࣛイࢻᘧࣞールを設置することから、全てのࢵࣕࢪキᆺ࣋ー

ス㔠ලに根入れᮺをᡴࡕ（෗┿２㸫㸳）、スࣛイࢻᘧࣞールを設置しない一ഃ㊊場についても２本⤌

れたものࡉ墜落・転落時の⾪ᧁⲴ㔜で、㊊場がಽቯしないよう⿵強、࡝とするな（෗┿２㸫㸴）ࡳ

であった。

෗┿２㸫㸳 根入れᮺ ෗┿２㸫㸴 一ഃ㊊場（２本⤌ࡳ）

ղ安全ࣈロࢡࢵの取付方ἲ

スࣛイࢻᘧࣞール（ࣞール（෗┿２㸫㸵）及び⁥㌴（෗┿２㸫㸶）によるもの。）をࡉࡃび⥭結ᘧ

㊊場の⥭結部（ポࢵࢣト㔠物）に設置し、⁥㌴を௓して安全ࣈロࢡࢵを設置するもので、今ᅇの現

場においては໭す、༡ᮾഃの㊊場の上層部に設置ࡉれていた。

安全ࣈロࢡࢵは、⁥㌴により自⏤にỈ平✌働するものであり、作業のጉࡆになるような⁥㌴の

ᘬっかかり等はぢ受けられなかった。（෗┿２㸫9）

෗┿２㸫㸵 ࣞール ෗┿２㸫㸶 ⁥㌴
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෗┿２㸫㸷 スࣛイࢻᘧࣞール及び安全ࣈロࢡࢵの設置状況 

（３）意ぢ等について 

実ែㄪᰝに参ຍした委員から௨ୗのような意ぢ等があった。 

ձ㊊場の上層部にスࣛイࢻᘧࣞールを設置することからࢵࣕࢪキᆺ࣋ース㔠ලに根入れᮺをᡴࡕ、

スࣛイࢻᘧࣞールを設置しない一ഃ㊊場についても２本⤌ࡳするな࡝の⿵強がࡉれ、工ኵがなࡉ

れている状況であった。ㄪᰝした状ែの⿵強で㊊場が⪏࠼られるのか、また、ྛ౑用部材はኚᙧ

しないのか等について検ドをする必要がある。 

ղ検討している墜落・転落防止対策で同時に౑用ྍ⬟なேᩘ等について、検ドを行う必要がある。 

ճ安全ࣈロࢡࢵは、ᆶ┤落ୗを᝿定したᵓ造となっている。今ᅇのようなゅ度を付けた࣋ルトのᙇ

りฟしࡸ安全ࣈロࢡࢵのࣈࢲル౑用に対して安全ࣈロࢡࢵのロࢡࢵが正ᖖに作動するのか等の検

ドが必要である。 

մᕥྑに設置ࡉれたスࣛイࢻᘧࣞールを活用し、安全ࣈロࢡࢵを設置している。㊊場の୰ኸに࣡イ

ࣖを設置し安全ࣈロࢡࢵを設置するな࡝、ᵝࠎな安全ࣈロࢡࢵの設置方ἲを検討しては࡝うか。 

յ౑用しているスࣛイࢻᘧࣞールは、ࡉࡃび⥭結ᘧ㊊場の⥭結部（ポࢵࢣト㔠物）に設置するもの

であった。ࢵࢣࣛࣈト一ഃ㊊場、༢⟶㊊場な࡝でもスࣛイࢻᘧࣞールを設置できるよう検討して

は࡝うか。 

ն㊊場ඛ行工ἲにより㊊場が設置ࡉれた状ែから上Ჷ作業のㄪᰝを行ったが、検討している墜落・

転落防止対策では㊊場の⤌❧についても㔜要な部分であることから㊊場の⤌❧から上Ჷ作業を行

う一㐃の作業をㄪᰝしたい。 
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３．௒ᚋの᳨ウ事㡯等 

本年度は、ึ年度であったことからල体的な対策の検討に入る๓に現場の実ែㄪᰝを行った。 

実ែㄪᰝにおいては、スࣛイࢻᘧ安全ࣈロࢡࢵ及びࣇルࣁーࢿスを活用した墜落・転落防止対策をヨ

行している現場において一㐃の上Ჷ作業の状況をㄪᰝした。 

上で必要ࡃの後、２ᅇの委員会を㛤ദし、᮶年度のල体的な墜落・転落災害防止対策を☜❧していࡑ

な事㡯等について、௨ୗの事㡯がᣲࡆられた。 

（㸯）墜落・転落防止設ഛ等の検討 

  ձ作業性について 

  （安全ࣈロࢡࢵの᥃け᭰࠼作業のᡭ㡰等） 

  ղ㊊場のᵓ造について 

  （墜落時の㊊場の強度の☜ㄆ等） 

  ճ安全ࣈロࢡࢵの強度について 

（〇造࣓ー࢝ーが᝿定していない౑用方ἲにおける強度の☜ㄆ等） 

մࣇルࣁーࢿスᆺ安全ᖏについて 

 （スᆺ安全ᖏの⾪ᧁⲴ㔜、落ୗ㊥㞳の☜ㄆ等ࢿーࣁルࣇ）

（２）墜落・転落防止対策のᬑ及のための♫会的⫼ᬒについての検討 

  ձᬑ及促進の方ἲについて 

  （現ᅾ検討している墜落・転落防止対策の᭷ຠ性が☜ㄆできた場合のᬑ及方ἲ等） 

᮶年度においては、上グ事㡯にあるように墜落・転落時の⾪ᧁに㊊場が⪏࠼られるのか、スࣛイࢻᘧ

ࣞール及びࡑの௚౑用部材の強度、安全ࣈロࢡࢵのロࢡࢵのྍྰな࡝のྛ検ドを行い、必要にᛂࡌて実ែ

ㄪᰝを行うண定としている。 

しかし、全ての現場に対ᛂࡏࡉる墜落・転落防止対策を一年㛫で検討することはᅔ㞴であるとの意ぢ

がᣲがっている。ࡑのため、本㊊場によるᶆ‽的なモデルを作成し、ࡑの現場において行った墜落・転落

防止対策についての検ドを行い、結果等を取り⧳めることとした。 

また、ࡑの௚にࣇルࣁーࢿスᆺ安全ᖏ╔用時の作業性、㊊場⤌❧及び上Ჷ作業の同一業者による施工

等については、今後、検討とすることとした。 
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ཧ⪃㈨ᩱ１

㍈⤌作業時における墜落防止装置の落ୗヨ験について（報告）

はࡌめに

平成29年10月20日に、༓ⴥ県ᕷᕝᕷෆのᡞ建て住宅新築工事において㍈⤌ࡳ作業時の安全対策をぢ

学した。ࡑの現場の安全対策は、ඛ行㊊場の୧ഃ面にỈ平ࣞールをᅛ定し、当ヱࣞールにࣜトࣛࢱࢡーᘧ

安全ჾල（௨ୗࣈロࢡࢵとゝう）を自⏤に⛣動ྍ⬟な状ែで取付けられ、ࡑのࣈロࢡࢵに作業者が装╔し

たࣁーࢿスᆺ安全ᖏを㐃結して用いる方ἲである。

この方ἲは、作業者の作業఩置によってࣈロࢡࢵのストࣛࣉࢵ⧞りฟし㔞が┦㐪する現象が現ࢃれる。

。の作動等を☜ㄆするため落ୗヨ験を行なったࢡࢵロࣈこで模ᨃ的なヨ験設ഛを用いࡑ

1. ヨ験᮲௳

取付けスパン㸸⣙4㹫でᅛ定取付けࢡࢵロࣈ

落ୗ体（トルࢯー）の㉁㔞㸸85kg

,╔装ࡃスの装╔㸸正しࢿーࣁ ╔装ࡃ⦅

2. ヨ験結果

の取付け఩置1㸸3ࢡࢵロࣈ）ース1ࢣ 正しࡃ装╔）

。に4.47kNの⾪ᧁⲴ㔜が作用したࢡࢵロࣈルトの⧞りฟし㔞がᑡない（ᕥഃ）࣋

トルࢯーの落ୗ㊥㞳は1150mmであった。

の取付け఩置1㸸3ࢡࢵロࣈ）ース2ࢣ （╔装ࡃ⦅

。に4.89kNの⾪ᧁⲴ㔜が作用したࢡࢵロࣈルトの⧞りฟし㔞がᑡない（ᕥഃ）࣋

トルࢯーの落ୗ㊥㞳は960mmであった。

の取付け఩置ࢡࢵロࣈ）ース3ࢣ 2㸸2 正しࡃ装╔）

ᕥഃのࣈロࢡࢵに4.99 kN、ྑഃのࣈロࢡࢵに4.14 kNの⾪ᧁⲴ㔜が作用した。

トルࢯーの落ୗ㊥㞳は1600㹫㹫であった。

࠙ヨ験方ἲおよび⾪ᧁⲴ㔜Ἴᙧはู⣬を参↷ࡉࡔࡃいࠚ。

3. ヨ験結果の⧳め

本ヨ験結果では、全てのࢣースにおいて作業者の墜落は㜼止するこができたが、落ୗ⾪ᧁⲴ㔜は4KN

を㉸࠼る結果になった。また、ࣈロࢡࢵに⧞り㏉しⲴ㔜がຍࢃり、トルࢯーがࣜ࢘ࣂンࢻする現象が☜ㄆ

。れたࡉ

落ୗ⾪ᧁⲴ㔜はࢯࣈ࢔ࢡࢵࣙࢩーࣂを用いることで低ῶࡉれ、ࣈロࢡࢵに⧞り㏉しⲴ㔜がຍࢃり、ࣜ

。れるࡉれるとண᝿ࡉする現象も解ᾘࢻン࢘ࣂ
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３．௒ᚋの᳨ウ事㡯等

本年度は、ึ年度であったことからල体的な対策の検討に入る๓に現場の実ែㄪᰝを行った。

実ែㄪᰝにおいては、スࣛイࢻᘧ安全ࣈロࢡࢵ及びࣇルࣁーࢿスを活用した墜落・転落防止対策をヨ

行している現場において一㐃の上Ჷ作業の状況をㄪᰝした。

上で必要ࡃの後、２ᅇの委員会を㛤ദし、᮶年度のල体的な墜落・転落災害防止対策を☜❧していࡑ

な事㡯等について、௨ୗの事㡯がᣲࡆられた。

（㸯）墜落・転落防止設ഛ等の検討

ձ作業性について

（安全ࣈロࢡࢵの᥃け᭰࠼作業のᡭ㡰等）

ղ㊊場のᵓ造について

（墜落時の㊊場の強度の☜ㄆ等）

ճ安全ࣈロࢡࢵの強度について

（〇造࣓ー࢝ーが᝿定していない౑用方ἲにおける強度の☜ㄆ等）

մࣇルࣁーࢿスᆺ安全ᖏについて

（スᆺ安全ᖏの⾪ᧁⲴ㔜、落ୗ㊥㞳の☜ㄆ等ࢿーࣁルࣇ）

（２）墜落・転落防止対策のᬑ及のための♫会的⫼ᬒについての検討

ձᬑ及促進の方ἲについて

（現ᅾ検討している墜落・転落防止対策の᭷ຠ性が☜ㄆできた場合のᬑ及方ἲ等）

᮶年度においては、上グ事㡯にあるように墜落・転落時の⾪ᧁに㊊場が⪏࠼られるのか、スࣛイࢻᘧ

ࣞール及びࡑの௚౑用部材の強度、安全ࣈロࢡࢵのロࢡࢵのྍྰな࡝のྛ検ドを行い、必要にᛂࡌて実ែ

ㄪᰝを行うண定としている。

しかし、全ての現場に対ᛂࡏࡉる墜落・転落防止対策を一年㛫で検討することはᅔ㞴であるとの意ぢ

がᣲがっている。ࡑのため、本㊊場によるᶆ‽的なモデルを作成し、ࡑの現場において行った墜落・転落

防止対策についての検ドを行い、結果等を取り⧳めることとした。

また、ࡑの௚にࣇルࣁーࢿスᆺ安全ᖏ╔用時の作業性、㊊場⤌❧及び上Ჷ作業の同一業者による施工

等については、今後、検討とすることとした。
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ཧ⪃㈨ᩱ１ 

㍈⤌作業時における墜落防止装置の落ୗヨ験について（報告） 

はࡌめに 

 平成29年10月20日に、༓ⴥ県ᕷᕝᕷෆのᡞ建て住宅新築工事において㍈⤌ࡳ作業時の安全対策をぢ

学した。ࡑの現場の安全対策は、ඛ行㊊場の୧ഃ面にỈ平ࣞールをᅛ定し、当ヱࣞールにࣜトࣛࢱࢡーᘧ

安全ჾල（௨ୗࣈロࢡࢵとゝう）を自⏤に⛣動ྍ⬟な状ែで取付けられ、ࡑのࣈロࢡࢵに作業者が装╔し

たࣁーࢿスᆺ安全ᖏを㐃結して用いる方ἲである。 

 この方ἲは、作業者の作業఩置によってࣈロࢡࢵのストࣛࣉࢵ⧞りฟし㔞が┦㐪する現象が現ࢃれる。

 。の作動等を☜ㄆするため落ୗヨ験を行なったࢡࢵロࣈこで模ᨃ的なヨ験設ഛを用いࡑ

1. ヨ験᮲௳

取付けスパン㸸⣙4㹫でᅛ定取付けࢡࢵロࣈ

落ୗ体（トルࢯー）の㉁㔞㸸85kg

╔装ࡃ⦅ ,╔装ࡃスの装╔㸸正しࢿーࣁ

2. ヨ験結果

（╔装ࡃの取付け఩置1㸸3 正しࢡࢵロࣈ）ース1ࢣ

 。に4.47kNの⾪ᧁⲴ㔜が作用したࢡࢵロࣈルトの⧞りฟし㔞がᑡない（ᕥഃ）࣋  

  トルࢯーの落ୗ㊥㞳は1150mmであった。 

 （╔装ࡃ⦅ の取付け఩置1㸸3ࢡࢵロࣈ）ース2ࢣ 

 。に4.89kNの⾪ᧁⲴ㔜が作用したࢡࢵロࣈルトの⧞りฟし㔞がᑡない（ᕥഃ）࣋

  トルࢯーの落ୗ㊥㞳は960mmであった。 

 （╔装ࡃの取付け఩置 2㸸2 正しࢡࢵロࣈ）ース3ࢣ

  ᕥഃのࣈロࢡࢵに4.99 kN、ྑഃのࣈロࢡࢵに4.14 kNの⾪ᧁⲴ㔜が作用した。 

  トルࢯーの落ୗ㊥㞳は1600㹫㹫であった。 

࠙ヨ験方ἲおよび⾪ᧁⲴ㔜Ἴᙧはู⣬を参↷ࡉࡔࡃいࠚ。  

3. ヨ験結果の⧳め

本ヨ験結果では、全てのࢣースにおいて作業者の墜落は㜼止するこができたが、落ୗ⾪ᧁⲴ㔜は 4KN

を㉸࠼る結果になった。また、ࣈロࢡࢵに⧞り㏉しⲴ㔜がຍࢃり、トルࢯーがࣜ࢘ࣂンࢻする現象が☜ㄆ

 。れたࡉ

落ୗ⾪ᧁⲴ㔜はࢯࣈ࢔ࢡࢵࣙࢩーࣂを用いることで低ῶࡉれ、ࣈロࢡࢵに⧞り㏉しⲴ㔜がຍࢃり、ࣜ

 。れるࡉれるとண᝿ࡉする現象も解ᾘࢻン࢘ࣂ
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ࣜトࣛࢱࢡーᘧ墜落防止ჾලを 2 ಶ౑用した墜落防止装置の落ୗヨ験結果

ヨ験方ἲ 㡯目 ヨ験結果 ⾪ᧁⲴ㔜Ἴᙧ ヨ験状ែ

スは、正規の取り付けࢿーࣁ・ ・トルࢯー㉁㔞㸸85kg

⾪ᧁⲴ㔜

ᕥഃ 㸲．㸲㸵kN

(落ୗ๓)

（落ୗ後）

ྑഃ ３．３㸯kN

のࢡࢵロࣈル࣋

ロࢡࢵの

ྍྰ

ᕥഃ ྍ

ྑഃ ྰ

ルト⧞りฟ࣋

し㔞

ᕥഃ 㸴㸳０ੈ

ྑഃ 㸯㸳００ੈ

落ୗ㊥㞳 㸯㸯㸳０ੈ

スを⦆めて取り付けࢿーࣁ・ ・トルࢯー㉁㔞㸸85kg

⾪ᧁⲴ㔜

ᕥഃ 㸲．㸶㸷kN

（落ୗ๓）

（落ୗ後）

ྑഃ ２．㸷㸯kN

のࢡࢵロࣈル࣋

ロࢡࢵの

ྍྰ

ᕥഃ ྍ

ྑഃ ྍ

ルト⧞りฟ࣋

し㔞

ᕥഃ 㸲㸶㸳ੈ

ྑഃ 㸶㸲０ੈ

落ୗ㊥㞳 㸷㸴０ੈ

スは、正規の取り付けࢿーࣁ・ ・トルࢯー㉁㔞㸸85kg

⾪ᧁⲴ㔜

ᕥഃ 㸲．㸷㸷kN

（落ୗ๓）

（落ୗ後）

ྑഃ 㸲．㸯㸲kN

のࢡࢵロࣈル࣋

ロࢡࢵの

ྍྰ

ᕥഃ ྍ

ྑഃ ྍ

ルト⧞りฟ࣋

し㔞

ᕥഃ 㸷㸷㸳ੈ

ྑഃ 㸴㸳０ੈ

落ୗヨ験 㸯㸴００ੈ
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参考資料２

軸組作業時における墜落防止装置の落下試験について（報告）

はじめに

「参考資料 1」の落下試験では、「スライド式安全ブロック及びフルハーネスを活用し

た工法」に用いる安全ブロックについて、ショックアブソーバを持たない仕様で試験を

行なっていた。

「参考資料 2」は、本工法ではショックアブソーバ機能を搭載した安全ブロックを用

いことが基本となっているため、ショックアブソーバを備えた安全ブロックを用い参考

資料 2と同条件での模擬試験を行なった。

1. 試験条件

安全ブロック取付けスパン：約 4ｍで固定取付

落下体（トルソー）の質量：85kg

ハーネスの装着：正しく装着（各ベルトに大きな緩みが無い状態）

ショックアブソーバの性能：３kN設定

2. 試験結果（同条件で 2回実施）

・試験結果（1回目）

ベルトの繰り出し量と衝撃荷重

左側 645㎜ 2.89kN

右側 409㎜ 2.68kN

落下距離：1390㎜

・試験結果（2回目）

ベルトの繰り出し量と衝撃荷重

左側 660㎜ 2.86kN

右側 465㎜ 2.48kN

落下距離：1390㎜

3. 試験結果の纏め

今回の模擬試験結果では、落下阻止時に加わる衝撃荷重をショックアブソーバが作用することで衝撃を

低減することが確認できた。そのことによりトルソーに衝撃荷重が繰り返し作用することはなかった。ま

た、衝撃荷重値も3ｋNを下回る結果となった。

今後、ショックアブソーバの装着位置を検討し、衝撃荷重値を確認する必要があると思われる。
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ཧ⪃㈨ᩱ２ 

㍈⤌作業時における墜落防止装置の落ୗヨ験について（報告） 

はࡌめに 

 「参考㈨ᩱ 1」の落ୗヨ験では、「スࣛイࢻᘧ安全ࣈロࢡࢵ及びࣇルࣁーࢿスを活用し

た工ἲ」に用いる安全ࣈロࢡࢵについて、ࢯࣈ࢔ࢡࢵࣙࢩーࣂをᣢたない௙ᵝでヨ験を

行なっていた。 

 「参考㈨ᩱ 2」は、本工ἲではࢯࣈ࢔ࢡࢵࣙࢩーࣂᶵ⬟をᦚ㍕した安全ࣈロࢡࢵを用

いことが基本となっているため、ࢯࣈ࢔ࢡࢵࣙࢩーࣂをഛ࠼た安全ࣈロࢡࢵを用い参考

㈨ᩱ 2と同᮲௳での模ᨃヨ験を行なった。 

1. ヨ験᮲௳

安全ࣈロࢡࢵ取付けスパン㸸⣙ 4㹫でᅛ定取付

落ୗ体（トルࢯー）の㉁㔞㸸85kg

（が↓い状ែࡳ⦅ルトに኱きな࣋ྛ）╔装ࡃスの装╔㸸正しࢿーࣁ

の性⬟㸸３kN設定ࣂーࢯࣈ࢔ࢡࢵࣙࢩ

2. ヨ験結果（同᮲௳で 2 ᅇ実施）

・ヨ験結果（1ᅇ目）

ルトの⧞りฟし㔞と⾪ᧁⲴ㔜࣋

 ᕥഃ 645ੈ  2.89kN 

 ྑഃ 409ੈ  2.68kN 

落ୗ㊥㞳㸸1390ੈ 

・ヨ験結果（2ᅇ目）

ルトの⧞りฟし㔞と⾪ᧁⲴ㔜࣋

 ᕥഃ 660ੈ  2.86kN 

 ྑഃ 465ੈ  2.48kN 

落ୗ㊥㞳㸸1390ੈ 

3. ヨ験結果の⧳め

今ᅇの模ᨃヨ験結果では、落ୗ㜼止時にຍࢃる⾪ᧁⲴ㔜をࣙࢩ が作用することで⾪ᧁをࣂーࢯࣈ࢔ࢡࢵ

低ῶすることが☜ㄆできた。ࡑのことによりトルࢯーに⾪ᧁⲴ㔜が⧞り㏉し作用することはなかった。ま

た、⾪ᧁⲴ㔜್ も3㹩Nをୗᅇる結果となった。 

  今後、ࣙࢩ の装╔఩置を検討し、⾪ᧁⲴ㔜್ࣂーࢯࣈ࢔ࢡࢵ を☜ㄆする必要があるとᛮࢃれる。
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ࢆᘧቒⴠ㜵Ṇჾල࣮ࢱࢡࣛࢺࣜ 2ಶ౑⏝ࡓࡋቒⴠ㜵Ṇ⿦置のⴠୗヨ㦂⤖ᯝ

ヨ験方ἲ No 㡯目 ヨ験結果 ⾪ᧁⲴ㔜Ἴᙧ ヨ験状ែ

・トルࢯー㉁㔞㸸85kg
付きࣂーࢯࣈ࢔ࢡࢵࣙࢩ㸸ࢡࢵロࣈル࣋・

1

⾪ᧁⲴ㔜

ᕥഃ ２．㸶㸷kN

(落ୗ๓)

（落ୗ後）

ྑഃ ２．㸴㸶kN

のࢡࢵロࣈル࣋

ロࢡࢵの
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参考資料３ 木造家屋等低層住宅工事における労働災害統計

表１ 建設業全体と木造家屋等低層住宅工事における死亡災害

（平成 23 年～平成 27 年）

表２ 木造家屋等低層住宅工事における死亡災害の事故の型別発生状況

（平成23年～平成27年）
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参考資料３ 木造家屋等低層住宅工事における労働災害統計 

表１ 建設業全体と木造家屋等低層住宅工事における死亡災害 

（平成 23 年～平成 27 年） 

表２ 木造家屋等低層住宅工事における死亡災害の事故の型別発生状況 

（平成23年～平成27年） 
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表３ 木造家屋等低層住宅工事におけるقᓳȷ᠃ᓳ災害の工事のᆔ᫏別の発生状況 

（平成23年～平成27年） 

表Ხ 木造家屋等低層住宅工事の៴体工事におけるقᓳȷ᠃ᓳ災害のقᓳሖ৑ 

（平成 23 年～平成 27 年）

31

「㍈⤌作業時における墜落・転落災害防止対策ᑓ㛛部会」

平成 30年度 検討結果報告

平成 31年３月

建設業労働災害防止協会

ูῧ２
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表３ 木造家屋等低層住宅工事におけるقᓳȷ᠃ᓳ災害の工事のᆔ᫏別の発生状況

（平成23年～平成27年）

表Ხ 木造家屋等低層住宅工事の៴体工事におけるقᓳȷ᠃ᓳ災害のقᓳሖ৑

（平成 23 年～平成 27 年）

31

「㍈⤌作業時における墜落・転落災害防止対策ᑓ㛛部会」 

平成 30年度 検討結果報告 

平成 31年３月 

建設業労働災害防止協会

ูῧ２
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第１章 軸組作業時における墜落・転落災害防止対

策専門部会の設置
１．設置要綱

木造家屋等建築工事安全対策委員会

軸組作業時における墜落・転落災害防止対策専門部会

設置要綱

１ 目的

建設業における労働災害は長期的には減少傾向にあり、木造家屋等低層住宅建築工事においても同様な

傾向であったが、平成27年には増加へと転じ、死亡労働災害は44件にも上がった。

特に「墜落・転落災害」は、木造家屋建築工事全体の死亡災害の７割前後を毎年占めている状況が継続

しており、平成23年から平成27年における墜落・転落災害による死亡災害を作業の種類別に見ると屋根

工事（42件）に続いて躯体工事（35件）での死亡災害が多数を占めている。

また、躯体工事の「墜落・転落災害」の墜落・転落箇所を見ると梁、母屋等からによるものが最も多く、

軸組作業時に発生している。

これまで、木造家屋等低層住宅建築工事における労働災害防止については、「足場先行工法のガイドライ

ン」及び「屋根上作業での墜落防止のための安全設備設置の作業標準マニュアル」等により墜落防止対策

を図ってきたところであるが、足場等が設置できない躯体内部での軸組作業時における墜落・転落災害防

止対策については、防網の設置等の措置以外、具体的な対策が示されていない状況である。

一部民間企業においては、スライド式安全ブロック及びフルハーネス型安全帯を活用した工法等により

軸組作業時における墜落・転落災害の防止を行っている。

こうした事例等を踏まえ、軸組作業時における墜落・転落災害の防止を図るため、現場の実態を調査

し、実効性のある具体的な対策を提案すべく、平成29年度から常設委員会である木造家屋等建築工事安全

対策委員会の下に専門部会を設置し、検討を行ったところである。

平成30年度については、平成29年度の検討結果を踏まえ、軸組作業時における墜落・転落災害防止対

策を確立していく上で必要な事項等について標準的なモデルにより各種の検証等を行うこととする。

２ 調査研究の内容等

スライド式安全ブロック及びフルハーネス型安全帯を活用した墜落・転落災害防止対策につ

いて、次の事項を検討し、本委員会へ検討結果を報告する。

1）安全性の検証

2）作業標準の作成

３ 実施期間

平成 30年 6月～平成 31年 3月

４ 委員会開催

4回程度 ※必要に応じて実態調査を実施

５ 実施主体

建設業労働災害防止協会
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➨１❶ ㍈⤌సᴗ᫬ࡿࡅ࠾࡟ቒⴠ࣭㌿ⴠ⅏ᐖ㜵Ṇ対

策ᑓ㛛㒊会の設置 
１．設置要⥘ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木造家屋等建築工事安全対策委員会 

㍈⤌作業時における墜落・転落災害防止対策ᑓ㛛部会 

設置要⥘ 

㸯 目的 

 建設業における労働災害は長ᮇ的にはῶᑡഴ向にあり、木造家屋等低層住宅建築工事においても同ᵝな

ഴ向であったが、平成27年にはቑຍへと転ࡌ、Ṛஸ労働災害は44௳にも上がった。 

 ≉に「墜落・転落災害」は、木造家屋建築工事全体のṚஸ災害の㸵๭๓後をẖ年༨めている状況が⥅⥆

しており、平成23年から平成27年における墜落・転落災害によるṚஸ災害を作業の✀㢮ูにぢると屋根

工事（42௳）に⥆いて㌣体工事（35௳）でのṚஸ災害がከᩘを༨めている。 

また、㌣体工事の「墜落・転落災害」の墜落・転落⟠ᡤをぢるとᱱ、ẕ屋等からによるものが最もከࡃ、

㍈⤌作業時に発生している。 

 これまで、木造家屋等低層住宅建築工事における労働災害防止については、「㊊場ඛ行工ἲの࢞イࣛࢻイ

ン」及び「屋根上作業での墜落防止のための安全設ഛ設置の作業ᶆ‽࢔ࣗࢽ࣐ル」等により墜落防止対策

を図ってきたとこࢁであるが、㊊場等が設置できない㌣体ෆ部での㍈⤌作業時における墜落・転落災害防

止対策については、防⥙の設置等のᥐ置௨外、ල体的な対策が示ࡉれていない状況である。 

 一部Ẹ㛫௻業においては、スࣛイࢻᘧ安全ࣈロࢡࢵ及びࣇルࣁーࢿスᆺ安全ᖏを活用した工ἲ等により

㍈⤌作業時における墜落・転落災害の防止を行っている。 

 こうした事౛等を㋃ま࠼、㍈⤌作業時における墜落・転落災害の防止を図るため、現場の実ែをㄪᰝ

し、実ຠ性のあるල体的な対策をᥦ᱌すࡃ࡭、平成29年度からᖖ設委員会である木造家屋等建築工事安全

対策委員会のୗにᑓ㛛部会を設置し、検討を行ったとこࢁである。 

 平成30年度については、平成29年度の検討結果を㋃ま࠼、㍈⤌作業時における墜落・転落災害防止対

策を☜❧していࡃ上で必要な事㡯等についてᶆ‽的なモデルによりྛ✀の検ド等を行うこととする。 

２ ㄪᰝ研✲のෆᐜ等 

 スࣛイࢻᘧ安全ࣈロࢡࢵ及びࣇルࣁーࢿスᆺ安全ᖏを活用した墜落・転落災害防止対策につ

いて、ḟの事㡯を検討し、本委員会へ検討結果を報告する。 

1）安全性の検ド

2）作業ᶆ‽の作成

３ 実施ᮇ㛫 

  平成 30年 6月～平成 31 年 3月 

㸲 委員会㛤ദ 

  4ᅇ⛬度 ͤ必要にᛂࡌて実ែㄪᰝを実施 

㸳 実施主体 

建設業労働災害防止協会 
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２．委員ྡ⡙ 

（㡰୙同 ᩗ⛠␎） 

ᗙ 長 日 㔝 Ὀ 道 ⊂❧行ᨻἲே労働者೺ᗣ安全ᶵᵓ 労働安全⾨生⥲合研✲ᡤ 

建設安全研✲ࢢルーࣉ 上ᖍ研✲員 

委 員 小⏣ᔱ Ⰻ一 一⯡♫団ἲே日本木造住宅⏘業協会 生⏘ᢏ⾡部長 

᐀ ࠌ ീ ♸ ྖ 全ᅜ低層住宅労ົ安全協議会 名㄃会長 

ᇼ ࠌ ஭ ᐉ ᖾ 一⯡♫団ἲே௬設工業会 ᑓົ⌮事 

ᰩ ࠌ ᒣ Ṋ ⸝ 一⯡♫団ἲே全ᅜ低層住宅㊊場ࣜース協会 会長 

໭ ࠌ ␊ 㝯 住཭ᯘ業ᰴᘧ会♫   住宅・建築事業本部 ရ㉁ಖド部 

安全環ቃ・検ᰝᐊ ḟ長 

஭ ࠌ 上 ᆒ 日本安全ᖏ研✲会 ᢏ⾡委員長（⸨஭㟁工ᰴᘧ会♫） 

ཌ 生 労 働 省 ᮾ ዲ ᐉ 労働基‽ᒁ 安全⾨生部 安全ㄢ 建設安全対策ᐊ ᢏ⾡ᑂᰝᐁ 

㺓 㺪 㺼 㺙 㺼 㺎 㺨 㺼 㺎 ఢ 修 一⯡♫団ἲே全ᅜ低層住宅㊊場ࣜース協会 ᑓົ⌮事ව事ົᒁ長 

ᰩ ࠌ ᒣ ᣑ ே ᰴᘧ会♫ᮾி BK㊊場 ᖖົ取⥾ᙺ 

（一⯡♫団ἲே全ᅜ低層住宅㊊場ࣜース協会） 

๓ ᢸ 当 者 Ώ ㎶ ㄔ 一⯡♫団ἲே日本木造住宅⏘業協会 生⏘ᢏ⾡部長 
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３．᳨ウ経緯

第㸯ᅇ「木造家屋等建築工事安全対策委員会」合同委員会

日時 平成３０年㸴月 1３日（Ỉ） 1㸳時

場ᡤ ⏫⏣ーࢱンࢭンࣙࢪࣅ 㸲０㸴会議ᐊ

議事

㸯）木造家屋等建築工事の取りᕳࡃ状況について

２）平成 29年度 ᑓ㛛部会 検討結果報告

３）平成 30年度の検討ෆᐜ等（᱌）

㸲）ࡑの௚

ە 㓄ᕸ㈨ᩱ

㈨ᩱθ㸯㸫㸯 木造家屋等建築工事安全対策委員会及び㍈⤌ᑓ㛛部会 委員名簿

㈨ᩱθ㸯㸫２ 労働災害⤫ィ

㈨ᩱθ㸯㸫３ 平成 29年度 ᑓ㛛部会 検討結果報告

㈨ᩱθ㸯㸫㸲 平成 30年度の検討ෆᐜ等（᱌）

参考㈨ᩱ一ᘧ

主な検討ෆᐜ

・平成 29年度 ᑓ㛛部会 検討結果報告について

᫖年度の検討結果を報告し、ᢎㄆࡉれた。

・平成 30年度の検討ෆᐜ等（᱌）について

墜落・転落防止対策の安全性の検ド等のため、検ド実験を行うことについてᢎㄆ

。れたࡉ

墜落・転落防止対策の検討にあたっては、上Ჷ作業に㝈定ࡎࡏ౑用できる対策と

できるよう検討を進めることとした。

第㸯ᅇᑓ㛛部会

日時 平成３０年㸶月２０日（月） 1㸲時

場ᡤ ᚨᰤࣅル３㝵 第２会議ᐊ

議事

㸯）本年度の検討ෆᐜについて

２）安全性の検ド（実験ィ⏬（᱌））について

３）作業ᶆ‽について

㸲）ࡑの௚

ە 㓄付㈨ᩱ

㈨ᩱθ㸯㸫㸯 ᑓ㛛部会設置要⥘・委員名簿
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２．委員ྡ⡙

（㡰୙同 ᩗ⛠␎）

ᗙ 長 日 㔝 Ὀ 道 ⊂❧行ᨻἲே労働者೺ᗣ安全ᶵᵓ 労働安全⾨生⥲合研✲ᡤ

建設安全研✲ࢢルーࣉ 上ᖍ研✲員

委 員 小⏣ᔱ Ⰻ一 一⯡♫団ἲே日本木造住宅⏘業協会 生⏘ᢏ⾡部長

ࠌ ᐀ ീ ♸ ྖ 全ᅜ低層住宅労ົ安全協議会 名㄃会長

ࠌ ᇼ ஭ ᐉ ᖾ 一⯡♫団ἲே௬設工業会 ᑓົ⌮事

ࠌ ᰩ ᒣ Ṋ ⸝ 一⯡♫団ἲே全ᅜ低層住宅㊊場ࣜース協会 会長

ࠌ ໭ ␊ 㝯 住཭ᯘ業ᰴᘧ会♫ 住宅・建築事業本部 ရ㉁ಖド部

安全環ቃ・検ᰝᐊ ḟ長

ࠌ ஭ 上 ᆒ 日本安全ᖏ研✲会 ᢏ⾡委員長（⸨஭㟁工ᰴᘧ会♫）

ཌ 生 労 働 省 ᮾ ዲ ᐉ 労働基‽ᒁ 安全⾨生部 安全ㄢ 建設安全対策ᐊ ᢏ⾡ᑂᰝᐁ

㺓 㺪 㺼 㺙 㺼 㺎 㺨 㺼 㺎 ఢ 修 一⯡♫団ἲே全ᅜ低層住宅㊊場ࣜース協会 ᑓົ⌮事ව事ົᒁ長

ࠌ ᰩ ᒣ ᣑ ே ᰴᘧ会♫ᮾி BK㊊場 ᖖົ取⥾ᙺ

（一⯡♫団ἲே全ᅜ低層住宅㊊場ࣜース協会）

๓ ᢸ 当 者 Ώ ㎶ ㄔ 一⯡♫団ἲே日本木造住宅⏘業協会 生⏘ᢏ⾡部長
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３．᳨ウ経緯 

  第㸯ᅇ「木造家屋等建築工事安全対策委員会」合同委員会 

日時 平成３０年㸴月 1３日（Ỉ） 1㸳時 

場ᡤ ࣙࢪࣅンࢭンࢱー⏣⏫ 㸲０㸴会議ᐊ 

議事 

㸯）木造家屋等建築工事の取りᕳࡃ状況について

２）平成 29 年度 ᑓ㛛部会 検討結果報告

３）平成 30 年度の検討ෆᐜ等（᱌）

㸲）ࡑの௚

ە 㓄ᕸ㈨ᩱ

㈨ᩱθ㸯㸫㸯  木造家屋等建築工事安全対策委員会及び㍈⤌ᑓ㛛部会 委員名簿 

㈨ᩱθ㸯㸫２  労働災害⤫ィ 

㈨ᩱθ㸯㸫３  平成 29年度 ᑓ㛛部会 検討結果報告 

㈨ᩱθ㸯㸫㸲  平成 30年度の検討ෆᐜ等（᱌） 

参考㈨ᩱ一ᘧ

主な検討ෆᐜ 

・平成�29年度 ᑓ㛛部会 検討結果報告について

᫖年度の検討結果を報告し、ᢎㄆࡉれた。

・平成�30年度の検討ෆᐜ等（᱌）について

墜落・転落防止対策の安全性の検ド等のため、検ド実験を行うことについてᢎ

ㄆࡉれた。 

墜落・転落防止対策の検討にあたっては、上Ჷ作業に㝈定ࡎࡏ౑用できる対策

とできるよう検討を進めることとした。 

第㸯ᅇᑓ㛛部会 

日時 平成３０年㸶月２０日（月） 1㸲

時 場ᡤ ᚨᰤࣅル３㝵 第２会議ᐊ 

議事 

㸯�本年度の検討ෆᐜについて

２�安全性の検ド（実験ィ⏬（᱌））について

３�作業ᶆ‽について

㸲�ࡑの௚

ە 㓄付㈨ᩱ

㈨ᩱθ㸯㸫㸯  ᑓ㛛部会設置要⥘・委員名簿
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平成３０年度の検討ෆᐜ

等 モデル実験のィ⏬

（᱌） スࣗࢪࢣール 

作業ᶆ‽のイ࣓ーࢪ 

㈨ᩱθ㸯㸫２  

㈨ᩱθ㸯㸫３  

㈨ᩱθ㸯㸫㸲  

㈨ᩱθ㸯㸫㸳  

参考㈨ᩱ 

主な検討ෆᐜ 

・モデル住宅及びᩜ地᮲௳について

モデル実験を行うにあたり、᝿定する住宅は一⯡的な規模として、３０㹫t⛬度の２

㝵建て木造住宅とすることとした。

ᩜ地は、ᅄ方向に⊃㝼な⟠ᡤがなࡃ、本㊊場を設置できる༑分なᗈࡉがあるもの

としてモデル実験の㊊場等の᮲௳を検討することとした。

・モデル㊊場について

ࡉは㸲スパン×㸴スパンの高ࢬイࢧ、び⥭結ᘧ㊊場による本㊊場としࡉࡃ 7.85㹫と

することとした。今ᅇのモデル㊊場での主な᮲௳としては、ձⅆᡴࡕをࣈࢲルで設

置する。ղスࣛイࢻᘧࣞールを設置する（❧ࡕ上ࡆ部分には➽஺いを設置）。ࢵࣕࢪ

キᆺ࣋ース㔠ලのྎᯈは࢔ン࢝ー࣎ルトにより࢔ス࢓ࣇルトにᅛ定する。

・モデル実験ィ⏬について

事ົᒁにてᥦ示した落ୗ実験の᮲௳（㸯０パࢱーン）の௚に、ᵝࠎな᮲௳がᥦ示ࡉ

れ時㛫のチす㝈りከࡃの᮲௳を実施することとした。

モデル実験

日時 平成３０年㸯０月３㸯日（Ỉ）㸷時 

場ᡤ ᰴᘧ会♫ᮾி㹀㹉㊊場 本♫ 

ෆᐜ 実物኱の㊊場によるモデル実験 

第２ᅇᑓ㛛部会 

日時 平成３㸯年３月㸳日（月）㸯０時 

場ᡤ ᚨᰤࣅル３㝵 第２会議ᐊ 

議事 

㸯�報告書（᱌）について（全体）

２�モデル実験の結果について（第２❶）

３�作業ᶆ‽（作業ᡭ㡰）について（第３❶）

㸲�今後のㄢ題とᒎ㛤について（第㸲❶） 

㸳�ࡑの௚ 
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㈨ᩱθ２㸫㸯 第㸯ᅇ ㍈⤌ᑓ㛛部会 議事要᪨（᱌）

㈨ᩱθ２㸫２ 平成３０年度 報告書（᱌）

主な検討ෆᐜ

・報告書について

報告書（᱌）のෆᐜについて☜ㄆし、一部修正した後取り⧳めることとした。

第２ᅇ「木造家屋等建築工事安全対策委員会」合同委員会

日時 平成 31年３月 25日（月）㸯３時

場ᡤ TKP⏣⏫࢝ンࣞ࢓ࣇンスࢭンࢱー２㝵  ール２B࣍

㸯）平成 30年度 ㍈⤌作業時における墜落・転落災害防止対策ᑓ㛛部会 検討結果報告

について

２）平成 30年度 木造家屋等建築工事安全対策委員会 報告書について

３）平成 31年度の検討ෆᐜ等について

ձ 屋根・屋上等の➃・㛤ཱྀ部からの墜落災害防止対策について

ղ 木造家屋建築工事における⥲合的墜落災害防止対策について

㸲）ࡑの௚

ە 㓄ᕸ㈨ᩱ

㈨ᩱθ２㸫㸯 第 1ᅇ木建合同委員会議事要᪨（᱌）及び第２ᅇᑓ㛛部会

議事要᪨（᱌）について

㈨ᩱθ２㸫２ 平成 30年度 木造家屋等建築工事安全対策委員会 報告書

㈨ᩱθ２㸫３ 建設業における墜落・転落防止対策の඘実強化に関する実ົ者会合

࠙ཌ生労働省㈨ᩱࠚ

㈨ᩱθ２㸫㸲 木造家屋建築工事における⥲合的墜落災害防止対策について

主な検討ෆᐜ

・平成 30 年度 木造家屋等建築工事安全対策委員会 検討結果報告について

㍈⤌作業時における墜落・転落災害防止対策ᑓ㛛部会検討結果（ูῧ２）を報告し、

ᢎㄆࡉれた。

・平成 31 年度の検討ෆᐜ等について

屋根・屋上等の➃・㛤ཱྀ部からの墜落災害防止対策等について検討することとした。
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㈨ᩱθ㸯㸫２ 平成３０年度の検討ෆᐜ等

㈨ᩱθ㸯㸫３ モデル実験のィ⏬（᱌）

㈨ᩱθ㸯㸫㸲 スࣗࢪࢣール

㈨ᩱθ㸯㸫㸳 作業ᶆ‽のイ࣓ーࢪ

参考㈨ᩱ

主な検討ෆᐜ

・モデル住宅及びᩜ地᮲௳について

モデル実験を行うにあたり、᝿定する住宅は一⯡的な規模として、３０㹫t⛬度の２

㝵建て木造住宅とすることとした。

ᩜ地は、ᅄ方向に⊃㝼な⟠ᡤがなࡃ、本㊊場を設置できる༑分なᗈࡉがあるものと

してモデル実験の㊊場等の᮲௳を検討することとした。

・モデル㊊場について

ࡉは㸲スパン×㸴スパンの高ࢬイࢧ、び⥭結ᘧ㊊場による本㊊場としࡉࡃ 7.85㹫と

することとした。今ᅇのモデル㊊場での主な᮲௳としては、ձⅆᡴࡕをࣈࢲルで設

置する。ղスࣛイࢻᘧࣞールを設置する（❧ࡕ上ࡆ部分には➽஺いを設置）。ࢵࣕࢪ

キᆺ࣋ース㔠ලのྎᯈは࢔ン࢝ー࣎ルトにより࢔ス࢓ࣇルトにᅛ定する。

・モデル実験ィ⏬について

事ົᒁにてᥦ示した落ୗ実験の᮲௳（㸯０パࢱーン）の௚に、ᵝࠎな᮲௳がᥦ示ࡉ

れ時㛫のチす㝈りከࡃの᮲௳を実施することとした。

モデル実験

日時 平成３０年㸯０月３㸯日（Ỉ）㸷時

場ᡤ ᰴᘧ会♫ᮾி㹀㹉㊊場 本♫

ෆᐜ 実物኱の㊊場によるモデル実験

第２ᅇᑓ㛛部会

日時 平成３㸯年３月㸳日（月）㸯０時

場ᡤ ᚨᰤࣅル３㝵 第２会議ᐊ

議事

㸯）報告書（᱌）について（全体）

２）モデル実験の結果について（第２❶）

３）作業ᶆ‽（作業ᡭ㡰）について（第３❶）

㸲）今後のㄢ題とᒎ㛤について（第㸲❶）

㸳）ࡑの௚

ە 㓄付㈨ᩱ

39 

㈨ᩱθ２㸫㸯  

㈨ᩱθ２㸫２  

第㸯ᅇ ㍈⤌ᑓ㛛部会 議事要᪨（᱌） 

平成３０年度 報告書（᱌） 

主な検討ෆᐜ 

・報告書について

報告書（᱌）のෆᐜについて☜ㄆし、一部修正した後取り⧳めることとした。

第２ᅇ「木造家屋等建築工事安全対策委員会」合同委員会 

日時 平成�31年３月�25日（月）㸯３時 

場ᡤ TKP�⏣⏫࢝ンࣞ࢓ࣇンスࢭンࢱー２㝵 ࣍ール２B 

㸯）平成 30年度 ㍈⤌作業時における墜落・転落災害防止対策ᑓ㛛部会 検討結果報告

について

２）平成�30�年度 木造家屋等建築工事安全対策委員会 報告書について

３）平成 31年度の検討ෆᐜ等について 

ձ 屋根・屋上等の➃・㛤ཱྀ部からの墜落災害防止対策について

ղ 木造家屋建築工事における⥲合的墜落災害防止対策について

㸲）ࡑの௚

ە 㓄ᕸ㈨ᩱ

㈨ᩱθ２㸫㸯

㈨ᩱθ２㸫２  

㈨ᩱθ２㸫３  

第�1ᅇ木建合同委員会議事要᪨（᱌）及び第２ᅇᑓ㛛部会 

議事要᪨（᱌）について 

平成�30年度 木造家屋等建築工事安全対策委員会 報告書 

建設業における墜落・転落防止対策の඘実強化に関する実ົ者会合 

࠙ཌ生労働省㈨ᩱࠚ 

㈨ᩱθ２㸫㸲  木造家屋建築工事における⥲合的墜落災害防止対策について 

主な検討ෆᐜ

・平成�30 年度 木造家屋等建築工事安全対策委員会 検討結果報告について

㍈⤌作業時における墜落・転落災害防止対策ᑓ㛛部会検討結果（ูῧ２）を報告し、

ᢎㄆࡉれた。

・平成�31 年度の検討ෆᐜ等について

屋根・屋上等の➃・㛤ཱྀ部からの墜落災害防止対策等について検討することとした。

ە 㓄付㈨ᩱ
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ࡅ࠾࡟工ἲࢡࢵࣟࣈᘧ安全࣮ࣝࣞࢻ࢖ࣛࢫ ❶２➨

 安全ᛶの᳨ドࡿ

１．᳨ドのㄢ㢟 

平成 29年度の検討結果により墜落・㐃⤡防止対策を☜❧していࡃ上で検討が必用

な事㡯等として、ୗグの㸲つの事㡯がᣲࡆられた。 

（㸯）作業性について

（作業時の安全ࣈロࢡࢵの᥃け᭰࠼ᡭ㡰等） 

（２）㊊場のᵓ造について 

（墜落時の㊊場の強度の☜ㄆ等） 

（３）安全ࣈロࢡࢵの強度について 

（〇造࣓ー࢝ーが᝿定していない౑用方ἲにおける強度の☜ㄆ等） 

（㸲）ࣁーࢿスᆺ安全ᖏについて 

 （スᆺ安全ᖏの⾪ᧁⲴ㔜、落ୗ㊥㞳の☜ㄆ等ࢿーࣁルࣇ）

上グ事㡯を検ドするため、平成 30年度では図２㸫㸯に示すような実物኱の㊊場に

よるモデル実験を行うこととした。ල体的な☜ㄆ事㡯としてはୗグの㸲つである。 

（㸯）㊊場の๛性及び強度 

（２）安全ࣈロࢡࢵの強度及びロࢡࢵのྍྰ

（３）落ୗ㊥㞳

（㸲）ே体へのᙳ㡪

図２㸫㸯 モデル実験の概要
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⏬ᐇ㦂のィࣝࢹࣔ．２

㸯）実験年月日

平成 31年 10月 30日（ⅆ）～31日（Ỉ）

２）実験場ᡤ

ᰴᘧ会♫ᮾி㹀㹉㊊場 本♫（༓ⴥ県⯪ᶫᕷⰪᒣ 2-14-11）

３）目的

今ᅇの実験目的は、実物኱の模ᨃ設ഛを用い、㍈⤌作業時の安全性（強度をྵめ）の検ド

を行い、ࡑの結果から、ㄢ題等をᢳฟし今後の方向性を☜ㄆするために実施するものである。

㸲）実験ෆᐜ

実物኱の㊊場の上層部に対ᓖ状ែに２本のỈ平ࣞールを並行に設置し、ࡑのࣞールにࡑ

れࡒれ⁥㌴を௓して安全ࣈロࢡࢵを取り付ける。ࡑの後、落ୗ体に用いるトルࢯー（ே体ࢲ

部の⫼、ࡏࡉ╔スᆺ安全ᖏを装ࢿーࣁルࣇー）に࣑ D環（㐃結࣋ルト付の場合は O環）に安

全ࣈロࢡࢵのࢡࢵࣇを㐃結ࡏࡉる。

この状ែにおいて、落ୗ体を自⏤落ୗࡏࡉた時の㊊場の状況、ே体にຍࢃるⲴ㔜、安全ࣈ

ロࢡࢵにຍࢃるⲴ㔜及び落ୗ体の落ୗ㊥㞳を 定する。

(㸯)概要

ձ 安全ࣈロࢡࢵ等の設置（図２㸫２）

図２㸫２ 安全ࣈロࢡࢵ等の設置状況
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➨２❶ ࡅ࠾࡟工ἲࢡࢵࣟࣈᘧ安全࣮ࣝࣞࢻ࢖ࣛࢫ

安全ᛶの᳨ドࡿ

１．᳨ドのㄢ㢟

平成 29年度の検討結果により墜落・㐃⤡防止対策を☜❧していࡃ上で検討が必用

な事㡯等として、ୗグの㸲つの事㡯がᣲࡆられた。

（㸯）作業性について

（作業時の安全ࣈロࢡࢵの᥃け᭰࠼ᡭ㡰等）

（２）㊊場のᵓ造について

（墜落時の㊊場の強度の☜ㄆ等）

（３）安全ࣈロࢡࢵの強度について

（〇造࣓ー࢝ーが᝿定していない౑用方ἲにおける強度の☜ㄆ等）

（㸲）ࣁーࢿスᆺ安全ᖏについて

（スᆺ安全ᖏの⾪ᧁⲴ㔜、落ୗ㊥㞳の☜ㄆ等ࢿーࣁルࣇ）

上グ事㡯を検ドするため、平成 30年度では図２㸫㸯に示すような実物኱の㊊場に

よるモデル実験を行うこととした。ල体的な☜ㄆ事㡯としてはୗグの㸲つである。

（㸯）㊊場の๛性及び強度

（２）安全ࣈロࢡࢵの強度及びロࢡࢵのྍྰ

（３）落ୗ㊥㞳

（㸲）ே体へのᙳ㡪

図２㸫㸯 モデル実験の概要
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 ⏬ᐇ㦂のィࣝࢹࣔ．２

㸯）実験年月日

平成 31 年 10月 30日（ⅆ）～31日（Ỉ） 

２）実験場ᡤ

ᰴᘧ会♫ᮾி㹀㹉㊊場 本♫（༓ⴥ県⯪ᶫᕷⰪᒣ 2-14-11）

３）目的

 今ᅇの実験目的は、実物኱の模ᨃ設ഛを用い、㍈⤌作業時の安全性（強度をྵめ）の検ド

を行い、ࡑの結果から、ㄢ題等をᢳฟし今後の方向性を☜ㄆするために実施するものである。 

㸲）実験ෆᐜ

実物኱の㊊場の上層部に対ᓖ状ែに２本のỈ平ࣞールを並行に設置し、ࡑのࣞールにࡑ

れࡒれ⁥㌴を௓して安全ࣈロࢡࢵを取り付ける。ࡑの後、落ୗ体に用いるトルࢯー（ே体ࢲ

部の⫼、ࡏࡉ╔スᆺ安全ᖏを装ࢿーࣁルࣇー）に࣑ D環（㐃結࣋ルト付の場合は O環）に安

全ࣈロࢡࢵのࢡࢵࣇを㐃結ࡏࡉる。 

この状ែにおいて、落ୗ体を自⏤落ୗࡏࡉた時の㊊場の状況、ே体にຍࢃるⲴ㔜、安全ࣈ

ロࢡࢵにຍࢃるⲴ㔜及び落ୗ体の落ୗ㊥㞳を 定する。

(㸯)概要

ձ 安全ࣈロࢡࢵ等の設置（図２㸫２）

図２㸫２ 安全ࣈロࢡࢵ等の設置状況 
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ղ モデル㊊場の設置

  主な᮲௳は௨ୗのとおりとし、ヲ⣽な図面は図２㸫３とする。 

࢔ と（㸵．㸶㸳㹫ࡉ㸲スパン�㸴スパン 高）び⥭結ᘧ㊊場による本㊊場ࡉࡃ

する。

イ ⅆᡴࡕをࣈࢲルで設置する。

࢘ スࣛイࢻᘧࣞールを設置する。

࢚ ルトにᅛ定す࢓ࣇス࢔ルトにより࣎ー࢝ン࢔ース㔠ලのྎᯈは࣋キᆺࢵࣕࢪ

る。
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ࢆᘧቒⴠ㜵Ṇჾල࣮ࢱࢡࣛࢺࣜ 2ಶ౑⏝ࡓࡋቒⴠ㜵Ṇ⿦置のⴠୗヨ㦂⤖ᯝ

ヨ験方ἲ No 㡯目 ヨ験結果 ⾪ᧁⲴ㔜Ἴᙧ ヨ験状ែ

・トルࢯー㉁㔞㸸85kg
付きࣂーࢯࣈ࢔ࢡࢵࣙࢩ㸸ࢡࢵロࣈル࣋・

1

⾪ᧁⲴ㔜

ᕥഃ ２．㸶㸷kN

(落ୗ๓)

（落ୗ後）

ྑഃ ２．㸴㸶kN

のࢡࢵロࣈル࣋

ロࢡࢵの

ྍྰ

ᕥഃ ྍ

ྑഃ ྍ

ルト⧞りฟ࣋

し㔞

ᕥഃ 㸴㸲㸳ੈ

ྑഃ 㸲０㸷ੈ

ࣈ࢔ࢡࢵࣙࢩ

の㛤きࣂーࢯ

ᕥഃ 㸯３０ੈ

ྑഃ ２㸳ੈ

落ୗ㊥㞳 㸯３㸷０ੈ

2

⾪ᧁⲴ㔜

ᕥഃ ２．㸶㸴kN

（落ୗ๓）

（落ୗ後）

ྑഃ ２．㸲㸶kN

のࢡࢵロࣈル࣋

ロࢡࢵの

ྍྰ

ᕥഃ ྍ

ྑഃ ྍ

ルト⧞りฟ࣋

し㔞

ᕥഃ 㸴㸴０ੈ

ྑഃ 㸲㸴㸳ੈ

ࣈ࢔ࢡࢵࣙࢩ

の㛤きࣂーࢯ

ᕥഃ 㸯２㸳ੈ

ྑഃ 㸴０ੈ

落ୗ㊥㞳 㸯３㸷０ੈ
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図２㸫３ モデル㊊場の図面
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(２)条件等

落下体を自由落下させる位置としては、図２－４（詳細については、図２－５）に示す

とおり、３パターンとし、落下高さ（地面とトルソーの脚部先端までの距離）については

図２－６のとおり、二階床上（３ｍ）及び小屋梁上（６ｍ）とする。実験の基本パターン

は表２－１に示すとおり。

なお、時間によっては、表２－２に示す追加パターンを実施するものとする。

図２－４ パターンの構成

図２－５ パターン構成の詳細



― 45 ―45

(２)᮲௳等

落ୗ体を自⏤落ୗࡏࡉる఩置としては、図２㸫㸲（ヲ⣽については、図２㸫㸳）に示す

とおり、３パࢱーンとし、落ୗ高ࡉ（地面とトルࢯーの⬮部ඛ➃までの㊥㞳）については

図２㸫㸴のとおり、஧㝵ᗋ上（３㹫）及び小屋ᱱ上（㸴㹫）とする。実験の基本パࢱーン

は⾲２㸫㸯に示すとおり。 

  なお、時㛫によっては、⾲２㸫２に示す㏣ຍパࢱーンを実施するものとする。 

図２㸫㸲 パࢱーンのᵓ成 

図２㸫㸳 パࢱーンᵓ成のヲ⣽ 
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図２㸫㸴 落ୗ๓の高ࡉのᵓ成図 

⾲２㸫㸯 モデル実験の基本パࢱーン

パࢱーン 安全ࣈロࢡࢵ（⁥㌴）ࢵࢭト఩置 ヨ験体落ୗ高ࡉ 

1-1 ▷ᡭ方向 ࢞イࣞࢻール୰㛫部 ஧㝵ᗋ上⣙３㹫 

1-2 ▷ᡭ方向 ࢞イࣞࢻール୰㛫部 小屋ᱱ上⣙㸴㹫 

1-1-Ș ▷ᡭ方向 ࢞イࣞࢻール୰㛫部 ஧㝵ᗋ上⣙３㹫 

1-2-Ș ▷ᡭ方向 ࢞イࣞࢻール୰㛫部 小屋ᱱ上⣙㸴㹫 

2-1 ▷ᡭ方向 ࢞イࣞࢻール➃部 ஧㝵ᗋ上⣙３㹫 

2-2 ▷ᡭ方向 ࢞イࣞࢻール➃部 小屋ᱱ上⣙㸴㹫 

3-1 長ᡭ方向 ࢞イࣞࢻール୰㛫部 ஧㝵ᗋ上⣙３㹫 

3-2 長ᡭ方向 ࢞イࣞࢻール୰㛫部 小屋ᱱ上⣙㸴㹫 

3-1-Ș 長ᡭ方向 ࢞イࣞࢻール୰㛫部 ஧㝵ᗋ上⣙３㹫 

3-2-Ș 長ᡭ方向 ࢞イࣞࢻール୰㛫部 小屋ᱱ上⣙㸴㹫 

ὀ）ヲ⣽は、図２㸫㸲、図２㸫㸳、図２㸫㸴を参↷

３㹫 

㸴㹫 
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⾲２㸫２ ㏣ຍパࢱーン

パࢱーン ෆᐜ

᮲௳㸯 安全ࣈロࢡࢵのྞりゅ度をኚ᭦（図２㸫㸵）

᮲௳２ ⅆᡴࡕを２本から㸯本にኚ᭦

᮲௳３ ルトを全て外す࣎ー࢝ン࢔ースをᅛ定している࣋キࢵࣕࢪ

᮲௳㸲 ㊊場のᘬっᙇり強度ィ 

図２㸫㸵 落ୗ๓の落ୗ高ࡉ及びྞりゅ度の概␎図

３㹫

㸴㹫
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図２㸫㸴 落ୗ๓の高ࡉのᵓ成図

⾲２㸫㸯 モデル実験の基本パࢱーン

パࢱーン 安全ࣈロࢡࢵ（⁥㌴）ࢵࢭト఩置 ヨ験体落ୗ高ࡉ

1-1 ▷ᡭ方向 ール୰㛫部ࣞࢻイ࢞ ஧㝵ᗋ上⣙３㹫

1-2 ▷ᡭ方向 ール୰㛫部ࣞࢻイ࢞ 小屋ᱱ上⣙㸴㹫

1-1-Ș ▷ᡭ方向 ール୰㛫部ࣞࢻイ࢞ ஧㝵ᗋ上⣙３㹫

1-2-Ș ▷ᡭ方向 ール୰㛫部ࣞࢻイ࢞ 小屋ᱱ上⣙㸴㹫

2-1 ▷ᡭ方向 ール➃部ࣞࢻイ࢞ ஧㝵ᗋ上⣙３㹫

2-2 ▷ᡭ方向 ール➃部ࣞࢻイ࢞ 小屋ᱱ上⣙㸴㹫

3-1 長ᡭ方向 ール୰㛫部ࣞࢻイ࢞ ஧㝵ᗋ上⣙３㹫

3-2 長ᡭ方向 ール୰㛫部ࣞࢻイ࢞ 小屋ᱱ上⣙㸴㹫

3-1-Ș 長ᡭ方向 ール୰㛫部ࣞࢻイ࢞ ஧㝵ᗋ上⣙３㹫

3-2-Ș 長ᡭ方向 ール୰㛫部ࣞࢻイ࢞ 小屋ᱱ上⣙㸴㹫

ὀ）ヲ⣽は、図２㸫㸲、図２㸫㸳、図２㸫㸴を参↷

３㹫

㸴㹫
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⾲２㸫２ ㏣ຍパࢱーン 

パࢱーン ෆᐜ 

᮲௳㸯 安全ࣈロࢡࢵのྞりゅ度をኚ᭦（図２㸫㸵） 

᮲௳２ ⅆᡴࡕを２本から㸯本にኚ᭦ 

᮲௳３ ࢵࣕࢪキ࣋ースをᅛ定している࢔ン࢝ー࣎ルトを全て外す 

᮲௳㸲 ㊊場のᘬっᙇり強度ィ  

図２㸫㸵 落ୗ๓の落ୗ高ࡉ及びྞりゅ度の概␎図 

３㹫 

㸴㹫 
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(３)ᡭ㡰等 

ձ ヨ験体をࢵࢭト（ึᅇのࡳ）  ２ 分 

ヨ験体にࣇルࣁーࢿスを装╔、ࢭンࢧーを௓して安全ࣈロࢡࢵからのストࣛࣉࢵ

２本を取り付けた D環にࢵࢭトする。   

ղ ヨ験体のつり上ࡆ  㸯 分 

にࢡࢵࣇーンのࣞࢡ D 環をかけ、ࣞࢡーンによりヨ験体をつり上ࡆ   

ͤつり上ࡆてヨ験体を落とす際のࢱࢡࢿࢥ等   

ճ ྛ✀ 定ᶵჾ・ࣅデ࢜等作動  ２ 分 

մ ヨ験体ษり㞳し  㸯 分 

   等による㐲㝸でのษり㞳しࢱࢡࢿࢥͤ

յ ヨ験体落ୗ、㟼止までᚅᶵ  ２ 分 

ն  定ᶵჾ・ࣅデ࢜等೵止  㸯 分 

 

௨上ղ～նまで行う、なお、必要をぢて⧞り㏉し  㸴 分（小ィ） 

 

շ 状況☜ㄆ  10 分 

   ㊊場ྛ部の状況（㊊場上にて☜ㄆ） ࢔

ᢡれ、ட⿣等の᭷↓の☜ㄆ、㊊場の建地㛫のィ により᭤がりの᭷↓を☜ㄆ 

  

イ スࣛイࣞࢻール、⁥㌴の状況（㊊場上にて☜ㄆ）   

ᦆയ、᭤がり、᥋合状況等   

ո ヨ験体を地上にୗࢁす  ２ 分 

ローࣜン࣡ࢱࢢー等の上からࣞࢡーンのࢡࢵࣇに᥃けて、安全ࣈロࢡࢵのスࣜン

   から外すࢢ

չ 状況☜ㄆ  㸲 分 

   の状況（地上にて☜ㄆ）ࢢのスࣜンࡑ及びࢡࢵロࣈ安全 ࢔

スࣜンࢢのட⿣、ᦆയの᭷↓、安全ࣈロࢡࢵの動作☜ㄆ   

イ ࣇルࣁーࢿスの状況（地上にて☜ㄆ）   

   ↓ルト等のᦆയ、ட⿣等の᭷࣋

 

շ～չはパࢱーン⤊஢時に必要をぢて実施する  24分(合ィ) 
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㸳）ィ ෆᐜ 

ྛパࢱーンについて、⾲２㸫３に示すෆᐜをィ する。 

 

⾲２㸫３ ィ 事㡯 

㡯目 検ド᮲௳㸯 検ド᮲௳２ 

作業఩置 㸯層目の場合 ２層目の場合 

安全ࣈロࢡࢵ

にຍࢃるⲴ㔜 

θ㸯   

θ２   

トルࢯーにຍࢃるⲴ㔜   

落ୗ㊥㞳   

ྛ部状ែ 

・㊊場の状ែ 

 

・安全ࣈロࢡࢵの作動状ែ 

 

・トルࢯーのゅ度 

 

・᧯作状ែ 

  

ഛ 考   
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(３)ᡭ㡰等

ձ ヨ験体をࢵࢭト（ึᅇのࡳ） ２ 分

ヨ験体にࣇルࣁーࢿスを装╔、ࢭンࢧーを௓して安全ࣈロࢡࢵからのストࣛࣉࢵ

２本を取り付けた D環にࢵࢭトする。

ղ ヨ験体のつり上ࡆ 㸯 分

にࢡࢵࣇーンのࣞࢡ D環をかけ、ࣞࢡーンによりヨ験体をつり上ࡆ

ͤつり上ࡆてヨ験体を落とす際のࢱࢡࢿࢥ等

ճ ྛ✀ 定ᶵჾ・ࣅデ࢜等作動 ２ 分

մ ヨ験体ษり㞳し 㸯 分

等による㐲㝸でのษり㞳しࢱࢡࢿࢥͤ

յ ヨ験体落ୗ、㟼止までᚅᶵ ２ 分

ն  定ᶵჾ・ࣅデ࢜等೵止 㸯 分

௨上ղ～նまで行う、なお、必要をぢて⧞り㏉し 㸴 分（小ィ）

շ 状況☜ㄆ 10 分

࢔ ㊊場ྛ部の状況（㊊場上にて☜ㄆ）

ᢡれ、ட⿣等の᭷↓の☜ㄆ、㊊場の建地㛫のィ により᭤がりの᭷↓を☜ㄆ

イ スࣛイࣞࢻール、⁥㌴の状況（㊊場上にて☜ㄆ）

ᦆയ、᭤がり、᥋合状況等

ո ヨ験体を地上にୗࢁす ２ 分

ローࣜン࣡ࢱࢢー等の上からࣞࢡーンのࢡࢵࣇに᥃けて、安全ࣈロࢡࢵのスࣜン

から外すࢢ

չ 状況☜ㄆ 㸲 分

࢔ 安全ࣈロࢡࢵ及びࡑのスࣜンࢢの状況（地上にて☜ㄆ）

スࣜンࢢのட⿣、ᦆയの᭷↓、安全ࣈロࢡࢵの動作☜ㄆ

イ スの状況（地上にて☜ㄆ）ࢿーࣁルࣇ

↓ルト等のᦆയ、ட⿣等の᭷࣋

շ～չはパࢱーン⤊஢時に必要をぢて実施する 24 分(合ィ)
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㸳）ィ ෆᐜ

ྛパࢱーンについて、⾲２㸫３に示すෆᐜをィ する。 

⾲２㸫３ ィ 事㡯 

㡯目 検ド᮲௳㸯 検ド᮲௳２ 

作業఩置 㸯層目の場合 ２層目の場合 

安全ࣈロࢡࢵ

にຍࢃるⲴ㔜 

θ㸯 

θ２ 

トルࢯーにຍࢃるⲴ㔜

落ୗ㊥㞳 

ྛ部状ែ 

・㊊場の状ែ

・安全ࣈロࢡࢵの作動状ែ

・トルࢯーのゅ度

・᧯作状ែ

ഛ 考 
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㸴）参考

実験に用いる部材・ᶵ材等 

(㸯)㊊場部材等

ձ ㊊場部材のᩘ㔞及び㔜㔞等

名⛠ ᆺᘧ 㔜㔞（kg） ᩘ㔞(ಶ) 㔜㔞合ィ（kg） 

支ᰕ TB-A(L3800) 8.8 40 352.0 

TB-C(L1900) 4.5 40 180.0 

TB-D(L950) 2.3 32 73.6 

TB-DG(L1095) 2.9 43 124.7 

㋃ᯈ TB-F1418 4.4 24 105.6 

TB-F14135 3.9 16 62.4 

TB-KF3418 8.9 43 382.7 

ᕸ材 TB-T18 3.2 215 688 

TB-T12 2.2 6 13.2 

TB-T06 1.3 23 29.9 

TB-T045 1.0 48 48.0 

TB-T135 2.8 24 67.2 

 ト TB-B45 1.7 50 85.0ࢵࢣࣛࣈ

トࢵࢣࣛࣈࢿࣁ TB-HB60Nϩ(㺘㺭㺣㺚) 2.3 3 6.9 

根入れࢵࣕࢪキ TB-NJ 1.7 40 68.0 

➽஺い TB-ST18 3.8 32 121.6 

㝵ẁ TB-K18L 7.0 3 21.0 

TB-K18R 7.0 3 21.0 

㝵ẁ（㋃ᯈ） TB-F24045N(ⷧᆺ) 2.3 21 48.3 

ⅆᡴ TB-HI30 4.3 4 17.2 

TB-HI16 2.6 4 10.4 

全㔜㔞合ィ 2,526.7 

ղ ルトの✀㢮等࣎ー࢝ン࢔

  ༢఩:mm ༢఩:KN 

ရ名㸭ࢱイࡌࡡ ࣉの࿧び 外ᚄ ᇙ㎸ࡳ長ࡉ ✸Ꮝᚄ 
最኱Ⲵ㔜 

ᘬᙇ ᩿ࢇࡏ 

ー࢝ン࢔ール࢜

ࣉイࢱ C
M10 10 30 10.5 7.2 15.7 
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(２)墜落㜼止ჾල等

安全ࣈロࢡࢵ（最኱㏦りฟし長ࡉ㸸15㹫） ポ࣐ࣜー࢔ࢠ〇㸸F5SF2/LR15 㸲ಶ

（ࢬイࢧS）スᆺ安全ᖏࢿーࣁルࣇ ポ࣐ࣜー࢔ࢠ〇㸸3PH-80D-W ２ಶ

㐃結࣋ルト（長ࡉ㸸500ੈ、㔜㔞 170ά） ポ࣐ࣜー࢔ࢠ〇㸸KE-8 ３本

㐃結࣋ルト（ࢯࣈ࢔ࢡࢵࣙࢩーࣂーᶵ⬟付き） ポ࣐ࣜー࢔ࢠ〇㸸KBE-8 10本

(３)ィ ᶵჾ等

ローࢭࢻル（ヲ⣽は図２㸫㸶を参↷） ３ಶ

ィ ᶵ 㸯ྎ

PC 㸯ྎ

図２㸫㸶 ローࢭࢻルの௙ᵝ

(㸲)ࡑの௚

落体（ヲ⣽は図２㸫㸷を参↷） 㸯ಶ

スࣛイࣞࢻール（ヲ⣽は図２㸫10を参↷） 10本

ーンࣞࢡ 㸯ྎ

ࢼࣅࣛ࢝ 㸲ಶ

ษり㞳し㔠ල 㸯ಶ

࣓ࣛ࢝࢜デࣅ 㸯ྎ

ィ テーࣉ 㸯本

㟁工࣒ࣛࢻ ２ಶ

ୗࡆ᣺り 10ಶ

定᱁㸸20㹩N ㉁㔞㸸475㹥 ᭷ຠࢳࢵࣆ㸸100㹫㹫

᭷ຠࢳࢵࣆ

取付用ࢡࢵࣇ



― 51 ―50

㸴）参考

実験に用いる部材・ᶵ材等

(㸯)㊊場部材等

ձ ㊊場部材のᩘ㔞及び㔜㔞等

名⛠ ᆺᘧ 㔜㔞（kg） ᩘ㔞(ಶ) 㔜㔞合ィ（kg）

支ᰕ TB-A(L3800) 8.8 40 352.0

TB-C(L1900) 4.5 40 180.0

TB-D(L950) 2.3 32 73.6

TB-DG(L1095) 2.9 43 124.7

㋃ᯈ TB-F1418 4.4 24 105.6

TB-F14135 3.9 16 62.4

TB-KF3418 8.9 43 382.7

ᕸ材 TB-T18 3.2 215 688

TB-T12 2.2 6 13.2

TB-T06 1.3 23 29.9

TB-T045 1.0 48 48.0

TB-T135 2.8 24 67.2

トࢵࢣࣛࣈ TB-B45 1.7 50 85.0

トࢵࢣࣛࣈࢿࣁ TB-HB60Nϩ(㺘㺭㺣㺚) 2.3 3 6.9

根入れࢵࣕࢪキ TB-NJ 1.7 40 68.0

➽஺い TB-ST18 3.8 32 121.6

㝵ẁ TB-K18L 7.0 3 21.0

TB-K18R 7.0 3 21.0

㝵ẁ（㋃ᯈ） TB-F24045N(ⷧᆺ) 2.3 21 48.3

ⅆᡴ TB-HI30 4.3 4 17.2

TB-HI16 2.6 4 10.4

全㔜㔞合ィ 2,526.7

ղ ルトの✀㢮等࣎ー࢝ン࢔

༢఩:mm

༢఩:KN

ရ名㸭ࢱイࣉ の࿧びࡌࡡ 外ᚄ ᇙ㎸ࡳ長ࡉ ✸Ꮝᚄ
最኱Ⲵ㔜

ᘬᙇ ᩿ࢇࡏ

ー࢝ン࢔ール࢜

ࣉイࢱ C
M10 10 30 10.5 7.2 15.7
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(２)墜落㜼止ჾල等

安全ࣈロࢡࢵ（最኱㏦りฟし長ࡉ㸸15㹫） ポ࣐ࣜー࢔ࢠ〇㸸F5SF2/LR15 㸲ಶ 

スᆺ安全ᖏ（Sࢿーࣁルࣇ （ࢬイࢧ ポ࣐ࣜー࢔ࢠ〇㸸3PH-80D-W ２ಶ 

㐃結࣋ルト（長ࡉ㸸500ੈ、㔜㔞 170ά） ポ࣐ࣜー࢔ࢠ〇㸸KE-8 ３本 

㐃結࣋ルト（ࢯࣈ࢔ࢡࢵࣙࢩーࣂーᶵ⬟付き） ポ࣐ࣜー࢔ࢠ〇㸸KBE-8 10本 

(３)ィ ᶵჾ等

ローࢭࢻル（ヲ⣽は図２㸫㸶を参↷） ３ಶ 

ィ ᶵ 㸯ྎ 

PC 㸯ྎ 

図２㸫㸶 ローࢭࢻルの௙ᵝ 

(㸲)ࡑの௚

落体（ヲ⣽は図２㸫㸷を参↷） 㸯ಶ 

スࣛイࣞࢻール（ヲ⣽は図２㸫10を参↷） 10本 

ーンࣞࢡ 㸯ྎ 

ࢼࣅࣛ࢝ 㸲ಶ 

ษり㞳し㔠ල 㸯ಶ 

 㸯ྎ ࣓ࣛ࢝࢜デࣅ

ィ テーࣉ 㸯本 

㟁工２ ࣒ࣛࢻಶ 

ୗࡆ᣺り 10ಶ 

定᱁㸸20㹩N ㉁㔞㸸475㹥  ᭷ຠࢳࢵࣆ㸸100㹫㹫 

᭷ຠࢳࢵࣆ

取付用ࢡࢵࣇ
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図２㸫㸷 トルࢯーの௙ᵝ 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２㸫10 スࣛイࣞࢻールの௙ᵝ 

 

㉁㔞 85 ਻ 
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 ３．ᐇ㦂ᙜ᪥のෆᐜ等 

  平成30年10月30日及び31日にモデル実験を実施した。当日、委員等の意ぢ等によりモデル

実験ィ⏬の᮲௳等の一部をኚ᭦した。ኚ᭦ෆᐜについては、௨ୗに示すとおりである。 

 

 (㸯)㊊場のᵓ成について 

墜落を㜼止した際の⾪ᧁに対して㊊場へのᙳ㡪がよりཝしい᮲௳とするため、ⅆᡴࡕ及び

᪼㝆設ഛを᧔ཤすることとした。また、ኚ᭦した㊊場を᭦に建地を㸯㹫高ࡃした場合、ኚ᭦

した㊊場を᭦に建地を㸯㹫高ࡃした場合で㏵୰から㌺を㑊けるよう一ഃとした場合の３✀㢮

の㊊場において実験を行うこととした。 

ヲ⣽については、図２㸫11、図２㸫12、図２㸫13に示すとおりである。 

 

(２)墜落制止用ჾල等のᵓ成について 

今ᅇ、用意したࢯࣈ࢔ࢡࢵࣙࢩーࣂー付き㐃結࣋ルトの性⬟が୙᫂☜であったことからࣇ

ルࣁーࢿスと安全ࣈロࢡࢵを㐃結する際に、㐃結࣋ルトを㛫に⧅ࡄ場合及び㹂環に┤᥋⧅ࡄ

場合の２✀㢮において実験を行うようኚ᭦することとした。 

   㹂環に┤᥋⧅ࡄ場合は「ș」として示すこととした。 
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図２㸫㸷 トルࢯーの௙ᵝ 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２㸫10 スࣛイࣞࢻールの௙ᵝ 
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図２㸫11 モデル㊊場の図面（ኚ᭦∧㸯）
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図２㸫11 モデル㊊場の図面（ኚ᭦∧㸯） 57 図２㸫12 モデル㊊場の図面（ኚ᭦∧２）
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図２㸫13 モデル㊊場の図面（ኚ᭦∧３） 
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４．実験結果等

１）試験実施日

平成30年10月30日(火)～31日(水)

２）試験場所

株式会社 東京BK足場 本社

千葉県船橋市芝山2-14-11

３）関係者（敬称省略）

木造家屋等建築工事安全対策委員会

委員長 小林 謙二 職業能力開発機構短期大学校

軸組作業時における墜落・転落災害防止対策専門部会

座長 日野 泰道 （独）労働者健康安全機構 労働安全衛生総合研究所

委員 宗像 祐司 全国低層住宅労務安全協議会

栗山 武藏 （一社）全国低層住宅足場リース協会

北畠 隆 住友林業（㈱）

井上 均 日本安全帯研究会

オブザーバー

佃 修 （一社）全国低層住宅足場リース協会

栗山 拡人 （株）東京BK足場

協力者

藤井電工株式会社（計測関係）

株式会社東京BK足場（足場設置関係）

事務局 建設業労働災害防止協会

本山 謙治

堀田 光乃

内田 一也

澁谷 健一
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㸲．ᐇ㦂⤖ᯝ等 

㸯）ヨ験実施日

平成30年10月30日(ⅆ)～31日(Ỉ) 

２）ヨ験場ᡤ 

ᰴᘧ会♫ ᮾிBK㊊場 本♫ 

༓ⴥ県⯪ᶫᕷⰪᒣ2-14-11 

３）関係者（ᩗ⛠省␎） 

木造家屋等建築工事安全対策委員会 

 委員長 小ᯘ ㅬ஧ 職業⬟ຊ㛤発ᶵᵓ▷ᮇ኱学ᰯ

  ㍈⤌作業時における墜落・転落災害防止対策ᑓ㛛部会

  ᗙ長 日㔝 Ὀ道 （⊂）労働者೺ᗣ安全ᶵ  ɔ 労働安全⾨生⥲合研✲ᡤ

  委員 ᐀ീ ♸  ྖ  全ᅜ低層住宅労ົ安全協議会

   ᰩᒣ Ṋ⸝ （一♫）全ᅜ低層住宅㊊場ࣜース協会

   ໭␊  㝯  住཭ᯘ業（ओ）

   ஭上  ᆒ  日本安全ᖏ研✲会

ーࣂーࢨࣈ࢜  

   ఢ  修  （一♫）全ᅜ低層住宅㊊場ࣜース協会

ᰩᒣ ᣑே （ᰴ）ᮾிBK㊊場 
  協ຊ者

   ⸨஭㟁工ᰴᘧ会♫（ィ 関係）

ᰴᘧ会♫ᮾிBK㊊場（㊊場設置関係） 
事ົᒁ 建設業労働災害防止協会 

  本ᒣ ㅬ἞

  ᇼ⏣ ග஀ 

   ෆ⏣ 一ஓ

⃅㇂ ೺一 
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㸲）ヨ験目的

今ᅇのヨ験目的は、実規模の㊊場を用い安全ࣈロࢡࢵとࣇルࣁーࢿスを⤌ࡳ合ࡏࢃた安全対

策の安全性ࡸ性⬟についてヨ験を行い、ヨ験結果から今後の方向性ࡸㄢ題等をぢฟすために実

施するものである。

㸳）ヨ験方ἲと౪ヨရ

(㸯)ヨ験方ἲ

実作業に用いる㊊場を౑用し、ࡑの㊊場の最上層にスࣛイࣞࢻールを並行に対ᓖ状ែに設置

し、当ヱࣞールに⁥㌴を௓して安全ࣈロࢡࢵを取り付ける。一方、落ୗ体に用いるトルࢯー（㉁

㔞85㹩㹥）にࣇルࣁーࢿスを装╔ࡑ、ࡏࡉの⫼部のD環（ᡈいは㐃結࣋ルト）に安全ࣈロࢡࢵ

のࢡࢵࣇを㐃結ࡏࡉる。この状ែにおいて、ྛヨ験᮲௳に合ࡏࢃた高ࡉ（または఩置）にトル

 。るࡆーをྞり上ࢯ

。るⲴ㔜および落ୗ㊥㞳等を 定するࢃ部にຍྛࡏࡉーを落ୗࢯたトルࡆの後、ྞり上ࡑ

㊊場の全ᬒ ーの全ᬒ࣑ࢲ

ィ ჾの全ᬒ

63

(２)トルࢯーとローࢭࢻルの௙ᵝについて

今ᅇのヨ験で用いたトルࢯーとローࢭࢻルの௙ᵝ（ᙧ状）をୗ図に示す。

(３)౪ヨရ

今ᅇのヨ験で用いた౪ヨရを示す。

（ഛ考）スࣛイࣞࢻールおよび取付㔠ලは㝖ࡃ。

㉁㔞85਻ 定᱁㸸20㹩N ㉁㔞㸸475㹥 ᭷ຠࢳࢵࣆ㸸100㹫㹫

ࢺࣝ࣋⤖㐃ࢫࢿ࣮ࣁࣝࣇ

㛗ࡉ㸸500mm

㔜㔞㸸170g

安全ࢡࢵࣟࣈ

᭱኱㏦ࡾฟࡋ㛗15ࡉ㹫

᭷ຠࢳࢵࣆ

取付用ࢡࢵࣇ
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㸲）ヨ験目的
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㊊場の全ᬒ ーの全ᬒ࣑ࢲ
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(２)トルࢯーとローࢭࢻルの௙ᵝについて

今ᅇのヨ験で用いたトルࢯーとローࢭࢻルの௙ᵝ（ᙧ状）をୗ図に示す。

(３)౪ヨရ

今ᅇのヨ験で用いた౪ヨရを示す。

（ഛ考）スࣛイࣞࢻールおよび取付㔠ලは㝖ࡃ。

㉁㔞85਻ 定᱁㸸20㹩N ㉁㔞㸸475㹥  ᭷ຠࢳࢵࣆ㸸100㹫㹫

ࢺࣝ࣋⤖㐃ࢫࢿ࣮ࣁࣝࣇ

㛗ࡉ㸸500mm

㔜㔞㸸170g

安全ࢡࢵࣟࣈ

᭱኱㏦ࡾฟࡋ㛗15ࡉ㹫
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㸴）ヨ験結果

(㸯)パࢱーン㸯-㸯

௳ヨ験᮲ڦ

・▷スパンഃ 7200ੈ

・トルࢯー㉁㔞 85਻

・トルࢯーྞり上ࡆ高ࡉ ３㹫（஧㝵ᗋ）

・トルࢯーྞり上ࡆ఩置 ▷スパンの୰ኸ部

・㐃結࣋ルト ᭷

（ールの୰ኸ部ࣞࢻスࣛイ）の取付఩置ࢡࢵロࣈ・

 ヨ験᮲௳の概␎図（ヲ⣽は図２㸫11）

┿ヨ験状ែの෗ڦ

落ୗ๓ 落ୗ後 トルࢯーの状ែ

ント࣓ࠞࢥࠝ

トルࢯーྞり上ࡆ఩置が、▷スパンഃの୰ኸでྞり上ࡆ高ࡉが３㹫の᮲௳では、ᕥྑの安

全ࣈロࢡࢵから⧞りฟࡉれたストࣛࣉࢵの成すゅ度はࡰ࡯┤ゅであった。

ྎ付け㸯ഃ

ྎ付け２ഃ

64

（ートࣕࢳ）ヨ験結果のⲴ㔜 定ڦ

ヨ験結果ڦ

㡯目
結 果

ྎ付け㸯ഃ ྎ付け２ഃ

るⲴ㔜ࢃにຍࢡࢵロࣈ

（最኱್）
2.98kN 2.10kN

ストࣛࣉࢵ⧞りฟし㔞

（制止後の್）
920ੈ 840ੈ

トルࢯーにຍࢃるⲴ㔜

（最኱್）
3.61kN

最኱落ୗ㊥㞳 1.8㹫

ント࣓ࠞࢥࠝ

トルࢯーにຍࢃる⾪ᧁⲴ㔜は 4kN をୗᅇり、落ୗ㊥㞳も 1.8㹫でトルࢯーの地面への฿達

（⾪✺）はᅇ㑊できた。
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㸴）ヨ験結果

(㸯)パࢱーン㸯-㸯

௳ヨ験᮲ڦ
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（ールの୰ኸ部ࣞࢻスࣛイ）の取付఩置ࢡࢵロࣈ・

ヨ験᮲௳の概␎図（ヲ⣽は図２㸫11）

┿ヨ験状ែの෗ڦ

落ୗ๓ 落ୗ後 トルࢯーの状ែ
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（ートࣕࢳ）ヨ験結果のⲴ㔜 定ڦ

ヨ験結果ڦ

㡯目 
結   果 

ྎ付け㸯ഃ ྎ付け２ഃ 

 るⲴ㔜ࢃにຍࢡࢵロࣈ

（最኱್） 
2.98kN 2.10kN 

ストࣛࣉࢵ⧞りฟし㔞 

（制止後の್） 
920  ੈ 840  ੈ

トルࢯーにຍࢃるⲴ㔜 

（最኱್） 
3.61kN 

最኱落ୗ㊥㞳 1.8㹫 

ント࣓ࢥࠝ  ࠞ

トルࢯーにຍࢃる⾪ᧁⲴ㔜は 4kN をୗᅇり、落ୗ㊥㞳も 1.8㹫でトルࢯーの地面への฿達

（⾪✺）はᅇ㑊できた。 
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(２) パࢱーン㸯-２

௳ヨ験᮲ڦ

・▷スパンഃ 7200ੈ

・トルࢯー㉁㔞 85਻

・トルࢯーྞり上ࡆ高ࡉ 㸴㹫（小屋ᱱ上）

・トルࢯーྞり上ࡆ఩置 ▷スパンの୰ኸ部

・㐃結࣋ルト ᭷

（ールの୰ኸ部ࣞࢻスࣛイ）の取付఩置ࢡࢵロࣈ・

 ヨ験᮲௳の概␎図（ヲ⣽は図２㸫11） 

┿ヨ験状ែの෗ڦ

落ୗ๓ 落ୗ後 

ント࣓ࢥࠝ  ࠞ

小屋ᱱ上の作業を᝿定したヨ験で、ࣈロࢡࢵのࢡࢵࣇを㐃結࣋ルトに᥋⥆すると、ࡑの᥋

⥆部の఩置はトルࢯーの㊊ୗ付㏆となった。 

  （落ୗ๓の෗┿参↷） 

ྎ付け㸯ഃ

ྎ付け２ഃ

66

（ートࣕࢳ）ヨ験結果のⲴ㔜 定ڦ

ヨ験結果ڦ

㡯目
結 果

ྎ付け㸯ഃ ྎ付け２ഃ

るⲴ㔜ࢃにຍࢡࢵロࣈ

（最኱್）
4.26kN 3.49kN

ストࣛࣉࢵ⧞りฟし㔞

（制止後の್）
360ੈ 410ੈ

トルࢯーにຍࢃるⲴ㔜

（最኱್）
4.53kN

最኱落ୗ㊥㞳 3.0㹫

ント࣓ࠞࢥࠝ

㐃結࣋ルトとࢡࢵࣇの᥋⥆఩置がトルࢯーの㊊もと付㏆になるため、自⏤落ୗ㊥㞳がቑຍ

しトルࢯーにຍࢃる⾪ᧁⲴ㔜が 4㹩Nを㉸࠼た。落ୗ㊥㞳は 3㹫となり、஧㝵ᗋの高ࡉが 3

㹫の場合は、஧㝵ᗋに฿達（⾪✺）するおࡑれがある。
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(２) パࢱーン㸯-２

௳ヨ験᮲ڦ

・▷スパンഃ 7200ੈ

・トルࢯー㉁㔞 85਻

・トルࢯーྞり上ࡆ高ࡉ 㸴㹫（小屋ᱱ上）

・トルࢯーྞり上ࡆ఩置 ▷スパンの୰ኸ部

・㐃結࣋ルト ᭷

（ールの୰ኸ部ࣞࢻスࣛイ）の取付఩置ࢡࢵロࣈ・

ヨ験᮲௳の概␎図（ヲ⣽は図２㸫11）

┿ヨ験状ែの෗ڦ

落ୗ๓ 落ୗ後

ント࣓ࠞࢥࠝ

小屋ᱱ上の作業を᝿定したヨ験で、ࣈロࢡࢵのࢡࢵࣇを㐃結࣋ルトに᥋⥆すると、ࡑの᥋

⥆部の఩置はトルࢯーの㊊ୗ付㏆となった。

（落ୗ๓の෗┿参↷）

ྎ付け㸯ഃ

ྎ付け２ഃ

66

（ートࣕࢳ）ヨ験結果のⲴ㔜 定ڦ

ヨ験結果ڦ

㡯目 
結   果 

ྎ付け㸯ഃ ྎ付け２ഃ 

 るⲴ㔜ࢃにຍࢡࢵロࣈ

（最኱್） 
4.26kN 3.49kN 

ストࣛࣉࢵ⧞りฟし㔞 

（制止後の್） 
360  ੈ 410  ੈ

トルࢯーにຍࢃるⲴ㔜 

（最኱್） 
4.53kN 

最኱落ୗ㊥㞳 3.0㹫 

ント࣓ࢥࠝ  ࠞ

㐃結࣋ルトとࢡࢵࣇの᥋⥆఩置がトルࢯーの㊊もと付㏆になるため、自⏤落ୗ㊥㞳がቑຍ

しトルࢯーにຍࢃる⾪ᧁⲴ㔜が 4㹩Nを㉸࠼た。落ୗ㊥㞳は 3㹫となり、஧㝵ᗋの高ࡉが 3

㹫の場合は、஧㝵ᗋに฿達（⾪✺）するおࡑれがある。 
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(３)パࢱーン㸯-２-ș 

௳ヨ験᮲ڦ

・▷スパンഃ 7200ੈ

・トルࢯー㉁㔞 85਻

・トルࢯーྞり上ࡆ高ࡉ 㸴㹫（小屋ᱱ上）

・トルࢯーྞり上ࡆ఩置 ▷スパンの୰ኸ部

・㐃結࣋ルト ↓し

（ールの୰ኸ部ࣞࢻスࣛイ）の取付఩置ࢡࢵロࣈ・

  ヨ験᮲௳の概␎図（ヲ⣽は図２㸫11） 

┿ヨ験状ែの෗ڦ

落ୗ๓ 落ୗ後 

ント࣓ࢥࠝ  ࠞ

㐃結࣋ルトを用いない場合は、同᮲௳͆ パࢱーン1-2（▷スパン、トルࢯーのྞ上ࡆ高ࡉ）͇

とẚ㍑すると、ࣈロࢡࢵのࢡࢵࣇ㐃結఩置は、トルࢯー⫼部（D環）付㏆であった。 

ྎ付け㸯ഃ

ྎ付け２ഃ

68

（ートࣕࢳ）ヨ験結果のⲴ㔜 定ڦ

ヨ験結果ڦ

㡯目
結 果

ྎ付け㸯ഃ ྎ付け２ഃ

るⲴ㔜ࢃにຍࢡࢵロࣈ

（最኱್）
4.66kN 3.66kN

ストࣛࣉࢵ⧞りฟし㔞

（制止後の್）
650㹫㹫 380㹫㹫

トルࢯーにຍࢃるⲴ㔜

（最኱್）
5.66kN

最኱落ୗ㊥㞳 2.6㹫

ント࣓ࠞࢥࠝ

㐃結࣋ルトを用いていないため、自⏤落ୗ㊥㞳が▷ࡃなり最኱落ୗ㊥㞳は2.6㹫となった。

この㊥㞳であれࡤ、஧㝵ᗋに฿達（⾪✺）するおࡑれはᅇ㑊できるとᛮࢃれる。一方トル

るⲴ㔜がࢃーにຍࢯ 5.66kN と高ࡃなった。㐃結࣋ルトの᭷↓が⾪ᧁⲴ㔜್にᙳ㡪してい

るとᛮࢃれる。
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67 
 

(３)パࢱーン㸯-２-ș 

 

 ௳ヨ験᮲ڦ

・▷スパンഃ 7200  ੈ

・トルࢯー㉁㔞 85਻ 

・トルࢯーྞり上ࡆ高ࡉ 㸴㹫（小屋ᱱ上） 

・トルࢯーྞり上ࡆ఩置 ▷スパンの୰ኸ部 

・㐃結࣋ルト ↓し 

 （ールの୰ኸ部ࣞࢻスࣛイ）の取付఩置ࢡࢵロࣈ・

 

 

 

                           ヨ験᮲௳の概␎図（ヲ⣽は図２㸫11） 

 

 ┿ヨ験状ែの෗ڦ

 

 

落ୗ๓ 落ୗ後 

ント࣓ࢥࠝ  ࠞ

㐃結࣋ルトを用いない場合は、同᮲௳͆ パࢱーン1-2（▷スパン、トルࢯーのྞ上ࡆ高ࡉ）͇

とẚ㍑すると、ࣈロࢡࢵのࢡࢵࣇ㐃結఩置は、トルࢯー⫼部（D環）付㏆であった。 

 

 

 

 

 

ྎ付け㸯ഃ 

ྎ付け２ഃ 
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 （ートࣕࢳ）ヨ験結果のⲴ㔜 定ڦ

 

 

 ヨ験結果ڦ

㡯目 
結   果 

ྎ付け㸯ഃ ྎ付け２ഃ 

 るⲴ㔜ࢃにຍࢡࢵロࣈ

（最኱್） 
4.66kN 3.66kN 

ストࣛࣉࢵ⧞りฟし㔞 

（制止後の್） 
650㹫㹫 380㹫㹫 

トルࢯーにຍࢃるⲴ㔜 

（最኱್） 
5.66kN 

最኱落ୗ㊥㞳 2.6㹫 

 

ント࣓ࢥࠝ  ࠞ

㐃結࣋ルトを用いていないため、自⏤落ୗ㊥㞳が▷ࡃなり最኱落ୗ㊥㞳は2.6㹫となった。

この㊥㞳であれࡤ、஧㝵ᗋに฿達（⾪✺）するおࡑれはᅇ㑊できるとᛮࢃれる。一方トル

るⲴ㔜がࢃーにຍࢯ 5.66kN と高ࡃなった。㐃結࣋ルトの᭷↓が⾪ᧁⲴ㔜್にᙳ㡪してい

るとᛮࢃれる。 
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(㸲)パࢱーン３-㸯 

 

 ௳ヨ験᮲ڦ

・長スパンഃ 10800  ੈ

・トルࢯー㉁㔞 85਻ 

・トルࢯーྞり上ࡆ高ࡉ 㸴㹫（小屋ᱱ上） 

・トルࢯーྞり上ࡆ఩置 長スパンഃの୰ኸ部 

・㐃結࣋ルト ᭷ 

 （ールの୰ኸ部ࣞࢻスࣛイ）の取付఩置ࢡࢵロࣈ・

 

 

                          ヨ験᮲௳の概␎図（ヲ⣽は図２㸫11） 

 

  ┿ヨ験状ែの෗ڦ

  

落ୗ๓ 落ୗ後 

 

スࣛイࣞࢻールのኚᙧ状ែ 

ント࣓ࢥࠝ  ࠞ

長スパンഃでトルࢯーのྞり上ࡆ఩置がスパン୰ኸ部の᮲௳では、ࣈロࢡࢵ཮方のストࣛ

 の成すゅ度が␎Ỉ平状ែになる。（落ୗ๓の෗┿参↷）ࣉࢵ

ྎ付け㸯ഃ 

ྎ付け２ഃ 

 

70 
 

 （ートࣕࢳ）ヨ験結果のⲴ㔜 定ڦ

 

 

 ヨ験結果ڦ

㡯目 
結   果 

ྎ付け㸯ഃ ྎ付け２ഃ 

 るⲴ㔜ࢃにຍࢡࢵロࣈ

（最኱್） 
4.82kN 5.20kN 

ストࣛࣉࢵ⧞りฟし㔞 

（制止後の್） 
610㹫㹫 800㹫㹫 

トルࢯーにຍࢃるⲴ㔜 

（最኱್） 
6.18kN 

最኱落ୗ㊥㞳 4.5㹫 

ント࣓ࢥࠝ  ࠞ

るⲴ㔜はቑຍഴࢃのྎ付け部にຍࢡࢵロࣈ࡝࡯ࡃの成すゅ度が、Ỉ平に㏆࡙ࣉࢵれのストࣛࡒれࡑ

向にある。ࡑのため、スࣛイࣞࢻールの୰ኸ部が15ੈ⛬度ኚᙧした。また、ストࣛࣉࢵの⧞りฟし

㔞も長ࡃなることで、最኱落ୗ㊥㞳がቑຍし、トルࢯーにຍࢃる⾪ᧁⲴ㔜್も高ࡃなった。 
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(㸲)パࢱーン３-㸯 

 

 ௳ヨ験᮲ڦ

・長スパンഃ 10800  ੈ

・トルࢯー㉁㔞 85਻ 

・トルࢯーྞり上ࡆ高ࡉ 㸴㹫（小屋ᱱ上） 

・トルࢯーྞり上ࡆ఩置 長スパンഃの୰ኸ部 

・㐃結࣋ルト ᭷ 

 （ールの୰ኸ部ࣞࢻスࣛイ）の取付఩置ࢡࢵロࣈ・

 

 

                          ヨ験᮲௳の概␎図（ヲ⣽は図２㸫11） 

 

  ┿ヨ験状ែの෗ڦ

  

落ୗ๓ 落ୗ後 

 

スࣛイࣞࢻールのኚᙧ状ែ 

ント࣓ࢥࠝ  ࠞ

長スパンഃでトルࢯーのྞり上ࡆ఩置がスパン୰ኸ部の᮲௳では、ࣈロࢡࢵ཮方のストࣛ

 の成すゅ度が␎Ỉ平状ែになる。（落ୗ๓の෗┿参↷）ࣉࢵ

ྎ付け㸯ഃ 

ྎ付け２ഃ 

 

70 
 

 （ートࣕࢳ）ヨ験結果のⲴ㔜 定ڦ

 

 

 ヨ験結果ڦ

㡯目 
結   果 

ྎ付け㸯ഃ ྎ付け２ഃ 

 るⲴ㔜ࢃにຍࢡࢵロࣈ

（最኱್） 
4.82kN 5.20kN 

ストࣛࣉࢵ⧞りฟし㔞 

（制止後の್） 
610㹫㹫 800㹫㹫 

トルࢯーにຍࢃるⲴ㔜 

（最኱್） 
6.18kN 

最኱落ୗ㊥㞳 4.5㹫 

ント࣓ࢥࠝ  ࠞ

るⲴ㔜はቑຍഴࢃのྎ付け部にຍࢡࢵロࣈ࡝࡯ࡃの成すゅ度が、Ỉ平に㏆࡙ࣉࢵれのストࣛࡒれࡑ

向にある。ࡑのため、スࣛイࣞࢻールの୰ኸ部が15ੈ⛬度ኚᙧした。また、ストࣛࣉࢵの⧞りฟし

㔞も長ࡃなることで、最኱落ୗ㊥㞳がቑຍし、トルࢯーにຍࢃる⾪ᧁⲴ㔜್も高ࡃなった。 
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(㸳)パࢱーン３-㸯-ș 

 

 ௳ヨ験᮲ڦ

・長スパンഃ 10800  ੈ

・トルࢯー㉁㔞 85਻ 

・トルࢯーྞり上ࡆ高ࡉ 㸴㹫（小屋ᱱ上） 

・トルࢯーྞり上ࡆ఩置 長スパンഃの୰ኸ 

・㐃結࣋ルト ↓し 

 （ールの୰ኸ部ࣞࢻスࣛイ）の取付఩置ࢡࢵロࣈ・

 

                          ヨ験᮲௳の概␎図（ヲ⣽は図２㸫11） 

 

 ┿ヨ験状ែの෗ڦ

 

 

落ୗ๓ 落ୗ後 

 

スࣛイࣞࢻールのኚᙧ状ែ 

ント࣓ࢥࠝ  ࠞ

長スパンഃでトルࢯーのྞり上ࡆ఩置がスパン୰ኸ部の᮲௳では、ࣈロࢡࢵ཮方のストࣛ

 の成すゅ度が␎Ỉ平状ែになる。（落ୗ๓の෗┿参↷）ࣉࢵ

 

ྎ付け㸯ഃ 

ྎ付け２ഃ  

72 
 

 （ートࣕࢳ）ヨ験結果のⲴ㔜 定ڦ

 

 

 ヨ験結果ڦ

㡯目 
結   果 

ྎ付け㸯ഃ ྎ付け２ഃ 

 るⲴ㔜ࢃにຍࢡࢵロࣈ

（最኱್） 
5.07kN  4.57kN 

ストࣛࣉࢵ⧞りฟし㔞 

（制止時の್） 
535㹫㹫 410㹫㹫 

トルࢯーにຍࢃるⲴ㔜 

（最኱್） 
6.44kN 

最኱落ୗ㊥㞳 3.5㹫 

ント࣓ࢥࠝ  ࠞ

㐃結࣋ルトを用いた場合とẚ㍑すると、最኱落ୗ㊥㞳は1㹫▷3.5ࡃ㹫となった。一方、ト

ルࢯーにຍࢃるⲴ㔜はഹかであるが（0.39㹩N）高ࡃなった。落ୗ㊥㞳は1㹫ᑡなࡃな3.5ࡃ

㹫となったが、஧㝵ᗋに฿達（⾪✺）する༴㝤性が考࠼られる。スࣛイࣞࢻールにኚᙧが

ㄆめられた。 
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71 
 

(㸳)パࢱーン３-㸯-ș 

 

 ௳ヨ験᮲ڦ

・長スパンഃ 10800  ੈ

・トルࢯー㉁㔞 85਻ 

・トルࢯーྞり上ࡆ高ࡉ 㸴㹫（小屋ᱱ上） 

・トルࢯーྞり上ࡆ఩置 長スパンഃの୰ኸ 

・㐃結࣋ルト ↓し 

 （ールの୰ኸ部ࣞࢻスࣛイ）の取付఩置ࢡࢵロࣈ・

 

                          ヨ験᮲௳の概␎図（ヲ⣽は図２㸫11） 

 

 ┿ヨ験状ែの෗ڦ

 

 

落ୗ๓ 落ୗ後 

 

スࣛイࣞࢻールのኚᙧ状ែ 

ント࣓ࢥࠝ  ࠞ

長スパンഃでトルࢯーのྞり上ࡆ఩置がスパン୰ኸ部の᮲௳では、ࣈロࢡࢵ཮方のストࣛ

 の成すゅ度が␎Ỉ平状ែになる。（落ୗ๓の෗┿参↷）ࣉࢵ

 

ྎ付け㸯ഃ 

ྎ付け２ഃ  

72 
 

 （ートࣕࢳ）ヨ験結果のⲴ㔜 定ڦ

 

 

 ヨ験結果ڦ

㡯目 
結   果 

ྎ付け㸯ഃ ྎ付け２ഃ 

 るⲴ㔜ࢃにຍࢡࢵロࣈ

（最኱್） 
5.07kN  4.57kN 

ストࣛࣉࢵ⧞りฟし㔞 

（制止時の್） 
535㹫㹫 410㹫㹫 

トルࢯーにຍࢃるⲴ㔜 

（最኱್） 
6.44kN 

最኱落ୗ㊥㞳 3.5㹫 

ント࣓ࢥࠝ  ࠞ

㐃結࣋ルトを用いた場合とẚ㍑すると、最኱落ୗ㊥㞳は1㹫▷3.5ࡃ㹫となった。一方、ト

ルࢯーにຍࢃるⲴ㔜はഹかであるが（0.39㹩N）高ࡃなった。落ୗ㊥㞳は1㹫ᑡなࡃな3.5ࡃ

㹫となったが、஧㝵ᗋに฿達（⾪✺）する༴㝤性が考࠼られる。スࣛイࣞࢻールにኚᙧが

ㄆめられた。 

 

 

 



― 74 ―

 

73 
 

(㸴)パࢱーン３-２ 

 

 ௳ヨ験᮲ڦ

・長スパンഃ 10800ੈ（1800×6スパン） 

・トルࢯー㉁㔞 85਻ 

・トルࢯーྞり上ࡆ高ࡉ 㸴㹫（小屋ᱱ上） 

・トルࢯーྞり上ࡆ఩置 長スパンഃの୰ኸ部 

・㐃結࣋ルト ᭷り 

 （ールの᥋⥆部ࣞࢻスࣛイ） の取付఩置ࢡࢵロࣈ・

 

 

 

                          ヨ験᮲௳の概␎図（ヲ⣽は図２㸫11） 

 

 ┿ヨ験状ែの෗ڦ

  

落ୗ๓ 落ୗ後 

 

ント࣓ࢥࠝ  ࠞ

長スパンഃでトルࢯーのྞり上ࡆ఩置がスࣛイࣞࢻールの᥋⥆部の᮲௳でも、ࣈロࢡࢵ཮

方のストࣛࣉࢵの成すゅ度が␎Ỉ平状ែになる。（落ୗ๓の෗┿参↷） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ྎ付け㸯ഃ 

ྎ付け２ഃ 
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 （ートࣕࢳ）ヨ験結果のⲴ㔜 定ڦ

 

 

 ヨ験結果ڦ

㡯目 
結   果 

ྎ付け㸯ഃ ྎ付け２ഃ 

 るⲴ㔜ࢃにຍࢡࢵロࣈ

（最኱್） 
4.56kN  3.85kN 

ストࣛࣉࢵ⧞りฟし㔞 

（制止後の್） 
740㹫㹫 780㹫㹫 

トルࢯーにຍࢃるⲴ㔜 

（最኱್） 
5.04kN 

最኱落ୗ㊥㞳 4.5㹫 

 

ント࣓ࢥࠝ  ࠞ

最኱落ୗ㊥㞳はパࢱーン 3-1の᮲௳（㐃結࣋ルト↓しで安全ࣈロࢡࢵ取付け఩置がスࣛイ

ール୰ኸ部）と同⛬度ࣞࢻ （್4.5㹫）であった。安全ࣈロࢡࢵにຍࢃるⲴ㔜はྎ付け2ഃ

で1.35㹩N低ࡃなった。また、トルࢯーにຍࢃる⾪ᧁⲴ㔜್も⣙1kN低ࡃなった。 
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(㸴)パࢱーン３-２ 

 

 ௳ヨ験᮲ڦ

・長スパンഃ 10800ੈ（1800×6スパン） 

・トルࢯー㉁㔞 85਻ 

・トルࢯーྞり上ࡆ高ࡉ 㸴㹫（小屋ᱱ上） 

・トルࢯーྞり上ࡆ఩置 長スパンഃの୰ኸ部 

・㐃結࣋ルト ᭷り 

 （ールの᥋⥆部ࣞࢻスࣛイ） の取付఩置ࢡࢵロࣈ・

 

 

 

                          ヨ験᮲௳の概␎図（ヲ⣽は図２㸫11） 

 

 ┿ヨ験状ែの෗ڦ

  

落ୗ๓ 落ୗ後 

 

ント࣓ࢥࠝ  ࠞ

長スパンഃでトルࢯーのྞり上ࡆ఩置がスࣛイࣞࢻールの᥋⥆部の᮲௳でも、ࣈロࢡࢵ཮

方のストࣛࣉࢵの成すゅ度が␎Ỉ平状ែになる。（落ୗ๓の෗┿参↷） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ྎ付け㸯ഃ 

ྎ付け２ഃ 
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 （ートࣕࢳ）ヨ験結果のⲴ㔜 定ڦ

 

 

 ヨ験結果ڦ

㡯目 
結   果 

ྎ付け㸯ഃ ྎ付け２ഃ 

 るⲴ㔜ࢃにຍࢡࢵロࣈ

（最኱್） 
4.56kN  3.85kN 

ストࣛࣉࢵ⧞りฟし㔞 

（制止後の್） 
740㹫㹫 780㹫㹫 

トルࢯーにຍࢃるⲴ㔜 

（最኱್） 
5.04kN 

最኱落ୗ㊥㞳 4.5㹫 

 

ント࣓ࢥࠝ  ࠞ

最኱落ୗ㊥㞳はパࢱーン 3-1の᮲௳（㐃結࣋ルト↓しで安全ࣈロࢡࢵ取付け఩置がスࣛイ

ール୰ኸ部）と同⛬度ࣞࢻ （್4.5㹫）であった。安全ࣈロࢡࢵにຍࢃるⲴ㔜はྎ付け2ഃ

で1.35㹩N低ࡃなった。また、トルࢯーにຍࢃる⾪ᧁⲴ㔜್も⣙1kN低ࡃなった。 
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(㸵)パࢱーン３-２-ș 

௳ヨ験᮲ڦ

・長スパンഃ 10800ੈ（1800×6スパン）

・トルࢯー㉁㔞 85਻

・トルࢯーྞり上ࡆ高ࡉ 㸴㹫（小屋ᱱ上）

・トルࢯーྞり上ࡆ఩置 長スパンഃの୰ኸ部

・㐃結࣋ルト ↓し

（ールの᥋⥆部ࣞࢻスࣛイ） の取付఩置ࢡࢵロࣈ・

   ヨ験᮲௳の概␎図（ヲ⣽は図２㸫11） 

┿ヨ験状ែの෗ڦ

落ୗ๓ 落ୗ後 

ント࣓ࢥࠝ  ࠞ

長スパンഃでトルࢯーのྞり上ࡆ఩置がスࣛイࣞࢻール᥋⥆部の᮲௳でも、ࣈロࢡࢵ཮方

のストࣛࣉࢵの成すゅ度が␎Ỉ平状ែになる。（落ୗ๓の෗┿参↷） 

ྎ付け㸯ഃ

ྎ付け２ഃ

76

（ートࣕࢳ）ヨ験結果のⲴ㔜 定ڦ

ヨ験結果ڦ

㡯目
結 果

ྎ付け㸯ഃ ྎ付け２ഃ

るⲴ㔜ࢃにຍࢡࢵロࣈ

（最኱್）
4.23kN 4.17kN

ストࣛࣉࢵ⧞りฟし㔞

（制止後の್）
520㹫㹫 655㹫㹫

トルࢯーにຍࢃるⲴ㔜

（最኱್）
4.60N

最኱落ୗ㊥㞳 3.4㹫

ント࣓ࠞࢥࠝ

ヨ験᮲௳3-2とẚ㍑すると、㐃結࣋ルトを用いていないので最኱落ୗ㊥㞳は3.2㹫（1.3㹫

ᑡない）となったが、஧㝵ᗋに฿達（⾪✺）する༴㝤性が考࠼られる。
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75 
 

(㸵)パࢱーン３-２-ș 

 

 ௳ヨ験᮲ڦ

・長スパンഃ 10800ੈ（1800×6スパン） 

・トルࢯー㉁㔞 85਻ 

・トルࢯーྞり上ࡆ高ࡉ 㸴㹫（小屋ᱱ上） 

・トルࢯーྞり上ࡆ఩置 長スパンഃの୰ኸ部 

・㐃結࣋ルト ↓し 

 （ールの᥋⥆部ࣞࢻスࣛイ） の取付఩置ࢡࢵロࣈ・

 

 

 

                         ヨ験᮲௳の概␎図（ヲ⣽は図２㸫11） 

 

 ┿ヨ験状ែの෗ڦ

 

 

落ୗ๓ 落ୗ後 

ント࣓ࢥࠝ  ࠞ

長スパンഃでトルࢯーのྞり上ࡆ఩置がスࣛイࣞࢻール᥋⥆部の᮲௳でも、ࣈロࢡࢵ཮方

のストࣛࣉࢵの成すゅ度が␎Ỉ平状ែになる。（落ୗ๓の෗┿参↷） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ྎ付け㸯ഃ 

ྎ付け２ഃ 
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 （ートࣕࢳ）ヨ験結果のⲴ㔜 定ڦ

 

 

 ヨ験結果ڦ

㡯目 
結   果 

ྎ付け㸯ഃ ྎ付け２ഃ 

 るⲴ㔜ࢃにຍࢡࢵロࣈ

（最኱್） 
4.23kN  4.17kN 

ストࣛࣉࢵ⧞りฟし㔞 

（制止後の್） 
520㹫㹫 655㹫㹫 

トルࢯーにຍࢃるⲴ㔜 

（最኱್） 
4.60N 

最኱落ୗ㊥㞳 3.4㹫 

ント࣓ࢥࠝ  ࠞ

ヨ験᮲௳3-2とẚ㍑すると、㐃結࣋ルトを用いていないので最኱落ୗ㊥㞳は3.2㹫（1.3㹫

ᑡない）となったが、஧㝵ᗋに฿達（⾪✺）する༴㝤性が考࠼られる。 
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(㸶)パࢱーン３-３-ș 

௳ヨ験᮲ڦ

・長スパンഃ 10800ੈ（1800×6スパン）

・トルࢯー㉁㔞 85਻

・トルࢯーྞり上ࡆ高ࡉ 㸴㹫（小屋ᱱ上）

・トルࢯーྞり上ࡆ఩置 ∦方の㊊場際

・㐃結࣋ルト ↓し

（ールの୰ኸ部ࣞࢻスࣛイ）の取付఩置ࢡࢵロࣈ・

   ヨ験᮲௳の概␎図（ヲ⣽は図２㸫13） 

┿ヨ験状ែの෗ڦ

落ୗ๓ 落ୗ後 

ント࣓ࢥࠝ  ࠞ

トルࢯーのྞり上ࡆ఩置を∦ഃにᐤࡏた状ែにおいても、ࣈロࢡࢵ཮方のストࣛࣉࢵの成

すゅ度は␎Ỉ平状ែになっている。（落ୗ๓の෗┿参↷） 

ྎ付け㸯ഃ

ྎ付け２ഃ

78

（ートࣕࢳ）ヨ験結果のⲴ㔜 定ڦ

ヨ験結果ڦ

㡯目
結 果

ྎ付け㸯ഃ ྎ付け２ഃ

るⲴ㔜ࢃにຍࢡࢵロࣈ

（最኱್）
0.86kN 5.37㹩N

ストࣛࣉࢵ⧞りฟし㔞

（制止後の್）
1395mm 420mm

トルࢯーにຍࢃるⲴ㔜

（最኱್）
6.03kN

最኱落ୗ㊥㞳 1.5㹫

ント࣓ࠞࢥࠝ

トルࢯーのྞり上ࡆ఩置を㊊場ഃにᐤࡏることで、当ヱഃのࣈロࢡࢵのロࢡࢵᶵ⬟が㏿ࡃ

作動することがุった。ࡑのため、落ୗ㊥㞳は 1.5㹫となったが、トルࢯーにຍࢃる⾪ᧁ

Ⲵ㔜は高ࡃなった。

ストࣛࣉࢵの⧞りฟし㔞に኱きなᕪがあっても、落ୗ時のトルࢯーのጼໃは安定していた

が、落ୗ㜼止後にྎ付け 1ഃࣈロࢡࢵのストࣛࣉࢵが኱きࡃ⧞りฟࡉれたためトルࢯーが

㊊場のഃ面に᥋ゐ（⾪✺）した。
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(㸶)パࢱーン３-３-ș

௳ヨ験᮲ڦ

・長スパンഃ 10800ੈ（1800×6スパン）

・トルࢯー㉁㔞 85਻

・トルࢯーྞり上ࡆ高ࡉ 㸴㹫（小屋ᱱ上）

・トルࢯーྞり上ࡆ఩置 ∦方の㊊場際

・㐃結࣋ルト ↓し

（ールの୰ኸ部ࣞࢻスࣛイ）の取付఩置ࢡࢵロࣈ・

ヨ験᮲௳の概␎図（ヲ⣽は図２㸫13）

┿ヨ験状ែの෗ڦ

落ୗ๓ 落ୗ後

ント࣓ࠞࢥࠝ

トルࢯーのྞり上ࡆ఩置を∦ഃにᐤࡏた状ែにおいても、ࣈロࢡࢵ཮方のストࣛࣉࢵの成

すゅ度は␎Ỉ平状ែになっている。（落ୗ๓の෗┿参↷）

ྎ付け㸯ഃ

ྎ付け２ഃ

78

（ートࣕࢳ）ヨ験結果のⲴ㔜 定ڦ

ヨ験結果ڦ

㡯目 
結   果 

ྎ付け㸯ഃ ྎ付け２ഃ 

 るⲴ㔜ࢃにຍࢡࢵロࣈ

（最኱್） 
0.86kN 5.37㹩N 

ストࣛࣉࢵ⧞りฟし㔞 

（制止後の್） 
1395mm 420mm 

トルࢯーにຍࢃるⲴ㔜 

（最኱್） 
6.03kN 

最኱落ୗ㊥㞳 1.5㹫 

ント࣓ࢥࠝ  ࠞ

トルࢯーのྞり上ࡆ఩置を㊊場ഃにᐤࡏることで、当ヱഃのࣈロࢡࢵのロࢡࢵᶵ⬟が㏿ࡃ

作動することがุった。ࡑのため、落ୗ㊥㞳は 1.5㹫となったが、トルࢯーにຍࢃる⾪ᧁ

Ⲵ㔜は高ࡃなった。 

ストࣛࣉࢵの⧞りฟし㔞に኱きなᕪがあっても、落ୗ時のトルࢯーのጼໃは安定していた

が、落ୗ㜼止後にྎ付け 1ഃࣈロࢡࢵのストࣛࣉࢵが኱きࡃ⧞りฟࡉれたためトルࢯーが

㊊場のഃ面に᥋ゐ（⾪✺）した。 
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(㸷)パࢱーン３-㸲-ș 

௳ヨ験᮲ڦ

・長スパンഃ 10800ੈ（1800×6スパン）

・トルࢯー㉁㔞 85਻

・トルࢯーྞり上ࡆ高ࡉ 㸴㹫（小屋ᱱ上）

・㐃結࣋ルト ↓し

（ールの୰ኸ部ࣞࢻスࣛイ）の取付఩置ࢡࢵロࣈ・

・㊊場を一ẁቑ設

ヨ験᮲௳の概␎図（ヲ⣽は図２㸫12） 

┿ヨ験状ែの෗ڦ

落ୗ๓ 落ୗ後 

ント࣓ࢥࠝ  ࠞ

㊊場の建地を一ẁቑ設した఩置にࣈロࢡࢵを取付けたことにより、ࣈロࢡࢵ཮方のストࣛ

 。の成すゅ度がỈ平状ែからⱝᖸゅ度がついているࣉࢵ

ྎ付け㸯ഃ

ྎ付け２ഃ

80

（ートࣕࢳ）ヨ験結果のⲴ㔜 定ڦ

ヨ験結果ڦ

㡯目
結 果

ྎ付け㸯ഃ ྎ付け２ഃ

るⲴ㔜ࢃにຍࢡࢵロࣈ

（最኱್）
4.22kN 3.97N

ストࣛࣉࢵ⧞りฟし㔞

（制止後の್）
620mm 350mm

トルࢯーにຍࢃるⲴ㔜

（最኱್）
4.38kN

最኱落ୗ㊥㞳 2.5㹫

ント࣓ࠞࢥࠝ

㊊場の建地を一ẁቑ設し高ࡃしたことで、㊊場のたࡳࢃ㔞がቑ࠼トルࢯーにຍࢃる⾪ᧁⲴ

㔜が低ࡃなっているとᛮࢃれる。（落ୗ๓の෗┿参↷）
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79 
 

(㸷)パࢱーン３-㸲-ș 

 

 ௳ヨ験᮲ڦ

・長スパンഃ 10800ੈ（1800×6スパン） 

・トルࢯー㉁㔞 85਻ 

・トルࢯーྞり上ࡆ高ࡉ 㸴㹫（小屋ᱱ上） 

・㐃結࣋ルト ↓し 

 （ールの୰ኸ部ࣞࢻスࣛイ）の取付఩置ࢡࢵロࣈ・

・㊊場を一ẁቑ設 

 

 

 

                          ヨ験᮲௳の概␎図（ヲ⣽は図２㸫12） 

 

 ┿ヨ験状ែの෗ڦ

  

落ୗ๓ 落ୗ後 

ント࣓ࢥࠝ  ࠞ

㊊場の建地を一ẁቑ設した఩置にࣈロࢡࢵを取付けたことにより、ࣈロࢡࢵ཮方のストࣛ

 。の成すゅ度がỈ平状ែからⱝᖸゅ度がついているࣉࢵ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ྎ付け㸯ഃ 

ྎ付け２ഃ 
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 （ートࣕࢳ）ヨ験結果のⲴ㔜 定ڦ

 

 

 ヨ験結果ڦ

㡯目 
結   果 

ྎ付け㸯ഃ ྎ付け２ഃ 

 るⲴ㔜ࢃにຍࢡࢵロࣈ

（最኱್） 
4.22kN  3.97N 

ストࣛࣉࢵ⧞りฟし㔞 

（制止後の್） 
620mm 350mm 

トルࢯーにຍࢃるⲴ㔜 

（最኱್） 
4.38kN 

最኱落ୗ㊥㞳 2.5㹫 

 

ント࣓ࢥࠝ  ࠞ

㊊場の建地を一ẁቑ設し高ࡃしたことで、㊊場のたࡳࢃ㔞がቑ࠼トルࢯーにຍࢃる⾪ᧁⲴ

㔜が低ࡃなっているとᛮࢃれる。（落ୗ๓の෗┿参↷） 
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(10) パターン３-５-β 

௳ヨ験᮲ڦ

・長スパンഃ 10800ੈ（1800×6スパン）

・トルࢯー㉁㔞 85਻

・トルࢯーྞり上ࡆ高ࡉ 㸴㹫（小屋ᱱ上）

・トルࢯーྞり上ࡆ఩置 長スパンഃの୰ኸ部

・㐃結࣋ルト ↓し

（ールの୰ኸ部ࣞࢻスࣛイ）の取付఩置ࢡࢵロࣈ・

・㊊場ቑ設部㸯ഃ㊊場にኚ᭦

ヨ験᮲௳の概␎図（ヲ⣽は図２㸫13） 

┿ヨ験状ែの෗ڦ

落ୗ๓ 落ୗ後 

一ഃ㊊場部のኚᙧ状ែ 

ント࣓ࢥࠝ  ࠞ

㊊場の建地を一ẁቑ設した఩置にࣈロࢡࢵを取付けたことにより、ࣈロࢡࢵ཮方のストࣛ

 。の成すゅ度がỈ平状ែからⱝᖸゅ度がついているࣉࢵ

ྎ付け㸯ഃ

ྎ付け２ഃ

82

（ートࣕࢳ）ヨ験結果のⲴ㔜 定ڦ

ヨ験結果ڦ

㡯目
結 果

ྎ付け㸯ഃ ྎ付け２ഃ

るⲴ㔜ࢃにຍࢡࢵロࣈ

（最኱್）
3.11kN 2.96N

ストࣛࣉࢵ⧞りฟし㔞

（制止後の್）
635mm 460mm

トルࢯーにຍࢃるⲴ㔜

（最኱್）
3.69kN

最኱落ୗ㊥㞳 3.2㹫

ント࣓ࠞࢥࠝ

一ẁቑ設した㊊場が一ഃ㊊場であったため、落ୗ㜼止時に、ࡑの㊊場が኱きࡃኚᙧしたこ

とでトルࢯーにຍࢃる⾪ᧁⲴ㔜がῶᑡしたとᛮࢃれる。㊊場とスࣛイࣞࢻールはኚᙧした

が、ட⿣ࡸᢡᦆ等の␗ᖖはㄆめられなかった。
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(㸯０)パࢱーン３-㸳-ș

௳ヨ験᮲ڦ

・長スパンഃ 10800ੈ（1800×6スパン）

・トルࢯー㉁㔞 85਻

・トルࢯーྞり上ࡆ高ࡉ 㸴㹫（小屋ᱱ上）

・トルࢯーྞり上ࡆ఩置 長スパンഃの୰ኸ部

・㐃結࣋ルト ↓し

（ールの୰ኸ部ࣞࢻスࣛイ）の取付఩置ࢡࢵロࣈ・

・㊊場ቑ設部㸯ഃ㊊場にኚ᭦

ヨ験᮲௳の概␎図（ヲ⣽は図２㸫13）

┿ヨ験状ែの෗ڦ

落ୗ๓ 落ୗ後

一ഃ㊊場部のኚᙧ状ែ

ント࣓ࠞࢥࠝ

㊊場の建地を一ẁቑ設した఩置にࣈロࢡࢵを取付けたことにより、ࣈロࢡࢵ཮方のストࣛ

。の成すゅ度がỈ平状ែからⱝᖸゅ度がついているࣉࢵ

ྎ付け㸯ഃ

ྎ付け２ഃ

82

（ートࣕࢳ）ヨ験結果のⲴ㔜 定ڦ

ヨ験結果ڦ

㡯目 
結   果 

ྎ付け㸯ഃ ྎ付け２ഃ 

 るⲴ㔜ࢃにຍࢡࢵロࣈ

（最኱್） 
3.11kN 2.96N 

ストࣛࣉࢵ⧞りฟし㔞 

（制止後の್） 
635mm 460mm 

トルࢯーにຍࢃるⲴ㔜 

（最኱್） 
3.69kN 

最኱落ୗ㊥㞳 3.2㹫 

ント࣓ࢥࠝ  ࠞ

一ẁቑ設した㊊場が一ഃ㊊場であったため、落ୗ㜼止時に、ࡑの㊊場が኱きࡃኚᙧしたこ

とでトルࢯーにຍࢃる⾪ᧁⲴ㔜がῶᑡしたとᛮࢃれる。㊊場とスࣛイࣞࢻールはኚᙧした

が、ட⿣ࡸᢡᦆ等の␗ᖖはㄆめられなかった。 
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㸵）ヨ験結果のまとめ等

今ᅇのヨ験は、஧㝵ᗋ（地面からトルࢯーの⬮部ඛ➃までの高ࡉ 3㹫）および小屋ᱱ上

（地面からトルࢯーの⬮部ඛ➃までの高ࡉ 6㹫）の作業を᝿定し、ࡑれࡒれの఩置から

トルࢯーを落ୗࡏࡉたとき、トルࢯーにຍࢃる⾪ᧁⲴ㔜とࡑの最኱落ୗ㊥㞳、および安

全ࣈロࢡࢵにຍࢃる⾪ᧁⲴ㔜とࡑのストࣛࣉࢵの⧞りฟし㔞の 定を行った。このヨ験

結果から、考࠼られるㄢ題等について⧳めた。

(㸯)ㄢ題

ձ  最኱落ୗ㊥㞳につい

落ୗ㊥㞳ὀ 1 㸸落ୗ๓のトルࢯーの఩置から落ୗ時の最ୗ点の఩置までの㊥㞳。 
（ス等のఙびもྵまれるࢿーࣁルࣇ）

ղ 実験時において自⏤落ୗ㊥㞳を考៖すること（≉に஧㝵ᱱ上の場合）。

今ᅇのヨ験では、ࣇルࣁーࢿスと安全ࣈロ（ࢡࢵࣇ）ࢡࢵとの᥋⥆は、D 環に┤᥋

᥃けした場合と、㐃結࣋ルトを௓して᥃けた場合の 2 パࢱーンで行った。஧㝵ᱱ上か

らの落ୗヨ験で㐃結࣋ルトに᥋⥆した場合は、ࡑの᥋⥆⟠ᡤの఩置がトルࢯーの㊊ඖ付

㏆までୗがった状ែになった（P26 落ୗ๓の෗┿参↷）。ࡑのため、トルࢯーの自⏤落

ୗ㊥㞳ὀ 2は長ࡃなることになる。

自⏤落ୗ㊥㞳ὀ 2㸸落ୗ後、安全ࣈロࢡࢵのロࢡࢵ装置が作動するまでの㊥㞳。

ճ 墜落㜼止時にຍࢃる最኱⾪ᧁⲴ㔜について

なお今ᅇ実施した実験において、ձからճのㄢ題を全て‶㊊したものは、㊊場の▷
スパンഃ（7200㹫㹫）にスࣛイࣞࢻールを設置し、安全ࣈロࢡࢵのࢡࢵࣇをࣇルࣁー

。であったࡳルトに᥋⥆した᮲௳の࣋スの㐃結ࢿ

（஧㝵ᗋからの墜落の場合は、安全ࣈロࢡࢵの設置高ࡉにẚ࡭、トルࢯーの高ࡉが低い

 ため、安全ࣈロࢡࢵのストࣛࣉࢵに たるࡳ が発生しないため、自⏤落ୗ㊥㞳が▷ࡃ
なる（ヨ験᮲௳パࢱーン 1-1 の෗┿参↷）。
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(２)考ᐹ

ᵝࠎな౑用環ቃ（作業高ࡉ、㊊場᮲௳等）を㋃ま࠼ると、最኱⾪ᧁⲴ㔜を一定のⲴ㔜

௨ୗにᢚ࠼るにためには、ࢯࣈ࢔ࢡࢵࣙࢩーࣂの฼用は必㡲となるྍ⬟性が考࠼られる。

ࢿーࣁルࣇ、ഃまたはࢡࢵロࣈれの安全ࡒれࡑ、の取付け⟠ᡤはࣂーࢯࣈ࢔ࢡࢵࣙࢩ

スഃとなるが、༑分な検ドが必要であると考࠼る。

ḟに落ୗ㊥㞳をᢚ࠼るには、㐃結࣋ルトを用いないで、安全ࣈロࢡࢵのࢡࢵࣇを┤᥋

。られる࠼する方ἲが考ࡃ▷スに᥋⥆することで自⏤落ୗ㊥㞳をࢿーࣁルࣇ

また、安全ࣈロࢡࢵのストࣛࣉࢵ長ࡉを作業に支㞀がない⛬度にᢚ࠼ることで、安全

。できるࡃ▷をࡉの⧞りฟし長ࣉࢵのストࣛࢡࢵロࣈ

ୗ図は、「安全ᖏᵓ造指針」に規定ࡉれている方ἲで、安全ࣈロࢡࢵのストࣛࣉࢵ長

。と落ୗ㊥㞳の関係を☜ㄆしたものであるࡉ

この結果から、ストࣛࣉࢵの長ࡉが長い࡝࡯、落ୗ㊥㞳が長ࡃなるഴ向を示している。

このことから、安全ࣈロࢡࢵは、作業に支㞀がない⛬度のストࣛࣉࢵ長ࡉを㑅定する

ことが᭷ຠであると考࠼る。

また、スࣛイࣞࢻールは㊊場の▷スパンഃに対ᓖࡏࡉて設置することで、安全ࣈロࢵ

。られる࠼が▷い〇ရを㑅ᢥできるྍ⬟性が考ࡉの᭷ຠ長ࣉࢵのストࣛࢡ

図 ストࣛࣉࢵ長ࡉと落ୗ㊥㞳の関係
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ストࣛࣉࢵのᕳ取り長ࡉ

落ୗ㊥㞳（ੈ）

஧㝵ᗋの高ࡉを地面から 3㹫⛬度と௬定した場合、３㹫௨上の落ୗ㊥㞳ὀ 1 では、

作業者の㊊ඖが地面に฿達（⾪✺）することになる。

一方、஧㝵ᱱ上の作業高ࡉを地面から 6㹫⛬度と௬定した場合、落ୗ㊥㞳が 3㹫௨

上であれࡤ、஧㝵ᗋに㊊ඖが฿達（⾪✺）することになる。

「墜落制止用ჾලの規᱁」では、ࢯࣈ࢔ࢡࢵࣙࢩーࣂに要ồࡉれる⪏⾪ᧁ性⬟がと規定

る⾪ᧁⲴ㔜にࢃーにຍࢯこのことから、トル。（㸯の場合は㸲㹩㹌ࣉイࢱ）れているࡉ

ついても「墜落制止用ჾලの規᱁」の規᱁್に㐺合ࡏࡉる必要があると考࠼られる。

今ᅇ実施したヨ験では、4㹩N ௨ୗを‶たࡏているのは、2 ࢣースあるが、ࡑのう

の⾪ᧁⲴ㔜ࡑ、ࡳࢃ一つは、㊊場の最上ẁを一ഃ㊊場にしたことによって、㊊場がたࡕ

がᢚ࠼られたものがある。
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➨３❶ సᴗᶆ‽㸦᱌）のస成
ᐇ㦂⤖ᯝࢆᇶ࡟⡆᫆的࡞సᴗᶆ‽㸦᱌）ࢆస成ࠋࡓࡋලయ的࡞ෆᐜࡣḟのࡾ࠾࡜でࠋࡿ࠶

㸯．㊊場の設置

スࣛイࣞࢻールᘧ安全ࣈロࢡࢵ工ἲを行う㊊場については㊊

場ඛ行工ἲにより行い、ཎ๎として全࿘ᅖ２ഃ㊊場を⤌ࡳ❧

てること。㹙෗┿３㸫㸯㹛

２．安全ࣈロࢡࢵ等の設置について

࢔ ࣞールの設置

安全ࣈロࢡࢵを取り付けるスࣛイࣞࢻールについては、ᑓ

用の⥭結部付ࣞール部材を౑用し、ᖜ㸯．㸶㹫௨ෆの㛫㝸で

建地の⥭結部付支ᰕの⥭結部にᕪし㎸ࡴことにより、ሀᅛに

取り付けること。㹙෗┿３㸫２㹛

イ ㌴㍯の取付

⥭結部付ࣞールには当ヱࣞールのᖜに合ったᑓ用の㌴㍯を

取付け、設置後はࣞール➃部には☜実にᢤけ止めを行うこと。

スࣛイࣞࢻールからの㌴㍯のᢤけ止めはࣞールへの➃部に

ሀᅛに取り付ける方ἲにより行うこと。㹙෗┿３㸫３㹛

࢘ 安全ࣈロࢡࢵの設置

෗┿３㸫２

෗┿３㸫㸲

෗┿３㸫３

෗┿３㸫㸯
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࢘ 安全ࣈロࢡࢵの設置

㐃⥆したスࣛイࣞࢻールに取り付ける安全ࣈロࢡࢵは２ಶ

までとし、㌴㍯の㍯に☜実に取り付けること。

安全ࣈロࢡࢵの㑅定においては、当ヱ㊊場における作業⠊

ᅖに合ࡏࢃてストࣛࣉࢵの長ࡉをᴟຊ▷いものを㑅定するな

೵止㊥㞳が▷いものを㑅定すること。㹙෗┿３㸫㸲㹛࡝

࢚ 安全ࣈロࢡࢵのࢡࢵࣇの取付

安全ࣈロࢡࢵのࢡࢵࣇに関しては２本の࣋ルトのඛ➃のࣇ

をࢡࢵ D環、ࣜンࢢ等によりᅛ定し、一体して౑用すること。

３．作業体制（２㝵ᗋ上 ３㹫）

࢔ 墜落制止用ჾලとの᥋合

㊊場の作業ᗋ上において、安全ࣈロࢡࢵのࢡࢵࣇと作業者

の墜落制止用ჾලに᥋⥆ࡉれた㹂環、あるいは㐃結࣋ルトを

☜実に᥋合する。

なお、墜落制止用ჾලのࣛンࣖーࢻと㐃結して౑用しないこ

と。

イ 建築部材の取付

ᱱ等の建築部材のᦙ入はࣞࢡーンⱝしࡃはᗋ上からᡭΏし

のいࡎれかの方ἲにより行い、ᡤ定の取付఩置までㄏ導し、

ᱱ上において上グ࢔のᥐ置をした作業員において取り付け作

業を行う。㹙図３㸫㸯㹛

ͤ㸯作業体制における␃意事㡯

㍈⤌作業において、㊊場上で作業するに当たってはᡭすり等の墜落防止ᥐ置がㅮࡌられ

ている状ែで作業し、ᱱ上で作業する等㊊場の作業ᗋ上で作業することがᅔ㞴な場合にお

いて安全ࣈロࢡࢵを౑用することとする。

作業者が౑用する墜落ᢚ止用ჾලはཎ๎ࣇルࣁーࢿスᆺを౑用すること。

安全ࣈロࢡࢵの࣋ルトとの᥋合は㊊場の作業ᗋ上で行い、ᱱ等の上での᥋合（᥃け᭰

。ないことࢃは行（࠼

作業者はࣞールの✌働⠊ᅖෆで作業することをཎ๎とすること。

ͤ２本作業ᶆ‽は、㊊場の▷スパンഃ（7200mm）にスࣛイࣞࢻールを設置し、安全ࣈロࢵ

た場合ࡏࡉ３m（஧㝵ᗋ）から墜落ࡉルトに᥋⥆し、高࣋スの㐃結ࢿーࣁルࣇをࢡࢵࣇのࢡ

（ヨ験᮲௳㸯㸫㸯）を᮲௳として㝈定し作成したものである。

る最኱⾪ᧁⲴࢃれ௨外の᮲௳（長スパンഃ等）では、最኱落ୗ㊥㞳、墜落㜼止時にຍࡑ

㔜್等について考៖し、㐺ษな対策をㅮࡎる必要がある。

෗┿３㸫㸲

図３㸫㸯
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スࣛイࣞࢻールᘧ安全ࣈロࢡࢵ工ἲを行う㊊場については㊊

場ඛ行工ἲにより行い、ཎ๎として全࿘ᅖ２ഃ㊊場を⤌ࡳ❧

てること。㹙෗┿３㸫㸯㹛

２．安全ࣈロࢡࢵ等の設置について

࢔ ࣞールの設置

安全ࣈロࢡࢵを取り付けるスࣛイࣞࢻールについては、ᑓ

用の⥭結部付ࣞール部材を౑用し、ᖜ㸯．㸶㹫௨ෆの㛫㝸で

建地の⥭結部付支ᰕの⥭結部にᕪし㎸ࡴことにより、ሀᅛに

取り付けること。㹙෗┿３㸫２㹛

イ ㌴㍯の取付

⥭結部付ࣞールには当ヱࣞールのᖜに合ったᑓ用の㌴㍯を

取付け、設置後はࣞール➃部には☜実にᢤけ止めを行うこと。

スࣛイࣞࢻールからの㌴㍯のᢤけ止めはࣞールへの➃部に

ሀᅛに取り付ける方ἲにより行うこと。㹙෗┿３㸫３㹛

࢘ 安全ࣈロࢡࢵの設置

෗┿３㸫２

෗┿３㸫㸲

෗┿３㸫３

෗┿３㸫㸯
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࢘ 安全ࣈロࢡࢵの設置

㐃⥆したスࣛイࣞࢻールに取り付ける安全ࣈロࢡࢵは２ಶ

までとし、㌴㍯の㍯に☜実に取り付けること。 

 安全ࣈロࢡࢵの㑅定においては、当ヱ㊊場における作業⠊ 

ᅖに合ࡏࢃてストࣛࣉࢵの長ࡉをᴟຊ▷いものを㑅定するな

 ೵止㊥㞳が▷いものを㑅定すること。㹙෗┿３㸫㸲㹛࡝

࢚ 安全ࣈロࢡࢵのࢡࢵࣇの取付

安全ࣈロࢡࢵのࢡࢵࣇに関しては２本の࣋ルトのඛ➃のࣇ

をࢡࢵ D環、ࣜンࢢ等によりᅛ定し、一体して౑用すること。 

３．作業体制（２㝵ᗋ上 ３㹫） 

࢔ 墜落制止用ჾලとの᥋合

㊊場の作業ᗋ上において、安全ࣈロࢡࢵのࢡࢵࣇと作業者

の墜落制止用ჾලに᥋⥆ࡉれた㹂環、あるいは㐃結࣋ルトを

☜実に᥋合する。 

なお、墜落制止用ჾලのࣛンࣖーࢻと㐃結して౑用しないこ

と。 

イ 建築部材の取付

ᱱ等の建築部材のᦙ入はࣞࢡーンⱝしࡃはᗋ上からᡭΏし

のいࡎれかの方ἲにより行い、ᡤ定の取付఩置までㄏ導し、 

ᱱ上において上グ࢔のᥐ置をした作業員において取り付け作 

業を行う。㹙図３㸫㸯㹛 

ͤ㸯作業体制における␃意事㡯

㍈⤌作業において、㊊場上で作業するに当たってはᡭすり等の墜落防止ᥐ置がㅮࡌられ

ている状ែで作業し、ᱱ上で作業する等㊊場の作業ᗋ上で作業することがᅔ㞴な場合にお

いて安全ࣈロࢡࢵを౑用することとする。 

作業者が౑用する墜落ᢚ止用ჾලはཎ๎ࣇルࣁーࢿスᆺを౑用すること。 

 安全ࣈロࢡࢵの࣋ルトとの᥋合は㊊場の作業ᗋ上で行い、ᱱ等の上での᥋合（᥃け᭰

 。ないことࢃは行（࠼

作業者はࣞールの✌働⠊ᅖෆで作業することをཎ๎とすること。 

ͤ２本作業ᶆ‽は、㊊場の▷スパンഃ（7200mm）にスࣛイࣞࢻールを設置し、安全ࣈロࢵ

た場合ࡏࡉ３m（஧㝵ᗋ）から墜落ࡉルトに᥋⥆し、高࣋スの㐃結ࢿーࣁルࣇをࢡࢵࣇのࢡ

（ヨ験᮲௳㸯㸫㸯）を᮲௳として㝈定し作成したものである。

る最኱⾪ᧁⲴࢃれ௨外の᮲௳（長スパンഃ等）では、最኱落ୗ㊥㞳、墜落㜼止時にຍࡑ

㔜್等について考៖し、㐺ษな対策をㅮࡎる必要がある。 

෗┿３㸫㸲

図３㸫㸯
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➨㸲❶ ௒ᚋのㄢ㢟 

木造家屋等低層住宅建築工事において、㍈⤌作業時における墜落・転落災害防止対策につい

ては、防⥙の設置等のᥐ置௨外、᭷ຠかつල体的な対策が示ࡉれていない状況である。 

ールᘧ安ࣞࢻこで平成３０年度においては、新しい墜落防止対策の一つであるスࣛイࡑ

全ࣈロࢡࢵ工ἲのຠ果・᭷ຠ性について、実物኱ヨ験を行って☜ㄆを行った。 

 ࢯー（トル࣑ࢲれの場合も地面へのே体ࡎの結果、今ᅇ行った実験の⠊ᅖでは、いࡑ

ー）の᥋ゐはなࡃ、㊊場のಽቯもなかったことから、同工ἲが墜落防止対策として、᭷ຠ

なものとして฼用できるྍ⬟性のあることが☜ㄆࡉれた。 

今後は、同工ἲに用いる㊊場、安全ࣈロࢡࢵ、スࣛイࣞࢻール、ࣁーࢿス等の௬設ᶵ

材・ಶே用ಖㆤලのᵓ造要௳と、これらのᶵ材・ಖㆤලの㐺ษな⤌合ࡏについて᫂らかに

し、同工ἲの฼用者が⌮解できるようᩚ⌮する必要があると考࠼られる。 

ᶵ材・ಖㆤලの㐺ษな⤌ࡳ合ࡏࢃを᫂らかにするにあたっては、墜落制止時の最኱⾪ᧁ

Ⲵ㔜と最኱落ୗ㊥㞳を㋃ま࠼た検討が≉に㔜要となる。 

この点、同工ἲで౑用するスࣛイࣞࢻールࡑ、ࡸれを取付ける㊊場については、墜落制

止時の⾪ᧁⲴ㔜により、ಽቯに⮳らないことが㔜要であるが、౛ࡤ࠼㊊場の๛性を高める

と、墜落制止時の最኱落ୗ㊥㞳が▷ࡃなる一方、最኱⾪ᧁⲴ㔜がቑຍすることが᝿定ࡉれ

る。㊊場の๛性が低い場合は、この㏫の現象が生ࡌることが考࠼られる。 

この࡯か、墜落┤๓の฼用者の作業高ࡉと安全ࣈロࢡࢵの設置高ࡉとの関係、ࢡࢵࣙࢩ

 ࡉࢃ合ࡳ⤌な要ᅉがࠎこれらᵝ、࡝ルトのᵓ造要௳な࣋ーの฼用の᭷↓、㐃結ࣂーࢯࣈ࢔

った上で、最⤊的な墜落制止時の最኱⾪ᧁⲴ㔜と最኱落ୗ㊥㞳がỴまることになる。

今後は、実物኱ヨ験のࡳならࡎ、同工ἲで౑用するᶵ材・ಖㆤලの性⬟を㐺ษにホ౯す

るための実験・検討を㔜ࡡていࡃことがᮃまれる。 

88
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ཧ⪃㈨ᩱ２ ᰩᒣ委員ᥦ౪ 

㹒㹀ୖᲷ୍࣒ࢸࢫࢩᣓⓎὀ᪉ᘧ సᴗᡭ㡰ࣝ࢔ࣗࢽ࣐ 

 

１．᳨ᆅ㸦┘╩⪅の安全⟶⌮ᴗົ௦⾜）㺃㺃㺃㓄置図と᱌ෆ図 検地の෗┿ 

 ㊊場トࣛࢡࢵ ᦙ入道㊰と㓄置場ᡤ 

 ᵓ造材ᦙ入ࣘࢡࢵࢽ㌴のᦙ入道㊰と㓄置場ᡤ 

 ࢦࣛࢻン設置場ᡤ 

 ࢞ーࢱー設置 

 Ỉ平ࣞࢡࣈࢪーン設置場ᡤ 

 ࣛࢱࣇーࣞࢡーン設置場ᡤ 

 ௬設トイ ・ࣞ௬設㟁ᰕ・௬設Ỉ道・௬ᅖい・ࢤートの㓄

置場ᡤ 

 㟁⥺防ㆤ⟶のᡭ㓄 

 地┙の☜ㄆと㣴生（㕲ᯈ・ࢩࣛࣉキ等） 

 

２． ᇶ♏工事 

 基♏工事業者とᡴ合ࡏࢃ 

 ࢔ン࢝ー࣎ルト施工方ἲ（定規方ᘧと⏣᳜࠼方ᘧ） 

 ᰕ⬮㔠物の場合は㔠物࣓ー࢝ーとඖㄳと３♫でᡴࡕ合ࡏࢃ 

 

࠙㐣ཤの上Ჷ工事でのトࣛࣈルㄝ᫂  ࠚ

 ͤ 基♏工事の分㞳発ὀでの基♏ࣞ࣋ルと࢔ン࢝ー࣎ルトの⢭度のトࣛࣈルㄝ᫂ 

「ᆺᯟ工事・㓄➽工事・生ࢥンᡴ設工事に分㞳」 

 ͤ 㕲㦵の基♏の࢔ン࢝ー࣎ルトの⢭度は 1mm௨ୗ・木造の⢭度は⣙ ੈ௨ୗ 

 

 ᇙめᡠし工事の地┙のᩚ地転ᅽのᡴࡕ合ࡏࢃ 

 ͤ ㊊場ᩜ┙・㹎㹎ࢩートの設置のため基♏࿘㎶のᩚ地はỈ平に転ᅽしてもらう。 

 （でᩚ地・転ᅽしてもらう࣐̿ートࣛンࣞࣉ）

 㸯ᗋඛ行できるよう基♏にỈᢤき✰を設けてもらう。 

 

３． ඛ⾜㓄⟶ 

 ᇙめᡠし工事の地┙のᩚ地転ᅽのᡴࡕ合ࡏࢃ 

 ㊊場ᩜ┙・㹎㹎ࢩートの設置のため基♏࿘㎶のᩚ地はỈ平に転ᅽしてもらう。 

 （でᩚ地・転ᅽしてもらう࣐̿ートࣛンࣞࣉ）

 

㸲． ᅵྎᩜࡁ 

 造作኱工職が施工（㸯～２ே） 

 㸯㝵ᗋඛ行の要ㄳ 

 基♏のỈᢤき✰があるか☜ㄆする。 
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 ᅵྎと㸯㝵ᗋのᦙ入（ࢵ࢝ࣞࣉト会♫ࣘࢡࢵࢽ㌴㸯ே） 

 一ᣓ発ὀの安全⟶⌮業ົ௦行でᦙ入経㊰ࡸ日時、スࢡールࢰ

ーン、࢞ー࣐ࢻンᡭ㓄な࡝ὀ意事㡯についてከ⬟工࣐̿ࣞࣇ

ーとࢵ࢝ࣞࣉト㓄㏦会♫のᢸ当者と㐃⤡ᡴ合ࡏࢃする。 

 造作኱工職とᅵྎ、㸯㝵ᗋ施工᏶஢の㐃⤡・☜ㄆ。 

 

 㸯㝵ᗋのࢩート㣴生 

 ͤ  ートの౛ࢩイࣂーࢶ

・ ␒付ࡸ㛤ཱྀ⟠ᡤがぢ࠼るのでࢶーࣂーࢩートを要ᮃする。 

 ͤ  ートの౛ࢩルーࣈ

࠙ὀ意事㡯  ࠚ

・ ᗋの↓いᾎᐊ⟠ᡤがぢ࠼なࡃなって落ࡕる・༴㝤。 

・ ␒付がぢ࠼なࡃなってしまう。 

 

㸳． 㹎㹎࡜ࢺ࣮ࢩ᰿ࡳࡽࡀ㊊ሙ 

 ዪᏊ✚⟬ࢩ࢔スࢱント２名で施工。 

 必ࡎ根ࢢイを入れᡴࡕ㎸ࡳ⿵強する。 

 基♏࿘㎶のᩚ地・転ᅽの☜ㄆ。 

 ͤ ඖㄳが㹎㹎ࢩートをᙇるとᩚ地・転ᅽがࡉれていな

い場合がከいため㊊場の設置がᅔ㞴で୙安定となり

㊊場がᦂれるཎᅉとなる。 

 ͤ พฝのある地┙の㹎㹎ࢩートでのࢵࣕࢪキ࣋ースの

設置は、ࢩートをษり㛤けて┙័らしをするため生

⏘ຠ⋡が኱ᖜに低ୗする。 

 

㸴． ඛ⾜㊊ሙ⤌❧工事 

 ⏨Ꮚከ⬟工࣐̿ࣞࣇー２名で施工。 

 根ࢢイが入っているか☜ㄆする。 

 上Ჷ作業用㊊場を⤌ࡳ❧てる。 

 ୰㛫つなࣈࢲ・ࡂルⅆᡴࡕで⿵強を行う。 

 ͤ 道㊰を౑用する場合は必ࡎ道㊰౑用チྍと࢞ー࣐ࢻ

ンの㓄置を行う。 

 ͤ ㊊場⤌❧作業主任者の㈨᱁者であるከ⬟工࣐̿ࣞࣇ

ーの作業指᥹のもと行う。 

 ͤ 作業୰は㊊場⤌❧作業主任者の作業୰┳ᯈのᥖ示を行う。 

 ͤ 作業⤊஢後は㊊場の安全⾲示┳ᯈを設置する。 

 

 ඛ行ୗ屋㊊場を施工 

 ͤ つり㊊場ではなࡃ支ᰕを❧ࡕ上ࡆるࡸり方。 

 ͤ  。ールを設置することができるࣞࢡࢵロࣈ
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 ዪᏊ✚⟬ࢩ࢔スࢱント２名で施工。 

 必ࡎ根ࢢイを入れᡴࡕ㎸ࡳ⿵強する。 

 基♏࿘㎶のᩚ地・転ᅽの☜ㄆ。 

 ͤ ඖㄳが㹎㹎ࢩートをᙇるとᩚ地・転ᅽがࡉれていな

い場合がከいため㊊場の設置がᅔ㞴で୙安定となり

㊊場がᦂれるཎᅉとなる。 

 ͤ พฝのある地┙の㹎㹎ࢩートでのࢵࣕࢪキ࣋ースの

設置は、ࢩートをษり㛤けて┙័らしをするため生

⏘ຠ⋡が኱ᖜに低ୗする。 

 

㸴． ඛ⾜㊊ሙ⤌❧工事 

 ⏨Ꮚከ⬟工࣐̿ࣞࣇー２名で施工。 

 根ࢢイが入っているか☜ㄆする。 

 上Ჷ作業用㊊場を⤌ࡳ❧てる。 

 ୰㛫つなࣈࢲ・ࡂルⅆᡴࡕで⿵強を行う。 

 ͤ 道㊰を౑用する場合は必ࡎ道㊰౑用チྍと࢞ー࣐ࢻ

ンの㓄置を行う。 

 ͤ ㊊場⤌❧作業主任者の㈨᱁者であるከ⬟工࣐̿ࣞࣇ

ーの作業指᥹のもと行う。 

 ͤ 作業୰は㊊場⤌❧作業主任者の作業୰┳ᯈのᥖ示を行う。 

 ͤ 作業⤊஢後は㊊場の安全⾲示┳ᯈを設置する。 

 

 ඛ行ୗ屋㊊場を施工 

 ͤ つり㊊場ではなࡃ支ᰕを❧ࡕ上ࡆるࡸり方。 

 ͤ  。ールを設置することができるࣞࢡࢵロࣈ
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 ඛ行࣓ࢩࣗࢩࢵートを設置。 

 ͤ ーのࢼーࢥ。ーに設ィࢼーࢥᶆ‽・ᙺ物はࢳࢵࣆ1,800

支ᰕはࢮロࣅࢧࢡで 2本⤌⿵強にする。 

 ͤ ஧ഃ㊊場の外ഃの支ᰕは 1,800 ෆഃの支ᰕを。ࢳࢵࣆ

⣽かࡃ（900と900、1200と600）等に๭付ける。 

 ͤ ୰ኸ部は㢼ᢤけのためࢩートは㛤けておࡃ。 

 

 Ⲵ受ᯫྎ⤌❧て工事。 

 ͤ 「Ⲵ受ᯫྎ工ἲ」とは、ᵓ造材を❧体的屋ྎ方 

 ͤ ᘧに㓄置し、上Ჷ作業を෇⁥に行うために⤌❧ 

てることを目的とする。 

 ͤ ඛ行㊊場⤌❧時に並行してⲴ受ᯫྎを最上ẁま 

で᏶成した状ែで⤌❧てる。 

 ͤ ෆⲴ受けが基本設ィとする。 

 ͤ 1㝵ᗋඛ行の上に支ᰕ⬮部を❧てるときはࢱࣂ 

 ͤ ゅで⿵強する。 

 ͤ 1スパン２㹲の場合、支ᰕ8本、ᕸ材 8本で設 

ィする。 

 ͤ 道㊰を౑用する場合は必ࡎ道㊰౑用チྍと࢞ー࣐ࢻンの㓄置を行う。 

 ͤ ㊊場⤌❧作業主任者の㈨᱁者であるከ⬟工࣐̿ࣞࣇーの作業指᥹のもと行う。 

 ͤ 作業୰は㊊場⤌❧作業主任者の作業୰┳ᯈのᥖ示を行う。 

 ͤ Ⲵ受ᯫྎは㸳０本ࡄらいのᕸ材を౑用するため、ඛ行㊊場の㌺上ᡭすりࡸ୰ࢇࡉᡭすり等を

３０本ࡃらい౑用する。２０本はᣢࡕ㎸ࡳ౑用する。 

 

㸵． Ⲵཷࡅసᴗ㸦構造ᮦᦙධ） 

 ⏨Ꮚከ⬟工࣐̿ࣞࣇー２名とࢵ࢝ࣞࣉト㓄㏦会♫の㐠転ᡭ 1名で施工。 

 ᮅ一でのᵓ造材Ⲵ受けが基本。（᫨Ⲵཷࠊࡅ༗ᚋⲴཷࡣࡅ౛እࠋࡿࡍ࡜） 

 

 㸲㹲㌴㸯ྎ３０分を目安とする。 

 ࣈルーࢩート㣴生をする場合はトࣛࢡࢵⲴ  ྎ

で行ってからⲴ揚ࡆする。 

 必ࡎ安全ࣈロࢡࢵとࣇルࣁーࢿス安全ᖏを౑用して

作業を行う。 

 スࣛイࣞࢻールはู㏵࢔ࣗࢽ࣐ルに基࡙いて設置し

ておࡃ。 

 ͤ ⋢᥃け、⋢外しは⋢᥃ᢏ⬟㈨᱁をもつከ⬟工࣐̿ࣞࣇーが行う。 

 ͤ ーが࣐̿ࣞࣇーンの㈨᱁者である㐠転ᡭまたはከ⬟工ࣞࢡ㐠転᧯作は小ᆺ⛣動ᘧࢡࢵࢽࣘ

行う。 

 ͤ 道㊰を౑用する場合は必ࡎ道㊰౑用チྍと࢞ー࣐ࢻンの㓄置を行う。 
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 ͤ ㊊場⤌❧作業主任者の㈨᱁者であるከ⬟工࣐̿ࣞࣇーの作業指᥹のもと行う。 

 ͤ 作業୰は㊊場⤌❧作業主任者の作業୰┳ᯈのᥖ示を行う。 

 

㸶． ఫᏯ⏝㟁動࣮ࣥࣞࢡ㸦ࣥࢦࣛࢻ）の設置 

 ከ⬟工࣐̿ࣞࣇー２名で設置を行う。 

 地┙㣴生を☜ㄆし、࢘࢔トࣜ࢞ーを最኱にᙇりฟす。（３㹫） 

 ͤ 最኱㝈ᙇりฟࡏない場合はトࣛࢡࢵに⥭結して࢘࢝ンࢱー࢙࢘イトにする。 

 ྍᦙᘧのため通行上、ࢦࣛࢻン✚㍕トࣛࢡࢵが㑧㨱になる場合は取り外す。 

 ㊊場の୰に࢘࢔トࣜ࢞ーを設置し、㊊場部材を取り外した場合は必ࡎ᚟ඖする。 

 ௬設㟁ᰕより㸳㹫௨ෆに設置する。（㟁ᅽ低ୗの防止） 

 ௬設㟁ᰕが100㹔30㸿であるか必ࡎ☜ㄆする。 

 必࢔ࡎースを設ける。 

 ࣐ストロࢡࢵを必ࢵࢭࡎトし、᱁⣡時は必ࡎ解㝖して᱁⣡する。 

 ᯫ✵㟁⥺防ㆤ⟶の設置を☜ㄆする。 

 ͤ 強㢼時は࣐ストࣞࣈーキがかかっているか必ࡎ☜ㄆする。 

 ͤ 道㊰を౑用する場合は必ࡎ道㊰౑用チྍと࢞ー࣐ࢻンの㓄置を行う。 

 ͤ ⋢᥃⿵ຓලのኳ⛗、ྞりࣛࢡン࣋、ࣉルトスࣜンࢢを点検、☜ㄆする。 

 

㸷． １㝵構造㌣య⤌❧࡚工事 

 ከ⬟工࣐̿ࣞࣇー㸲名と⤫ᣓ安全⟶⌮௦行者㸯名

の❧会いのもと行う。 

 上Ჷ作業୰┳ᯈをᥖ示する。 

 ౑用する工ල、ᶵᲔを点検、☜ㄆする。 

 スࣛイࣞࢻールに安全ࣈロࢡࢵを取付ける。 

 Ⲵ受ᯫྎ上に❧体的屋ྎ方ᘧに㓄置した２㝵ᱱを 1

㝵ᗋ上に␒付にἢって㛫㓄りを行い㓄置する。 

 ㍍いᱱはேຊで㓄置し、㔜㔞物のᱱはࢦࣛࢻンでつ

り上ࡆて㓄置する。Ⲵ受ᯫྎ上に❧体的屋ྎ方ᘧに

㓄置した 1 㝵ᰕを 1 本ࡎつᘬきฟして、ேຊで㐠ᦙ

し、␒付にἢって建て㎸ࡴ。 

 住宅用㟁動ࣞࢡーン（ࢦࣛࢻン）を౑用してࣞ࣌࢜ー

 。ࡴ建て㎸ࡆーが⋢᥃作業を行いながらᱱをつり上ࢱ

 ᱱの建て㎸ࡳはࣁーࢵࢭࣜࣉࣇトを行いながら建て

㎸ࡴ。 

 

 ͤ ඛ行㊊場を౑用し、ࢩンࢢル安全ࣈロࢡࢵとࣇルࣁーࢿス安 

 ͤ 全ᖏを౑用して外࿘のᱱを1࿘⤌ࡳ❧てることを基本とする。 

 ͤ 通行上、஧ഃࢵࢣࣛࣈト㊊場をᶆ‽とする。たࡔし、஧ഃ㊊場の場合は支ᰕの外ഃを通行す

る。（౛外） 

 ͤ ୰ഃのᰕにかかる、はࡌめの２～３本のᱱは⬮❧を౑用して⤌ࡳ❧てを行う。 
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 ͤ ㊊場⤌❧作業主任者の㈨᱁者であるከ⬟工࣐̿ࣞࣇーの作業指᥹のもと行う。 

 ͤ 作業୰は㊊場⤌❧作業主任者の作業୰┳ᯈのᥖ示を行う。 

 

㸶． ఫᏯ⏝㟁動࣮ࣥࣞࢡ㸦ࣥࢦࣛࢻ）の設置 

 ከ⬟工࣐̿ࣞࣇー２名で設置を行う。 

 地┙㣴生を☜ㄆし、࢘࢔トࣜ࢞ーを最኱にᙇりฟす。（３㹫） 

 ͤ 最኱㝈ᙇりฟࡏない場合はトࣛࢡࢵに⥭結して࢘࢝ンࢱー࢙࢘イトにする。 

 ྍᦙᘧのため通行上、ࢦࣛࢻン✚㍕トࣛࢡࢵが㑧㨱になる場合は取り外す。 

 ㊊場の୰に࢘࢔トࣜ࢞ーを設置し、㊊場部材を取り外した場合は必ࡎ᚟ඖする。 

 ௬設㟁ᰕより㸳㹫௨ෆに設置する。（㟁ᅽ低ୗの防止） 

 ௬設㟁ᰕが100㹔30㸿であるか必ࡎ☜ㄆする。 

 必࢔ࡎースを設ける。 

 ࣐ストロࢡࢵを必ࢵࢭࡎトし、᱁⣡時は必ࡎ解㝖して᱁⣡する。 

 ᯫ✵㟁⥺防ㆤ⟶の設置を☜ㄆする。 

 ͤ 強㢼時は࣐ストࣞࣈーキがかかっているか必ࡎ☜ㄆする。 

 ͤ 道㊰を౑用する場合は必ࡎ道㊰౑用チྍと࢞ー࣐ࢻンの㓄置を行う。 

 ͤ ⋢᥃⿵ຓලのኳ⛗、ྞりࣛࢡン࣋、ࣉルトスࣜンࢢを点検、☜ㄆする。 

 

㸷． １㝵構造㌣య⤌❧࡚工事 

 ከ⬟工࣐̿ࣞࣇー㸲名と⤫ᣓ安全⟶⌮௦行者㸯名

の❧会いのもと行う。 

 上Ჷ作業୰┳ᯈをᥖ示する。 

 ౑用する工ල、ᶵᲔを点検、☜ㄆする。 

 スࣛイࣞࢻールに安全ࣈロࢡࢵを取付ける。 

 Ⲵ受ᯫྎ上に❧体的屋ྎ方ᘧに㓄置した２㝵ᱱを 1

㝵ᗋ上に␒付にἢって㛫㓄りを行い㓄置する。 

 ㍍いᱱはேຊで㓄置し、㔜㔞物のᱱはࢦࣛࢻンでつ

り上ࡆて㓄置する。Ⲵ受ᯫྎ上に❧体的屋ྎ方ᘧに

㓄置した 1 㝵ᰕを 1 本ࡎつᘬきฟして、ேຊで㐠ᦙ

し、␒付にἢって建て㎸ࡴ。 

 住宅用㟁動ࣞࢡーン（ࢦࣛࢻン）を౑用してࣞ࣌࢜ー

 。ࡴ建て㎸ࡆーが⋢᥃作業を行いながらᱱをつり上ࢱ

 ᱱの建て㎸ࡳはࣁーࢵࢭࣜࣉࣇトを行いながら建て

㎸ࡴ。 

 

 ͤ ඛ行㊊場を౑用し、ࢩンࢢル安全ࣈロࢡࢵとࣇルࣁーࢿス安 

 ͤ 全ᖏを౑用して外࿘のᱱを1࿘⤌ࡳ❧てることを基本とする。 

 ͤ 通行上、஧ഃࢵࢣࣛࣈト㊊場をᶆ‽とする。たࡔし、஧ഃ㊊場の場合は支ᰕの外ഃを通行す

る。（౛外） 

 ͤ ୰ഃのᰕにかかる、はࡌめの２～３本のᱱは⬮❧を౑用して⤌ࡳ❧てを行う。 
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 ͤ ୰通りのᱱが⤌ࡳあがったらࣈࢲル安全ࣈロࢡࢵとࣇルࣁーࢿスを౑用してᱱ上に上がり

ṧりのᱱの建て㎸ࡳを行う。 

 ͤ  。ことをཎ๎とするࡴ㎸ࡕᡴࡄンはᡴᛀれが㉳きないようにᱱを཰めてすࣆトࣇࣜࢻ

 ͤ 㝵ẁ㛤ཱྀ部にはᕸ材と㋃ᯈを฼用して㛤ཱྀ部をࡉࡩいでおࡃ。 

 ͤ ྿ᢤ㛤ཱྀ部は、ᗋの高ࡉにෆ部ステーࢪ㊊場を⤌上ࡆて㛤ཱྀ部をࡉࡩいでおࡃ。 

 ͤ 木建作業主任者の㈨᱁者であるከ⬟工࣐̿ࣞࣇーの作業指᥹のもと行う。 

 

 ௬➽஺いでᅛ定しながら⤌ࡳ❧てを行う。 

 

１㸮． １㝵㌣యのࡋ┤ࡳࡎࡦ 

 

１１． ２㝵ᗋの᪋工 

 ከ⬟工࣐̿ࣞࣇー㸲ேでࢩンࢢルࣁーࢿスを౑用し

て施工を行う。 

 

 Ⲵ受ᯫྎ上に❧体的屋ྎ方ᘧに㓄置した２㝵ᗋ材を

取りฟしてỈ平⛣動で施工を行う。 

 ͤ 上ୗ⛣動の作業は安全ࣈロࢡࢵからࣁーࢿスを外し

てしまうためཎ๎⚗止とする。 

 

 ᗋの㔥ᡴࡕは定規を用いて施工する。 

 ͤ にὀࡳーのᅽຊをㄪᩚし、㔥のめり㎸ࢧࢵࣞࣉンࢥ

意する。 

 

１２． ２㝵構造㌣య⤌❧࡚工事 

 ͤ 㸯㝵ᵓ造㌣体⤌❧て工事と同ࡌ。 

 ͤ ẕ屋᮰・ẕ屋材は小屋ᱱが༙分⤌ࡳ上がった⛬度で

⛣動ࡏࡉる。 

 ͤ ᵓ造材がなࡃなったⲴ受ᯫྎから解体し、２㝵ᗋ施

工する。 

 ͤ ンはᡴᛀれが㉳きないようにᱱを཰めてࣆトࣇࣜࢻ

すࡄᡴࡕ㎸ࡴことをཎ๎とする。 

 

１３． ２㝵㌣యのࠋࡋ┤ࡳࡎࡦ 

 㢌つなࡂを設置して安全ࣈロࢡࢵを付け᭰࠼る。 

 㢌つなࡂはࣙࢩートⅆᡴで⿵強を行う。 

 

 

 

１㸲． ᑠ屋ᗋඛ⾜の᪋工 
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 㢌つなࡂに取付けた安全ࣈロࢡࢵをࣇルࣁーࢿス安全ᖏに取付けて施工を行う。 

 Ⲵ受ᯫྎ上に❧体的屋ྎ方ᘧに㓄置した小屋ᗋ材を取りฟしてỈ平⛣動で施工を行う。 

 ͤ 上ୗ⛣動の作業は安全ࣈロࢡࢵからࣁーࢿスを外してしまうためཎ๎⚗止とする。 

 

 ᗋの㔥ᡴࡕは定規を用いて施工する。 

 ͤ  。にὀ意するࡳーのᅽຊをㄪᩚし、㔥のめり㎸ࢧࢵࣞࣉンࢥ

 

１㸳． ẕ屋⤌ 

 㢌つなࡂに取付けた安全ࣈロࢡࢵをࣇルࣁーࢿス安全ᖏに取付けて施工を行う。 

 

 ẕ屋⤌が⤊஢したら༑Ꮠ㢌つなࡂを設置し、㊊場を

⿵強し、安全ࣈロࢡࢵを᧔ཤする。 

 ͤ  。て☜ㄆする࡭をすࡳンのᡴ㎸ࣆトࣇࣜࢻ

 ͤ  。モ➽はḟ工⛬の኱工職が行うࢡ

 

 ᆶ木と㔝地、ෆ部造作材は⩣日ᦙ入とする。 

 ͤ ḟ工⛬の造作኱工職と┘╩とᡴ合ࡏࢃをしておき、

ト会♫に材ᩱのᦙ入日時の㐃⤡ㄪᩚを行ࢵ࢝ࣞࣉ

う。 

 ͤ 当♫ᡭ㓄のⲴ揚ࡆ外ὀ業者が材ᩱのⲴ揚ࡆを行う。 

 ͤ Ⲵ受ᯫྎのᕸ材は解体して㌺上ᡭすりと୰ࢇࡉᡭ

すりに౑用し、ඛ行㊊場を᏶成する。 

 

 上Ჷ用㝵ẁから௙上㊊場用㝵ẁに⤌᭰࠼を行う。 

 ◚㢼取付けࡸ⎰設置のため、上Ჷ用㊊場から㌺ඛ用

㊊場へ⤌᭰࠼を行う。 

 ㊊場の᏶成検ᰝを行い㌺ඛ用㊊場をᘬΏす。 

 

１㸴． ࣥࢦࣛࢻの᱁⣡࣭᧔ཤ 

 ẕ屋⤌に並行してࢦࣛࢻンの᱁⣡・᧔ཤを行う。 

 現場の୰と๓面道㊰のΎᤲを行って、現場を施㘄する。 
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 㢌つなࡂに取付けた安全ࣈロࢡࢵをࣇルࣁーࢿス安全ᖏに取付けて施工を行う。 

 Ⲵ受ᯫྎ上に❧体的屋ྎ方ᘧに㓄置した小屋ᗋ材を取りฟしてỈ平⛣動で施工を行う。 

 ͤ 上ୗ⛣動の作業は安全ࣈロࢡࢵからࣁーࢿスを外してしまうためཎ๎⚗止とする。 

 

 ᗋの㔥ᡴࡕは定規を用いて施工する。 

 ͤ  。にὀ意するࡳーのᅽຊをㄪᩚし、㔥のめり㎸ࢧࢵࣞࣉンࢥ

 

１㸳． ẕ屋⤌ 

 㢌つなࡂに取付けた安全ࣈロࢡࢵをࣇルࣁーࢿス安全ᖏに取付けて施工を行う。 

 

 ẕ屋⤌が⤊஢したら༑Ꮠ㢌つなࡂを設置し、㊊場を

⿵強し、安全ࣈロࢡࢵを᧔ཤする。 

 ͤ  。て☜ㄆする࡭をすࡳンのᡴ㎸ࣆトࣇࣜࢻ

 ͤ  。モ➽はḟ工⛬の኱工職が行うࢡ

 

 ᆶ木と㔝地、ෆ部造作材は⩣日ᦙ入とする。 

 ͤ ḟ工⛬の造作኱工職と┘╩とᡴ合ࡏࢃをしておき、

ト会♫に材ᩱのᦙ入日時の㐃⤡ㄪᩚを行ࢵ࢝ࣞࣉ

う。 

 ͤ 当♫ᡭ㓄のⲴ揚ࡆ外ὀ業者が材ᩱのⲴ揚ࡆを行う。 

 ͤ Ⲵ受ᯫྎのᕸ材は解体して㌺上ᡭすりと୰ࢇࡉᡭ

すりに౑用し、ඛ行㊊場を᏶成する。 

 

 上Ჷ用㝵ẁから௙上㊊場用㝵ẁに⤌᭰࠼を行う。 

 ◚㢼取付けࡸ⎰設置のため、上Ჷ用㊊場から㌺ඛ用

㊊場へ⤌᭰࠼を行う。 

 ㊊場の᏶成検ᰝを行い㌺ඛ用㊊場をᘬΏす。 

 

１㸴． ࣥࢦࣛࢻの᱁⣡࣭᧔ཤ 

 ẕ屋⤌に並行してࢦࣛࢻンの᱁⣡・᧔ཤを行う。 

 現場の୰と๓面道㊰のΎᤲを行って、現場を施㘄する。 
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１㸵． 屋᰿ୗᆅసᴗ㸦造స኱工⫋） 

 㢌つなࡂにぶ⥘・Ꮚ⥘を設置し作業を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

１㸶． 屋᰿௙ୖࡆసᴗ 

 㢌つなࡂにぶ⥘・Ꮚ⥘を設置し作業を行う。 

 

１㸷． ㌺ඛసᴗ⏝㊊ሙࡽ࠿௙ୖసᴗ⏝㊊ሙ࠼᭰⤌࡬ 

 屋根௙上ࡆ作業⤊஢後は㌺ඛ作業用㊊場から㌺ኳ

作業がしࡸすい௙上作業用㊊場へ⤌᭰࠼る。 

 ͤ 外ቨ作業がしࡸすい஧ഃࢵࢣࣛࣈト㊊場をᶆ‽とす

る。 

 ͤ ஧ഃ㊊場の場合は外ቨ作業がしࡎらい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 屋根つなࡂの᏶成（屋根ᅽ⦰・ษጔの場合は◚㢼ᅽ⦰を取付ける。） 

 ͤ ቨつなࡂ、᥍࠼外ࡉれてしまうため౑用がᅔ㞴。 

 ͤ 外ቨのᅽ⦰材は外ቨ作業で外ࡉれてしまうため౑用がᅔ㞴。 

 ͤ 強㢼時は外ቨに✰をあけてしまい外ࡉれてしまうため౑用がᅔ㞴。 

 ͤ 屋根つなࡂと根入れᘧࢵࣕࢪキを౑用した場合は、ቨつなࡂと同等の強度をᣢつため࣓ࢩࢵ

 。安全ࡃても㊊場のಽቯがなࡃなࡉートを外ࢩࣗ

 

 ඖㄳ会♫へ㊊場の⤌᭰࠼᏶஢報告書をᥦฟする。 

 

 

 

 

96 
 

ཧ⪃㈨ᩱ３ 建⅏㜵ࠕ木造家屋建築工事のసᴗᣦ㔪ࠖ 
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ཧ⪃㈨ᩱ３ 建⅏㜵ࠕ木造家屋建築工事のసᴗᣦ㔪ࠖ 
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